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要  約 

1. 国の概要

1-1 国土・自然
ガーナは、北緯 4°～11°、東経 3°～西経 1°に位置する。国土面積は 23 万 8,533km2 で、東側

はトーゴ、北西と北側はブルキナファソ、西側はコートジボワールに接し、南側は大西洋ギニア湾(海

岸距離 550km)に面している｡ 

ガーナの気候は大きくサバンナ気候と熱帯モンスーン気候に分類され、サバンナ気候が優勢であ

る｡それぞれの気候帯では気温変化と降雨パターンは大きく異なる｡熱帯湿潤気候の地域では､年間

を通して寒暖の差はあまり大きくなく、雨季と乾季はそれぞれ 2 期（年間を通して 4 期）に区分さ

れる。一方、サバンナ気候の地域は寒暖の差が比較的大きく、雨季と乾季は年 1 回である。雨季は

4～10 月､乾季は 11 月～3 月が一般的であり、多くは､降雨量のピークが 5 月、6 月と 9 月の 2 回あ

る｡本事業の対象地域はサバンナ気候に分類され、南部地域（ポン）の年平均気温 26℃、年降水量

は 1,300mm 程度、北部地域（タマレ）の年平均気温は 28℃、年降水量は 900mm 程度である。 

1-2 社会経済状況
ガーナの人口は 3,173 万人（2021 年、世界銀行、以下同様）、人口増加率は 2.1％（2021 年）、

一人当たりの国民総所得（GNI）は 2,360USD（2021 年）となっている。 
ガーナにおいて、農業セクターは労働人口の 30%程度（2021 年）、GDP の 19.7%（2021 年）を

占める基幹産業である。近年、ガーナでは人口増加、都市化及び消費習慣の変化を受けてコメの消

費量が増え続け、メイズに続く第 2 の主食となっている。しかし、国産米の供給不足により輸入米

に大きく依存しており、2019 年時点で消費量約 140 万 t（食糧農業省（MoFA））に対し、コメ生産

量は約 64 万 t（同）に留まっているため、ガーナ政府は持続可能な稲作を通じた高品質な国産米の

増産を食料安全保障・貿易収支の観点から優先課題としている。

2. プロジェクトの背景、経緯及び概要

2-1 開発計画
中期国家開発政策フレームワーク（Medium-Term National Development Policy Framework：

MTNDPF）「Agenda for Jobs: Creating Prosperity and Equal Opportunity for All」は、2017 年に策定され

た中期開発方針である「Coordinated Programme of Economic and Social Development Policies 
（CPESDP）」に基づいて 2018 年 11 月に策定された。この開発計画では、他産業の課題とともに

農業の生産性の低さについて指摘されている。具体的には、高い生産コスト、貧弱な販売システム、

農作物の生産量が季節的変動によって大きく変化して安定供給が出来ていないこと、品質の低さ、

灌漑施設の未整備による生産性の低さなどとともに、特に零細農家については、技術レベルが低い

こと、認証種子の普及も問題点としてあげられている。

MTNDPF を実施するための計画として、国家農業投資計画（National Agriculture Investment Plan）
「Investing for Food and Jobs（IFJ）An Agenda for Transforming Ghana’s Agriculture （2018-2021）」が、

さらに、IFJ のプログラムのひとつとして、PFJ（Planting for Food and Jobs）キャンペーンが実施さ
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れている。ガーナ政府は PFJ キャンペーンの実施を通して、食料安全保障の確保等を目指しており、

改良種子の供給、肥料、改良普及サービス、マーケティング、ｅ－アグリカルチャーの 5 つの分野

を重点とした様々な補助金を交付している。特に、改良種子の供給については、指名した民間種子

生産者に対して高品質で安価な種子を生産するための資金や技術を支援し、生産された種子につい

ては、農家に補助金を交付した上で、既存の民間組織を通じて安価に配布されている。

また、2021 年 12 月に策定された第二次国家稲作振興戦略文書（NRDS-2、2019 年～2030 年）に

おいては、急激な人口増加、消費動向、都市化などに対応するために、2024 年までにコメの自給自

足を達成し、アフリカ稲作振興のための共同体（CARD）フェーズ２に呼応して国内米生産量を倍

増させるため、種子システム、肥料のマーケティング・流通・使用、収穫・収穫後処理・マーケテ

ィングシステム、灌漑水利システム、農業機械へのアクセスと維持の仕組み、研究技術開発・技術

移転、地域の社会的動員・農民組織・クレジット管理システム、モニタリング・評価などの課題解

決を通して、コメのバリューチェーン上のボトルネックの改善に取り組むこととしている。

2-2 現状と課題
第一次国家稲作振興戦略文書（NRDS-1、2008 年～2018 年）では、2018 年までに単位面積当たり

収量（単収）を 2.7t/ha から 3.6t/ha、コメ栽培面積を 11.8 万 ha から 37.5 万 ha に増加させることを

目標としていたが、実績として収量は約 2.8t/ha、コメ栽培面積は約 26 万 ha に留まり（国際連合食

糧農業機関（FAO）、2017）、単収の改善及び栽培面積の拡大の必要性が確認されている。 
更なる単収増加に向けては、NRDS-1 の成果レビューにおいてコメ種子生産の量的・質的確保向

上が課題と指摘されている。MoFA は優良種子を、（a）異品種の混入がなく遺伝的に純度が高いこ

と、（b）病害虫などに侵されておらず健全なこと、（c）発芽率が高いこと、（d）水分率が適正で

あること、と定義している。これらの条件を満たし、かつ専門機関に認証された種子（認証種子）

は充分に確保されていない。現在のガーナにおけるコメ栽培面積に対し、年間 17,000t の認証種子

が必要とされているが、同国での種子生産量は 2020 年時点で 11,000t に留まっており、残りは自家

採種による種子が使用されている。現在生産されている認証種子も品質は一定でなく、また、認証

種子（CS）の上位にある育種家種子（BS）や原原種種子（FS）も同様に質の向上が求められてい

る。

NRDS-2 では、2030 年までに 28,000t の認証種子生産が目標値となる予定であるが、その達成の

ためには、種子生産圃場の機材不足、採種後の不適切な処理（乾燥・選別・貯蔵）などへの対応に

よる品質向上が求められている。

2-3 無償資金協力の背景、経緯及び概要
ガーナにおけるコメ生産性向上に大きく資するコメ種子の品質と生産量向上を念頭に、無償資金

協力（施設・機材等調達方式）の活用を前提とした事業についてガーナ政府と国際協力機構（JICA
は事前協議を行った。同時に 2022 年 1 月～3 月に現地調査を実施した。その結果、プロジェクト名

を「The Project for Improvement of Rice Seeds Production」とし、MoFA を Executing Agency（EA）、

ガーナ灌漑開発公社（GIDA）と植物保護・規制サービス局（PPRSD）、サバンナ農業研究所（SARI）

を Implementing Agencies（IA）とすることで合意した。事業枠組は巻末の資料 4 討議議事録（M/D）

の内容で合意している。

現地調査実施前に想定していた機材は表 1 のとおりであり、準備調査を通してこれらの機材調達
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の妥当性を検討した。

表 1：当初想定していた機材 

区分 想定していた機材
中型トラクター
耕うん機
コンバインハーベスター（種子刈り取り用）
自動気象観測器
圃場面積測定地図作成機材
据置型種子乾燥機
種子選別プラント
低温低湿貯蔵庫
検査用資機材

（出典：調査団作成）

収穫後処理機材

種子生産機材

3. 調査結果の概要とプロジェクトの内容
3-1 調査結果の概要

(1) 調査日程
2022 年 1 月から 3 月まで現地調査を行った。その後の国内解析を経て、協力内容の検討、調達機

材の選定・設計及び概略事業費を取りまとめ、2022 年 6 月に概略設計案の現地説明を行った。 

(2) 機材調達の妥当性
1）種子生産の見通しと機材規模算定根拠
NRDS-2 では、2020 年のコメ生産面積（約 31 万 1,000ha）は 2030 年には約 66 万 7,000ha に拡大

すると予測している。これは、サブサハラ・アフリカのコメ生産量を 2030 年までに倍増（2,800 万

t から 5,600 万 t）させるという 2019 年に横浜で開催された第 7 回アフリカ開発会議（TICAD7）で

新たに発足した CARD フェーズ 2 の目標に沿ったものである。表 2 に NRDS-2 における 2019 年か

ら 2030年までのコメ生産予測面積を示す。これによると、合計のコメの栽培面積は 2019年から 2021

年まで 10％、2022 年と 2023 年は 15％、2024 年は 10％、2025 年以降は 5％の面積増加率となって

いる。

表 2：2019 年から 2030 年までのガーナのコメ生産予測総面積 

灌漑による栽培面積
（千ha）

天水による栽培面積
（低地）（千ha）

天水による栽培面積
（高地）（千ha）

2019 282 ー 28.20 248.16 5.64 
2020 311 10% 31.10 273.68 6.22 
2021 342 10% 34.21 301.05 6.84 
2022 393 15% 39.34 346.21 7.87 
2023 452 15% 45.24 398.14 9.05 
2024 498 10% 49.77 437.95 9.95 
2025 523 5% 52.26 459.85 10.45 
2026 549 5% 54.87 482.84 10.97 
2027 576 5% 57.61 506.98 11.52 
2028 605 5% 60.49 532.33 12.10 
2029 635 5% 63.52 558.95 12.70 
2030 667 5% 66.69 586.89 13.34 

（出典：NRDS-2を改変）

年 合計栽培面積
（千ha）

増加率
内訳

 
本プロジェクトで各種機材の規模算定に用いる種子生産の見込み目標値の設定では、表 2 に示す

NRDS-2 の稲栽培面積の増加率を参考に、2022 年～2024 年は対象灌漑地区の種子生産面積は 10％

増、整備機材の貢献も考慮し 2025～2030 年は 15％増と推定した。なお、単収を 5t/ha として種子生
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産量を算出した（表 3）。 

表 3：支援対象 4 灌漑地区の種子栽培面積と生産量予測 

年 対象地域
増加率（年）

2020 4 地区合計 KIS TIS WIS BIS 4地区合計 KIS TIS WIS BIS SARIのうち
BIS以外

2021 158        58     50     38     12     790 290 250 190 60 86
2022 10% 174        64     55     42     13     869 319 275 209 66 99
2023 10% 191        70     61     46     15     956 351 303 230 73 114
2024 10% 210        77     67     51     16     1,051 386 333 253 80 125
2025 15% 242        89     77     58     18     1,209 444 383 291 92 132
2026 15% 278        102   88     67     21     1,391 510 440 334 106 138
2027 15% 320        117   101   77     24     1,599 587 506 385 121 145
2028 15% 368        135   116   88     28     1,839 675 582 442 140 ー
2029 15% 423        155   134   102   32     2,115 776 669 509 161 ー
2030 15% 486        179   154   117   37     2,432 893 770 585 185 ー
2031 10% 535        196   169   129   41     2,675 982 847 643 203 ー
2032 10% 589        216   186   142   45     2,943 1,080 931 708 224 ー
2033 10% 647        238   205   156   49     3,237 1,188 1,024 779 246 ー
2034 10% 712        261   225   171   54     3,561 1,307 1,127 856 270 ー
2035 10% 783        288   248   188   59     3,917 1,438 1,240 942 297 ー

（出典：調査団作成）

種子栽培面積 (ha/年, 2作期合計) 種子生産量（ｔ/年，2作期合計）

表 3 の想定により、4 灌漑地区［ポン灌漑地区（KIS）、ウェタ灌漑地区（WIS）、ボンタンガ灌

漑地区（BIS）、トノ灌漑地区（TIS）］の 2021 年（基準年）の合計種子栽培面積 158ha は、本事業

完了 3 年後の 2027 年には 320ha とおよそ 2 倍となり（図 1 参照）、本計画の機材計画においてはこ

の値を採用する。
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（出典：調査団作成） 
図 1：4 灌漑地区における種子生産面積の増加の推移 

ガーナの稲種子生産フローは、BS、FS、CS の三段階となっており、各々の段階での国際規格を

遵守している。最上流の BS 生産は品種育成が行われている農作物研究所（CRI）、ガーナ大学、サ

バンナ農業研究所（SARI）で行われている。ただし、本プロジェクトで対象となる SARI には種子

生産に適した水田がないため、BIS 等の一般農家に委託し生産している。 

BS は対象灌漑地区等の種子生産圃場で増殖され FS となる。FS の一部は SARI 等が買い取る場合

もある。さらに FS は CS 生産圃場にて増殖される。この CS を一般の稲作農家が購入し、食用米の

生産を行っている。CS の一部は PPRSD 等が買い取り、精選の上 PFJ へ販売を行っている。 
BS、FS、CS すべてのクラスの種子は PPRSD が圃場審査及び種子検査を行い、認証タグを発行す
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る。本プロジェクトでの認証種子の生産・流通フローを図 2 に示す。 

（出典：JICA 資料を基に改変） 
図 2：本プロジェクトの認証稲種子の生産・流通フロー 

2）整備機材の概要 
本事業は、GIDA が所管する 4 つの灌漑地区において、コメ種子の量的・質的向上のために必要

な機材を整備することにより、優良種子（主に CS）の生産量の増大と品質の向上を図り、もって当

国におけるコメの生産性の向上（灌漑稲作・天水稲作双方）に寄与するものである。

このため、本事業で協力対象とする機材は主としてコメ種子の生産量の増大のために圃場周辺で

使用される機材として、コンバインハーベスターやコンバインハーベスター運搬用トラック、種子

運搬用トラックなど、また品質の向上を図るための収穫後処理機材として、種子選別機、低温貯蔵

庫、種子検査用機材（発芽試験機、水分計、電子天秤等）、自動気象観測機材とする。また、種子

生産の省力化のための歩行型田植え機、正確な種子生産量の把握のための圃場面積測定地図作成機

材、圃場審査用車輌も併せて導入する。

本事業で調達を検討する機材の一覧および各々の機材コンポーネントの活用目的／概略の仕様を

表 4 に示す。 
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表 4：想定調達機材の評価結果 
番号 機材コンポーネント名 目的／概略仕様・構成等 数量

1 検査用資機材 PPRSD本部・地方事務所における種子検査用／発芽試験機、水分計など。 1式

2 コンバインハーベスター 種子刈り取り用／70hp相当、普通型、各部に清掃口があること。エアブロ
アー、エアダスター、脚部清掃用高圧洗浄機も整備 8基

3 コンバインハーベスター運
搬用トラック

コンバインハーベスター運搬用／整備予定のコンバインハーベスターを搭載可能
なもの。低床。 8基

4 種子運搬用トラック 主として圃場から種子選別機までと種子保管場所から圃場までの種子運搬用
／積載量3,000kg程度 8台

5 自動気象観測機材 種子生産に必要な気象データの取得／気温、相対湿度、降水量等 4基

6 圃場面積測定地図作成
機材

種子生産量を把握するための圃場面積の測定用／ドローン、データ取得用タブ
レット、PC等 8基

7 種子選別機
種子の粗選別用／機材高さが2,500mm以下であること、処理能力500kg/
時間以上。スクリーン２枚以上（粗選別用および粒選別用）スクリーン幅を
0.1mm単位で調整可能なもの。

1式
（11基）＊1

8 低温貯蔵庫 種子保存用／庫内温度制御範囲15℃（BSは4℃） 1式（6基）
9 歩行型田植え機 田植え作業の省力化／４条植え。植え付け深さ2cm以上。自動水平付き。 2基

10 維持管理用工具 各機材の維持管理用工具
1式

（10基）＊2

11 圃場用審査用車両 圃場審査支援用／4WD、7人乗り以上、左ハンドル 1台

（出典：調査団作成）

＊1　直管タイプ5基、曲管タイプ6基
＊2　コンバインハーベスター用工具4基、種子選別機用工具6基

3）設置工事が必要な機材 
整備予定の機材のうち、設置工事が必要な機材は、種子選別機、低温貯蔵庫、非常用発電機、自

動気象観測機材である。これら以外の機材は設置工事を必要としない。

①種子選別機設置工事 
種子選別機については、基礎工事ならびに風選後の夾雑物などを建屋外に排出するためのダクト

管、電気設備工事が必要となる。種子選別機の設置のためには建物の一部改修が必要になるが、設

置場所は築 50 年以上を経過している倉庫内を想定している。建屋自体は安全性が確保されているが、

ダクト管設置のための壁へ新たな開口部の設置や、既存建屋の床の掘削などを実施した場合、建屋

の荷重バランスを崩すきっかけとなりかねない。そのため、設置工事にあたっては、建屋に対する

直接の改築は極力避ける方針とする。すなわち、基礎工事は建屋内の基礎を掘削せず、コンクリー

ト基礎を既存の床に増し打ちする、ダクト管設置工事についても、既存の開口部を利用する方針と

する。なお、建物外部に設置予定のサイクロンは新たに基礎を設置する。

加えて設置予定の倉庫はいずれも金属屋根であるが、経年劣化によりピンホールが散見された。

ピンホール自体数は少ないものの、今後、仮に機材設置位置の直上から漏水が生じた場合には機材

および種籾に影響がある。このため、種子選別機とその周辺（作業スペース）の直上に簡易的なシ

ェードを設置することで、漏水があった場合でも雨水が機械や種籾に直接滴下しないようにする。

また、シェードの下には照明を設置し、作業性を向上させる。なお、シェードは倉庫内に設置する

ため、建築物新築の許可申請は必要ない。

②低温貯蔵庫設置工事（非常用発電機含む） 
低温貯蔵庫は、基礎工事および電気設備工事が必要となる。種子選別機の設置方針と同様に、既

存建屋に対する直接の改築は極力避け、コンクリート基礎を既存の床に増し打ちする方針とする。
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非常用発電機については、建屋の外部に設置するため、新たに基礎を設置する。

③自動気象観測機材設置工事 
自動気象観測機材は圃場に設置し、栽培条件に近い気象状況のデータを収集することが望ましい。

しかし、圃場周辺は人通りが少ないため盗難やいたずらの危険性が高く、フェンスなどの設置スペ

ースの確保も難しい。しかし、各灌漑地区の GIDA または TIS を管理している北部地域灌漑管理会

社（ICOUR）事務所には警備員が常駐していること、気象データの収集、分析を行うのは GIDA ま

たは ICOUR 職員であることから盗難の危険性が低く、GIDA 職員の利便性が高い灌漑地区事務所内

に設置する方針とする。

（3）機材計画 
①機材整備（設置）先 

本事業の調達機材は、GIDA の 4 灌漑地区、PPRSD のガーナ種子検査・認証部（GSID）と傘下

の国家種子検査研究所（NSTL）および 3 地方事務所、SARI を対象としている。 
GIDA 

GIDA に関しては、GIDA 所有の既存の施設（倉庫）に種子が一時保管されているケースが散見

される程度であり、保有機材を用いた種子生産は行われていない。機材整備後は、各 GIDA 灌漑地

区内に調達機材を管理する担当者が任命され、維持管理を主導することとなる。

PPRSD および SARI 

PPRSD、SARI では既存の施設、機材を用いた種子生産に関する事業が行われており、生産に携

わっているスタッフおよび場所を対象とする。

②機材計画 
本事業では、種子生産に効果的な収穫後処理機材を中心に、その調達の妥当性、機材構成・数量

を検討した。なお、本調査の開始前に想定されていたトラクター、種子乾燥機については、以下の

理由により対象から除外した。

◆ トラクター

トラクターは種子生産圃場の圃場準備作業に活用されるものである。現地調査では、すべての灌

漑地区でトラクターの賃耕サービスが確認された。また、農業機械組合や農業機械オーナー、利用

者からの聞き取りでは、圃場準備の季節においてトラクターが不足しているという認識はなかった。

このため、トラクターは現状でも整備の緊急性は低いと判断し、本事業の対象から除外した。

◆ 種子乾燥機

種子乾燥機は、コンバインハーベスターによって刈り取りされた種籾を熱源によって乾燥させる

ために設置するもので、南部に位置する KIS および WIS へ整備・設置する計画であった。乾燥機の

設置にはおおよそ 8m の高さが必要になるが、この高さを満たし、乾燥作業が行える既存建屋が存

在しなかった。また、乾燥機が設置可能な建屋の新築については、ガーナの財政状況から難しい状

況である。加えて、熱源（軽油または電力）確保のため維持管理費が高額となり、各灌漑地区の状
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況を鑑みると持続性が担保出来ないため、本事業の対象から除外した。

また、本調査開始前に想定されていた低温低湿貯蔵庫は、以下の理由から低温貯蔵庫に変更した。 

◆ 低温低湿貯蔵庫

外気（30℃、湿度 50％を想定）から庫内に種籾を移動し、周辺温度が 4℃付近に低下した場合（BS

を想定）、相対湿度はほぼ 100％に上昇する。しかし、種籾は乾燥された状態で運び込まれてくる

ため通常は種籾の品質に影響を及ぼすほど種子水分量の上昇は無い。極めて低い乾燥状態を維持す

る場合も、種籾を例えばビニール袋で密閉する等の措置を講じ吸湿しないようにすれば含水率を維

持できる。

恒湿機能を外すことで初期投資費用だけでなく、維持管理費用、特に電気代を大幅に削減するこ

とが可能であるため、政府負担金の低減、農家の負担減に繋がる。

種籾の保存に湿度コントロールは必要不可欠ではなく、低温低湿貯蔵庫を低温貯蔵庫に変更する。 

(4) プロジェクトの内容
本事業で調達する機材は、表 5 のとおりである。
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表 5：整備予定機材の品目および整備先機材数量一覧 

KIS WIS TIS BIS HQ タマレ ﾎﾞﾙｶﾞﾀﾝｶﾞ ﾎｰ
発芽試験機 3 1 1 1 6
卓上穀物水分計 1 1
中型電子天秤 1 1
小型電子天秤 1 1
実験室用エアコン 1 1
コンバインハーベスター 2 2 2 2 8
内部清掃用エアーブロアー 2 2 2 2 8
内部清掃用エアダスター 2 2 2 2 8
足部清掃用高圧洗浄機 2 2 2 2 8
ｺﾝﾊﾞｲﾝﾊｰﾍﾞｽﾀｰ運搬用ﾄﾗｯｸ 2 2 2 2 8
ラダー 2 2 2 2 8

4 種子運搬用ﾄﾗｯｸ 種子運搬用トラック 2 2 2 2 8
5 自動気象観測機材 自動気象観測機材 1 1 1 1 4

マルチコプタードローン 1 1 1 1 1 1 1 1 8
ﾏﾙﾁｺﾌﾟﾀｰﾄﾞﾛｰﾝ用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 1 1 1 1 1 1 1 1 8
計算用ラップトップPC 1 1 1 1 1 1 1 1 8

7-1-1 種子選別機(直管タイプ) 2 2 1 5
7-1-2 種子選別機(曲管タイプ) 2 2 2 6

秤 4 4 4 4 4 2 22
内部清掃用エアーブロアー 1 1 1 1 1 1 6
内部清掃用エアダスター 1 1 1 1 1 1 6
パレット 16 16 16 16 16 8 88

8-1-1 低温貯蔵庫（KIS） 3 3
8-1-2 非常用発電機（KIS） 2 2
8-1-3 パレット（KIS） 15 15
8-2-1 低温貯蔵庫（WIS） 2 2
8-2-2 非常用発電機（WIS） 1 1
8-2-3 パレット（WIS） 11 11
8-3-1 低温貯蔵庫（TIS） 2 2
8-3-2 非常用発電機（TIS） 1 1
8-3-3 パレット（TIS） 11 11
8-4-1 低温貯蔵庫（SARI） 3 3
8-4-2 非常用発電機（SARI） 1 1
8-4-3 パレット（SARI） 17 17

歩行型田植え機 2 2
育苗箱 1200 1200
ｺﾝﾊﾞｲﾝﾊｰﾍﾞｽﾀｰ用維持管理用工具 1 1 1 1 4
種子選別機用維持管理用工具 1 1 1 1 1 1 6

11 圃場審査用車両 圃場審査用車両 1 1
（出典：調査団作成）

コンバインハーベス
ター2

1 検査用資機材

6 圃場面積測定地
図作成機材

8-1

8-2

8-3

8-4

1-5
2-1
2-2
2-3
2-4

維持管理用工具10

3 コンバインハーベス
ター運搬用トラック

低温貯蔵庫8

7 種子選別機

9 歩行型田植え機

4-1
5-1
6-1

1-1
1-2
1-3
1-4

機材コンポーネント

10-2
11-1

7-4
7-5

9-1
9-2
10-1

6-2
6-3

7-2
7-3

7-1

3-1
3-2

SARI 合計
数量

品目機材番号 PPRSDGIDA
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4. プロジェクトの工期及び概算事業費
(1) プロジェクトの工期

本事業における実施工程は、表 6 に示すとおりである

表 6：事業実施工程表 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

（現地調査）

（仕様レビュー等）

（入札図書作成）

（入札図書承認）

（入札・契約） 計4.5ヶ月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

（製作図作成） 計15.5ヶ月

（機器製作）

（輸送）

（据付、調整・試運転）

（初期操作指導）

（検収・引渡し）
：国内作業 ：現地作業 （出典：調査団作成）

実
施
設
計

機
材
調
達

(2) 概算事業費

本事業の概算事業費は調達業者契約認証認証完了後に公開される。そのため、本報告書（先行公

開版）では非公表とする。

5. プロジェクトの評価
(1) 妥当性

無償資金協力による本事業の実施は、以下の観点から妥当と判断される。

▶ ガーナ政府は、食料安全保障・貿易収支の観点から高品質な国産米の増産を優先課題として

おり、中期国家開発政策フレームワーク、国家農業投資計画などの上位の国家計画において

も、品質の改善、収量の向上が謳われている。さらに、この目的のために高品質の種子の供

給能力を強化する必要があるとしており、本事業の実施はこの方針に合致する。

▶ また、NRDS-2 で種子供給システムの改善のためには灌漑施設や市場整備などとともに、種

子貯蔵施設、種子生産施設などのハードの整備の必要性が謳われている。本事業の実施は種

子生産性の向上と検査体制の強化による種子供給システムの改善に寄与する。

▶ 令和元年に策定された我が国のガーナに対する国別開発協力方針では、小規模農民の生産

性・収益性の向上や普及体制の強化のために、我が国が知見を有する稲作に重点をおいて支

援することが謳われており、本事業の方向性と合致する。

▶ 対象となる灌漑地区では主として CS が生産されているが、収穫用機材、収穫後処理機材が

存在していないため、種子生産の多くの工程を手作業で行っているか、それらの機材が存在
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していても古く一般農家との共用である。このため、夾雑物や低品質な種子の混入が見られ

る。また、貯蔵状況もそのほとんどが高温多湿の倉庫内に保管されており、発芽率の低下が

実際に生じていると考えられる。本事業の実施により、種子生産で労力を必要とする作業が

機械化されるため、種子の品質向上と生産量拡大と低品質な種子の除去・適切な貯蔵等が可

能となり、品質の向上に大きく寄与する。

▶ 実施機関（IA）である GIDA、PPRSD、SARI は種子生産を意欲的に捉えており、各々の役

割から種子の生産拡大、品質の向上に取り組んでいる。これらのことから、調達機材の持続

的な維持管理が期待できる。

▶ また、本事業で調達される機材はすべて公益性の高い施設で使用されるため、無償資金協力

の枠組みに合致する。

(2) 有効性

1) 定量的効果
稲種子用に収穫用及び収穫後処理用の機材が導入されることで、作業効率が向上し、対象地区で

目指されている稲種子生産の拡大が促進されるとともに、これまで不適切であった品質管理が改善

される。本事業で期待される効果発現の度合を確認すべく、定量的効果指標を表 7 のように設定す

る。なお、ここでいう稲種子とは、BS、FS 及び CS を指す。 

表 7：定量的効果指標 

指標名 基準値
（2021年実績値）

目標値（2027年）
【事業完成3年後】

対象 4 灌漑地区で生産される検査（※）を合格した稲種子生産量
（トン/年） 790 1,440

整備したコンバインハーベスターの作業面積（ha/年） － 320
整備した対象4灌漑地区の稲種子選別機の処理量（t/年） － 1,600
種子選別作業の作業効率（kg/時間）
（現地の慣行種子精選の値を基準値とする） 200 1,000

（出典：調査団作成）

※「A Guide for Certified Rice Seed Production under Irrigation」による検査基準（発芽率80％、異種混入率0.3％）に
拠る。

各指標は以下のとおり設定した。

①基準値 
現地調査及び実施機関担当者からの聞き取りから、対象 4 灌漑地区の稲種子生産面積を整理した。

また、現地調査及び NRDS-2 での想定から単収を 5t/ha とし、基準年の稲種子生産量を算出した（表

8）。 
表 8：対象灌漑地区の稲種子生産面積（2021 年） 

（単位：ha）
4 地区合計 KIS WIS TIS BIS

栽培面積 158  58 38 50 12 
生産量 790  290  190  250  60 

（出典：調査団作成）
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i. 検査に合格した稲種子生産量
各灌漑地区から 5 人の稲種子生産農家を抽出し、検査の合格率について聞き取りを行ったところ、

表 9 のとおりであった。このことから、基準年の合格率を 100％とし、生産された稲種子の全量が

検査を合格したとした。

表 9：各灌漑地区のラボ検査合格率 
（単位：％）

4 地区平均 KIS WIS TIS BIS
圃場検査合格率 95 80 100 100 100
ラボ検査合格率 100 100 100 100 100

（出典：調査団作成）

ii. 整備したコンバインハーベスターの作業面積及び整備した稲種子選別機の処理量
本事業で、種子用にコンバインハーベスターと種子選別機を整備する。そのため、基準値は該当

なしとした。

なお、これまでは、コンバインハーベスターは一般の稲作用のものを使用しており、種子優先で

はなかった。また、種子選別は旧式の選別機か人力での選別に頼り、種子用として十分な選別が行

われていなかった。

iii. 種子選別作業の作業効率
種子選別作業として現在、現地で一般的に行われているのは唐箕による風選である。人力による

選別は、選別基準も曖昧であり、唐箕の数を増やせば時間当たりの効率は上がるが、ここでは、唐

箕 2 台による風選とした。選別基準については、そもそも唐箕では充実度を揃える選別は難しいた

め、ここでは問わないこととし、現地調査で得た唐箕 2 台分の作業効率として、200kg/時間とした。 

②目標値 
 現状では、コンバインハーベスターの台数が不足していることから適期収穫ができない。また、

種子選別の効率が低いため、選別できる量に限りがあることから、生産の拡大が頭打ちである。本

事業によって、コンバインハーベスターと種子選別機を整備することで、これらの限界値が上がり、

生産拡大が促進されると期待できる。

目標値の設定では、NRDS-2 における 2030 年までの拡大計画を基準としつつ、機材を整備するこ

とによる効果の増大とその持続を考慮した。また、現時点で NRDS-2 の想定する 15％増大は無理が

あり、3 年程度遅れが生じると想定したうえで、基準値と同じく、単収を 5t/ha として種子生産量を

算出した。

即ち、年間の種子栽培面積は、2021 年時点の実績 158ha（4 地区合計）から、2022 年から 2024

年は年率 10%、2025 年から 2027 年は年率 15%増加して 2027 年には 320ha となり、種子生産量はこ

れに伴って、2021 年の 790t/年から、2027 年には 1,600t/年に増加することを目標とした。 

i. 検査に合格した稲種子生産量
検査に合格した稲種子量については、選別機を導入することによって、人力では実施できなかっ

た充実度による選別が可能となり、歩留まりは確実に下がる。そのため、合格率は 90%に下がると

予測し、種子生産量約 1,600t に対して、合格種子 1,440t とした。 
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ii. 整備したコンバインハーベスターの作業面積及び整備した稲種子選別機の処理量
種子栽培面積のすべては、整備する種子用コンバインハーベスターによって収穫作業が行われる

とし、4 地区合計で 320ha を目標値とする。 

同じく、種子選別機についても種子全量を選別するものとして、4 地区合計 1,600t を目標値とし

て設定した。

iii. 種子選別作業の作業効率

作業効率については、種子選別機の能力を目標値とした。

③効果の発現度合の確認 
i. 検査に合格した稲種子生産量

検査に合格した種子量は、検査を担当する PPRSD の検査記録と種子選別機の選別記録で確認す

ることを想定する。

ii. 整備したコンバインハーベスターの作業面積
コンバインハーベスターの作業面積は、作業記録で確認する。コンバインハーベスターと種子選

別機は、稲種子農家に対して賃耕サービスを提供し、サービス料を徴収することになっている。こ

れには、サービスを提供した圃場面積の記録が必須である。現在も、各灌漑地区ではコンバインハ

ーベスターの賃耕サービスが一般的に行われており、作業記録が完備されている。農家との交渉に

はなくてはならない記録であり、閲覧は可能である。

また、別途ドローンの整備が予定されており、稲種子栽培面積を測定することになっている。種

子用のコンバインハーベスターであり、種子専用あるいは優先で収穫することから、栽培面積が作

業面積であるといえる。作業記録に加え、ドローンでの測定結果が補完材料となる。

iii. 整備した稲種子選別機の処理量
種子選別機の処理量は、コンバインハーベスターと同様に、作業記録で確認する。種子選別機も、

選別サービスを稲種子農家に提供し、サービス料を徴収する。選別にかけた種子量及び選別され残

った種子量の測定が必須である。ソフトコンポーネントでも作業記録とモニタリングについて指導

を行うが、農家との交渉材料として必要なものであることから、記録の閲覧は可能である。

iv. 種子選別作業の作業効率
整備した選別機の作業記録をもって評価する。

2) 定性的効果
ガーナでは圃場検査に加えて収穫後にも種子検査を受けるが、上述のとおり種子検査合格率は極

めて高い。現地調査時に種子検査そのものは基準に沿って行われていることが確認されたが、その

効率化が課題となり、本件でも発芽試験機などの機材整備を行う。

しかし農家からは種子検査に合格した認証種子を使っているのに低品質であるという話が聞か



-S-14-

れた。その原因には、①収穫後に行われる種子検査から実際に種子を使用するまで 3 ヵ月～5 ヵ月

のタイムラグがある。その間の種子の貯蔵に問題があり、発芽率などが低下すること。②種子検査

のサンプルと種子全体のロットの均質性の問題に起因する。

②については、途上国では、収穫作業、収穫後処理が手作業で行われることで、ロット全体を見

たときに精選レベルが一定でなく、袋毎の品質にばらつきが発生しがちである。種子検査では最大

30t のロットから 700g 程度のサンプルを代表として抽出する。少量の種子サンプルがロットを正確

に代表することが難しくなる。その結果種子検査に合格しても、農家が使用する際に低質の種子に

遭遇することが発生する。今回、コンバインハーベスター及び種子選別機を導入することでロット

内のばらつきも低減すると考える。さらに全ての種子を保管しないものの、低温貯蔵庫を入れるこ

とで、①の種子検査後の品質の劣化も一定量防ぐことが可能となる。

しかしロット全体を調査して種子検査することは労力的に不可能といえるため、実際に種子を使

用する農家の評価を聞くことで、一連の機材の効果を類推することが可能と考える。

なお定性調査の方法としては、同じ農家で同じ視点からの印象を聞き取ることが大切である。そ

のため評価実施の時点（2027 年）で、3 年前と比べて現在の種子の品質はどうか、という聞き方で

比較することが最も適切と考える。

本事業の実施によって期待される定性的効果は、以下のとおりである。

◆一般農家が使用する際の初期生育の旺盛さ

コンバインハーベスターによる損傷種子の低減、種子選別機による被害粒の除去・充実種子の選

別、低温貯蔵庫が適切に使われた結果、農家が播種したのちに、発芽率がよく、発芽の揃いがよく、

初期生育が旺盛となり、認証種子利用農家の満足度が高くなることが期待される。

情報入手手段：農家インタビュー

◆認証種子における異品種混入程度の低さ

種子専用コンバインハーベスターの導入、種子選別機により異なるサイズ、形態形質を持つ種子

が除去されることで異株（異種）の混入率低減が期待される。

情報入手手段：農家インタビュー

◆種子の均質性（充実種子の揃い）の向上

一般に種子の評価に繋がる重要形質として、見た目の均質性がある（Physical Purity）。本件で

調達する種子選別機を使用する際に、品種に適合したスクリーンサイズを適切に選択していれば、

品種本来の形質を備えた充実した種子が選別され、粒揃いも良くなる。

情報入手手段：農家インタビュー

◆収穫適期に収穫できないリスクの低減

これまで一般米農家との間で競合状態にあったコンバインハーベスターであるが、種子専用のコ

ンバインハーベスターを調達することで収穫適期にコンバインハーベスターが利用可能となる。

情報入手手段：農家インタビュー、GIDA のコンバインハーベスター運用記録 
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◆収穫時に異品種が混入するリスクの低減

これまでコンバインハーベスターは一般農家と共用し、連続的に収穫が行われるため、一般農家

が作る品種との混入リスクが高かったが、種子専用コンバインハーベスターを利用することにより

リスクの低減が期待される。そのリスク低減のためには GIDA が適切にコンバインハーベスターを

運用すること、すなわちソフトコンポーネントで指導する運用方法、手順が正しく行われているこ

とが前提となる。

情報入手手段：GIDA の運用記録 

以上より、本事業実施の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断する。
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写  真 

 

 

 
ポン灌漑地区 CS 種子生産圃場 

この区画は2haで、Agraを栽培している。異品種交雑
を防ぐために周囲の圃場とは栽培時期をずらしている。 

 ポン灌漑地区 FS 保管庫 
SARI、CRI、ガーナ大学から仕入れた BS を基に FS
（4～5t/作期）を生産している。FS は空調・加湿器
が設置されている倉庫で保管されている。 

 

 

 
ポン灌漑地区 精米所 

灌漑地区内外に 22 軒の精米所が存在している。選
別、乾燥は手作業である。写真の精米所は最新の精
米機があり、1.5t/時の処理能力がある。 

 ウェタ灌漑地区 CS 種子生産圃場 
この区画は1.6ha程度で、Agraを栽培している。海が
近く、土壌中・灌漑用水の塩分濃度が高いとの理由
で、播種量が多い（75kg/ha）。 

 

 

 
ウェタ灌漑地区 近傍の一般的な民間ワークショップ 

バール、スパナ、ドライバー、被覆アーク溶接機等の基本
的な工具のみで作業している。おおよその機材では共食
い整備が行われている。 

 ウェタ灌漑地区 幹線農道 
幅員は 6m 程度あり、各種農業機械の運搬には支障
ない。未舗装であるため、雨季の通行の場合は泥濘化
する箇所もある。 

 

 

 
ボンタンガ灌漑地区 BS 種子生産圃場 

この区画は 0.5ha 程度で、SARI からの委託で Agra
を栽培している。気候が乾燥しているため、この圃場脇
で乾燥作業を行うとのことであった。 

 ボンタンガ灌漑地区 賃耕トラクター 
このトラクターは灌漑地区近郊のトラクターであるが、農
繁期には機材数は不足するため、他地域からも賃耕者
が来訪しサービスを行っている。 
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写  真 

 

 

 
トノ灌漑地区 幹線水路 

2018年に中国企業によるリハビリが実施されたため、維
持管理状況は大変良い。主要な水門はテレメーターを
使用して開閉可能となっている。 

 トノ灌漑地区 CS 種子生産圃場 
20cm x 20cm１株３本植えが実施されていた。灌
漑水コントロールと均平の問題から、細い畦で小区画に
区切っており、機械化に不適。 

 

 

 
PPRSD 本部 NSTL 

PPRSD 本部に併設されている国家種子試験研究所
（NSTL）。国内のすべての種子生産者の認証を実施
している。 

 PPRSD タマレ事務所 種子選別機 
稼働中の種子選別機で、PETKUS 社製（ドイツ）。
1972 年より稼働しており、処理能力は 1 日 4.5t 程
度である。1990 年より民間から政府に施設委譲。 

 

 

 
PPRSD ボルガタンガ事務所 

隣接する同事務所所有の倉庫には PFJ による CS が保
管されている。品種は Agra であった。 
 

 PPRSD ホー事務所 
稼働中の発芽試験機の内部。コメだけでなくトウモロコ
シ等の作物も検査対象であり、撮影時はトウモロコシの
試験で満杯。発芽試験が最も業務量を圧迫している。 

 

 

 

SARI BS、FS 貯蔵倉庫 
USAID による建屋を BS、FS 貯蔵庫および種子検査
室として利用している。SARI に集積される BS の合格
率は 80％、FS の合格率は 90％とのことであった。 

 SARI ワークショップ 
各ドナーからの機材などを整備するためのワークショップ
であるが、スペアパーツ不足や技術的な問題で稼働して
いない機材もある。 
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第1章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

第一次国家稲作振興戦略文書（NRDS-1、2008 年～2018 年）では、2018 年までに単位面積当たり

収量（単収）を 2.7t/ha から 3.6t/ha、コメ栽培面積を 11.8 万 ha から 37.5 万 ha に増加させることを

目標としていたが、実績として収量は約 2.8t/ha、コメ栽培面積は約 26 万 ha に留まり（国際連合食

糧農業機関（FAO）、2017）、単収の改善及び栽培面積の拡大の必要性が確認されている。 

更なる単収増加に向けては、NRDS-1 の成果レビューにおいてコメ種子生産の量的・質的確保向

上が課題と指摘されている。ガーナ食糧農業省（MoFA）は優良種子を（a）異品種の混入がなく遺

伝的に純度が高いこと、（b）病害虫などに侵されておらず健全なこと、（c）発芽率が高いこと、

（d）水分率が適正であること、と定義している。これらの条件を満たし、かつ専門機関に認証され

た種子（認証種子: CS）は充分に確保されていない。現在のガーナにおけるコメ栽培面積に対し、

年間 17,000t の認証種子が必要とされているが、同国での種子生産量は 2020 年時点で 11,000t に留

まっており、残りは自家採種による種子が使用されている。現在生産されている認証種子も品質は

一定でなく、また、CS の上位にある育種家種子（BS）や原原種種子（FS）も同様に質の向上が求

められている。 

2021 年 12 月に策定された第二次国家稲作振興戦略文書（NRDS-2、2019 年～2030 年）では、2030

年までに 28,000t の認証種子生産が目標値となる予定であるが、その達成のためには、種子生産圃

場の機材不足、採種後の不適切な処理（乾燥・選別・貯蔵）などへの対応による品質向上が求めら

れている。 
 

1-1-2 開発計画 

(1) 中期国家開発政策フレームワーク（Medium-Term National Development Policy 
Framework「Agenda for Jobs: Creating Prosperity and Equal Opportunity for All」
(First Step) 2018-2021） 
中期国家開発政策フレームワーク（Medium-Term National Development Policy Framework：

MTNDPF）「Agenda for Jobs: Creating Prosperity and Equal Opportunity for All」は、2017 年に策定され

た中期開発方針である「Coordinated Programme of Economic and Social Development Policies 

（CPESDP）」に基づいて 2018 年 11 月に策定された。この開発計画では、他産業の課題とともに

農業の生産性の低さについて指摘されている。具体的には、高い生産コスト、貧弱な販売システム、

農作物の生産量が季節的変動によって大きく変化して安定供給が出来ていないこと、品質の低さ、

灌漑施設の未整備による生産性の低さなどとともに、特に零細農家については、技術レベルが低い

こと、CS の普及も問題点としてあげられている。 
生産効率と収量の改善という目的を達成するための農業開発分野の中期戦略として、生産種子と

農業資材の生産のための規制を設けることなどとともに種子や肥料などに対する補助金制度の実施

などが計画されている。 
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(2) 国家農業投資計画（National Agriculture Investment Plan） 
上述の MTNDPF を具体的に実施するための計画として、国家農業投資計画（National Agriculture 

Investment Plan：NAIP）「Investing for Food and Jobs（IFJ）An Agenda for Transforming Ghana’s Agriculture 

（2018-2021）」が制定されている。 

この計画では、ガーナ政府が認証制度を通じて、高品質の種子の供給、種子繁殖のための材料と

品種の遺伝的純度を維持することが謳われている。具体的には、補助金の交付を通して、認証手続

きの規制強化、認証機関の能力強化を行い、管理コストを負担することでガーナ国内の種子認証能

力を強化するとしている。 
 

(3) Planting for Food and Jobs （PFJ） 
IFJ のプログラムのひとつとして、PFJ（Planting for Food and Jobs）キャンペーンがある。ガーナ

政府は PFJ キャンペーンの実施を通して、食料安全保障の確保、特に急増する若者の雇用機会の増

加、産業用原材料の供給、農産物輸出の増加を目指している。 

PFJ では具体的な課題として（a）認証種子へのアクセス不足と利用率の低さ、（b）肥料の利用

率の低さ、（c）改良普及サービスの弱さ、（d）収穫後処理の管理とマーケットとのつながりの悪

さ、（e）農業支援のための ICT 活用の低さなどを設定しており、これらの課題に対応するために、

改良種子の供給、肥料、改良普及サービス、マーケティング、ｅ-アグリカルチャーの 5 つの分野を

重点とした様々な補助金を交付している。特に、改良種子の供給については、指名した民間種子生

産者に対して高品質で安価な種子を生産するための資金や技術を支援し、生産された種子について

は、農家に補助金を交付した上で、既存の民間組織を通じて安価に配布されている。稲種子に対し

ては、50％の補助率で助成金を出すことが 2017 年に決定された。 
 

(4) 国家種子計画（National Seed Plan） 
1989 年にガーナ政府が種子産業の一部民営化に踏み切った後も、様々な要因により認証種子の利

用が進まない現状が続いていた。このため、民間セクターの支援を目的として、国家種子計画

（National Seed Plan：NSP）が 2013 年 6 月に制定された。NSP では目的を達成するために、国家種

子産業協会（NSIA）の設立と支援、種子のマーケティング開発支援などを実施するとしている。 

本計画におけるイネ種子生産目標およびこの目標に合わせた各種子の生産目標を表 1-1 および表 

1-2に示す。 

表 1-1：NSP の種子交換率 (SRR)および CS 種子生産目標（2016-2020） 

SRR(％) 数量(t) SRR(％) 数量(t) SRR(％) 数量(t) SRR(％) 数量(t) SRR(％) 数量(t)
イネ 14 1,960 18 2,520 25 3,500 30 4,200 40 5,600

（出典：国家種子計画）

2020作物 2016 2017 2018 2019

 

表 1-2：NSP の各種子の生産目標（2016-2020） 

（単位：t）

B.S F.S C.S B.S F.S C.S B.S F.S C.S B.S F.S C.S B.S F.S C.S
イネ 1.1 45.7 1,960 1.35 58 2,520 1.9 81.7 3,500 2.3 98 4,200 3 1307 5,600
播種密度：70.0 kg/ha、種子収量：3.0 t/ha （出典：国家種子計画）

20202016 2017 2018 2019
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(5) 第二次国家稲作振興戦略文書（NRDS-2） 
NRDS-1 が主として 2008 年の世界的食料危機の影響の回避を目的にしていたのに対し、NRDS-2

は急激な人口増加、消費動向、都市化などに対応するために、2024 年までにコメの自給自足を達成

することを目標として、MoFA が「アフリカ稲作振興のための共同体」（CARD）と共同で作成し

た。具体的には、種子システム、肥料のマーケティング・流通・使用、収穫・収穫後処理・マーケ

ティングシステム、灌漑水利システム、農業機械へのアクセスと維持の仕組み、研究技術開発・技

術移転、地域の社会的動員・農民組織・クレジット管理システム、モニタリング・評価などの課題

解決を通して、コメのバリューチェーン上のボトルネックの改善に取り組むことを目的としている。 

この中で、種子システムの改善のためには、灌漑や種子貯蔵施設、種子生産設備整備、市場整備

など、インフラのリハビリや新規整備などとともに育種や生産、検査などの人材育成の必要性が述

べられている。主な提案項目は以下のとおりである。 

 
 

NRDS-2 では、2020 年のコメ生産面積（約 31 万 1,000ha）は 2030 年には約 66 万 7,000ha に拡大

すると予測している。これは、サブサハラ・アフリカのコメ生産量を 2030 年までに倍増（2,800

万 t から 5,600 万 t）させるという 2019 年に横浜で開催された第 7 回アフリカ開発会議（TICAD7）

で新たに発足した CARD フェーズ 2 の目標に沿ったものである。 

表 1-3にNRDS-2における 2019年から 2030年までのコメ生産予測面積を示す。これによると、

合計のコメの栽培面積は 2019年から 2021年まで 10％、2022年と 2023年は 15％、2024年は 10％、

2025 年以降は 5％の面積増加率となっている。 

表 1-3：2019 年から 2030 年までのガーナのコメ生産予測総面積 

灌漑による栽培面積
（千ha）

天水による栽培面積
（低地）（千ha）

天水による栽培面積
（高地）（千ha）

2019 282 ー 28.20                      248.16                    5.64                        
2020 311 10% 31.10                      273.68                    6.22                        
2021 342 10% 34.21                      301.05                    6.84                        
2022 393 15% 39.34                      346.21                    7.87                        
2023 452 15% 45.24                      398.14                    9.05                        
2024 498 10% 49.77                      437.95                    9.95                        
2025 523 5% 52.26                      459.85                    10.45                      
2026 549 5% 54.87                      482.84                    10.97                      
2027 576 5% 57.61                      506.98                    11.52                      
2028 605 5% 60.49                      532.33                    12.10                      
2029 635 5% 63.52                      558.95                    12.70                      
2030 667 5% 66.69                      586.89                    13.34                      

（出典：NRDS-2を改変）

年 合計栽培面積
（千ha）

増加率
内訳

 

1. 研究/育種機関において、リリースされたすべての品種の遺伝的および物理的な純度を維持

するための機能的な育種プログラムを導入する。 
2. ガーナの生態系に適応した品種の BS、FS、CS を十分な量生産する。 
3. コメの種子の検査と認証のためのキャパシティビルディングを実施する。 
4. 既存の種子調整・貯蔵施設の改修・拡張を行う。 
5. BS、FS、CS の効率的な流通システムを構築する。 
6. コメ種子ビジネスを改善するための戦略を策定する  
7. 遺伝的な純度を維持するために CS を使用する必要性を農民グループに周知させ、デモンス

トレーションする。 
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1-1-3  社会経済状況 

ガーナはアフリカ大陸西部に位置し、国土の東側はトーゴ､北西と北側はブルキナファソ､そして

西側はコートジボワール､南側は､大西洋のギニア湾(海岸距離 550km) に面している｡人口は 3,173

万人（2021 年、世界銀行、以下同様）、人口増加率は 2.1％（2021 年）、一人当たりの国民総所得

（GNI）は 2,360USD（2021 年）となっている。 
ガーナにおいて、農業セクターは労働人口の 30%程度（2021 年）、GDP の 19.7%（2021 年）を

占める基幹産業である。近年、ガーナでは人口増加、都市化及び消費習慣の変化を受けてコメの消

費量が増え続け、メイズに続く第 2 の主食となっている。しかし、国産米の供給不足により輸入米

に大きく依存しており、2019 年時点で消費量約 140 万 t（MoFA）に対し、コメ生産量は約 64 万 t

（同）に留まっているため、ガーナ政府は持続可能な稲作を通じた高品質な国産米の増産を食料安

全保障・貿易収支の観点から優先課題としている。また、前述のように、単収の改善及び栽培面積

の拡大の必要性が確認されている。 
 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

ガーナにおけるコメ生産性向上に大きく資するコメ種子の品質と生産量向上を念頭に、無償資金

協力（施設・機材等調達方式）の活用を前提とした事業についてガーナ政府と国際協力機構（JICA）

は事前協議を行った。同時に 2022 年 1 月～3 月に現地調査を実施した。その結果、プロジェクト名

を「The Project for Improvement of Rice Seeds Production」とし、MoFA を Executing Agency（EA）、

ガーナ灌漑開発公社（GIDA）と植物保護・規制サービス局（PPRSD）とサバンナ農業研究所（SARI）

を Implementing Agencies（IA）とすることで合意した。事業枠組は巻末の資料 4 討議議事録（M/D）

の内容で合意している。 
現地調査実施前に想定していた機材は表 1-4 のとおりであり、準備調査を通してこれらの機材

調達の妥当性を検討した。 

表 1-4：当初想定していた機材 

区分 想定していた機材
中型トラクター
耕うん機
コンバインハーベスター（種子刈り取り用）
自動気象観測器
圃場面積測定地図作成機材
据置型種子乾燥機
種子選別プラント
低温低湿貯蔵庫
検査用資機材

（出典：調査団作成）

収穫後処理機材

種子生産機材

 

 

1-3 我が国の援助動向 

我が国は対ガーナ共和国事業展開計画において、「持続的かつ安定的な経済成長の促進」を基本

方針として、重点分野の一つに「農業を含む産業基盤強化」を挙げている（外務省「各国の国別開

発協力方針・事業展開計画」2019 年 9 月現在）。 
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農業分野の援助は、食料援助のほかに「貧困農民支援」として、小規模農家の農業機械調達を主

な目的とした無償資金協力が平成 17 年度（2005 年度）以降複数回実施されており、有償資金協力

では、カカオのバリューチェーン強化事業が 2020 年から始まっている。 

表 1-5 に我が国のガーナに対する援助実績を、表 1-6 に無償資金協力の実績、表 1-7 に有償資金

協力の実績を示す。 

表 1-5：我が国の対ガーナ援助形態実績（累計） 
（単位：億円）

円借款 無償資金協力 技術協力
累計 1,363.00 1,199.02 625.37

（出典：外務省　政府開発援助（ODA）国別データ集2020）  
 

表 1-6：我が国の無償資金協力実績（農業分野） 
（単位：億円）

2000 食糧援助 2.8 穀物などを購入するための資金を供与
2001 食糧援助 3 同上

2005 貧困農民支援 3.6 小規模農民の農業機械へのアクセス改善を行うことに
より、コメ生産量の向上を図る

2007 貧困農民支援 3.7 同上
2007 食糧援助 6.5 穀物などを購入するための資金を供与
2008 食糧援助 9.5 同上

2009 貧困農民支援 4.6 小規模農民の農業機械へのアクセス改善を行うことに
より、コメ生産量の向上を図る

2012 貧困農民支援 3.2
ガーナが農業機械を調達するための資金を供与するこ
とにより、小規模農家によるコメの生産性向上に寄与
する

2013 貧困農民支援 3.3 同上
（出典：JICA事業評価案件（https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/index.php）、JICA国別取り組みー
ガーナ（https://www.jica.go.jp/project/ghana/index.html）から調査団作成）

協力
内容 案件名/その他 供与限度額

（億円） 概要

無
償
資
金
協
力

実施年度

 
 

表 1-7：我が国の有償資金協力実績（農業分野） 
協力内容 実施年度 案件名/その他 概要

（
海
外
投
融

資
）

有
償
資
金
協
力

2020～
2029

カカオ豆バリュー
チェーン強化事業

ガーナでカカオ豆の売買を独占的に担っているCOCOBODによるカカオ豆生産性向
上プログラムを通じ、ガーナ国内におけるカカオ豆の生産性向上及び国際競争力拡
大を図り、もってガーナにおけるカカオ豆生産農家の所得の安定的拡大、及び外貨
獲得拡大を通じたマクロ経済の安定化に寄与する

（出典：JICA事業評価案件（https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/index.php）、JICA国別取り組みーガーナ
（https://www.jica.go.jp/project/ghana/index.html）から調査団作成）  

 

農業分野の技術協力は、「天水稲作持続的開発プロジェクト（TENSUI）」（2009 年 7 月〜2014

年 12 月）及び TENSUI2（2016 年 5 月〜2021 年 5 月）並びに技術協力「ポン灌漑地区における小規

模農家市場志向型農業支援・民間セクター連携強化プロジェクト（MASAPS-KIS）」（2016 年 1 月

〜2021 年 6 月）を実施し、コメ収量及び収入の向上を実現している。これまでの支援により対象地

域における作付面積の拡大、単収の増加（TENSUI2 対象郡では約倍増）等の効果があったことか

ら、ガーナ政府はこれらの成果を他州にも展開していく計画であり、JICA は、TENSUI2 と
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MASAPS-KIS の後継案件として 2021 年度に開始した「ガーナ稲作生産性向上プロジェクト（GRIP）」

を通じて、4 州の天水稲作地区と本事業の対象サイトでもある 4 灌漑地区を支援予定である。 
開発計画調査型技術協力を表 1-8 にまとめた。 

 

表 1-8：我が国の技術協力・開発調査の実績（農業分野） 

協力
内容 実施年度 案件名/その他 概要

2015～
2021

ポン灌漑地区における小規模農家
市場志向型農業支援・民間セク
ター連携強化プロジェクト
（MASAPS-KIS）

ガーナ灌漑開発公社（GIDA）職員及び水利組合の能力強化、ポン灌漑
地区における生産性向上と市場志向型農業の促進を通じて農業生産の向
上を図る

2016～
2021

天水稲作持続的開発
プロジェクトフェーズ２

アシャンティ州、ノーザン州の合計 35 郡において、州農業局および郡農業局
のコメ普及計画・普及予算の策定、普及計画のモニタリング評価に係る能力を
向上させ、普及ガイドラインにもとづく研修を実施しながら改訂を行うことにより、
稲作栽培技術の普及を図り、もって両州の米生産量増加に寄与する

2021～
2026 稲作生産性向上プロジェクト 先行案件で確立した改良稲作技術・普及手法を全国に拡大し、効果的かつ

持続的な普及体制の構築に取り組む

2022～
2027

市場志向型農村生活改善プロジェ
クト

SHEPアプローチをさらに同国で広めることで小規模園芸農家の生産性やマー
ケティングを強化し生計向上を目指す支援

2006～
2007 コメ総合生産・販売調査

ガーナ国政府が、米の生産から消費までに係る問題点を把握し、小規模農民
の所得の向上と国産米の生産・消費拡大のための具体的な方策を持つことを
目的に、マスタープラン策定と、優先順位が高い対応策に対するアクションプラ
ン策定、OJTによるC/Pへの計画策定に係る技術移転を行う

2008～
2010

アッパーウェスト州
総合農業開発計画調査

地域住民の食料安全保障と農業収入の向上に寄与するために、（１）農
業技術の開発と普及についてのガイドラインと農業開発プロジェクトのマスタープ
ランを策定する、（２）調査を通じてガーナ国カウンターパート、関係機関、地
域社会組織の能力強化を図る

開
発
調
査

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（出典：JICA事業評価案件（https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/index.php）、JICA国別取り組みーガーナ
（https://www.jica.go.jp/project/ghana/index.html）から調査団作成）  

 

1-4 他ドナーの援助動向 

他ドナーによる近年の農業機械、稲種子生産分野への援助活動は、表 1-9 の通とおりである。

本プロジェクトの実施機関と対象地域と支援内容が重複した援助計画はない。 

近年、GIDA が管理する 22 か所の灌漑地区を中心に、FAO、世界銀行（WB）、国際農業開発

基金（IFAD）、ドイツ国際協力公社（GIZ）、アフリカ緑の革命のための同盟（AGRA）等のド

ナーが協力しており、灌漑農業技術や灌漑施設改修・近代化、水利組合設立等の分野で支援して

いる。今後、GIDA は大・中規模の灌漑地区を中心として民間企業の参画による事業経営の安定

化を図る計画としており、GCAP もこれを支援していた。WB は他国で実施中の「West Africa Food 

System Resilience Program（FSRP)」にガーナを対象国として追加する形で GCAP の後継案件を実

施する予定である。 
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表 1-9：他ドナーによる農業関連分野の援助 

分野 ドナー プロジェクト名 プロジェクト
タイプ 対象地 概要 期間

農
業
機
械

FAO

Promoting Sustainable Increase in
Rice Production and Productivity of
small and medium scale farmers
through PPP

技術協力プロ
ジェクト ボルタ州 団体能力強化とビジネスモデルが構築、改良稲作技

術の採用 2014-2017

アフリカ開発銀行
(AfDB)

Nerica Rice Development
Project (NRDP) 有償 ノーザン州、中部地域 、ボル

タ州
農家年収の改善。ネリカ米の種子生産（54,000ト
ン） 2005-2010

西アフリカ農業生産性プ
ログラム(WAAPP）
/WASP

Rice Seed Support Programme 有償 ノーザン州 、ボルタ州 水管理と研究の改善 2013-2017

西アフリカ農業生産性プ
ログラム(WAAPP）/世
銀グループ(WBG)

Enhanced Access to Quality
Rice Seed Initiative 無償 全国 NRDSコンセプトノートに基づいた活動。NRDSTFによ

るプロジェクト策定 2014-2015

アフリカ緑の革命のための
同盟（AGRA)

West Africa  Regional Rice
Project 無償 全国

気候変動に強いコメ生産アプローチによって、西アフリカ
全域の小規模稲作農家の気候レジリエンスを改善し、
コメの生産性を高める

2014-2017

アフリカ緑の革命のための
同盟（AGRA)

Quality Rice Development
Project 無償 ノーザン州、アッパーイースト

州、ウェスト州、ボルタ州
持続可能な経済活動の開発を通じて、対象地域の貧
しい稲作農家の生活を改善する 2014-2016

アフリカ緑の革命のための
同盟（AGRA)

Production and Distribution of
maize hybrid, cowpea & Rice
foundation and certified seed

無償
ノーザン州、ブロングアハフォ
州、ボルタ州、アシャンティ州、
セントラル州

「一貫して高品質の種子を農家に届けるための種子シ
ステムを強化することにより、ガーナの小規模農家の収
入を増やし、食糧と栄養の安全を向上させること

2014-2017

アフリカ緑の革命のための
同盟（AGRA)

Improving productivity and
incomes of small holder rice,
soybean and maize farmers
through innovative extension
services

無償 ブロングアハフォ州 、ノーザン
州

小規模農家と協力して、生産性、食料安全保障、生
計を改善する 2014-2017

アフリカ緑の革命のための
同盟（AGRA)

Enhancing seed
commercialisation through
supply of foundation seed

無償 ノーザン州、ブロングアハフォ
州、ボルタ州

ガーナの小規模農家の農業生産性と収入向上のため
に、種子の安定供給を行う 2015-2017

アフリカ緑の革命のための
同盟（AGRA)

Planting Materials and
Associated Technologies
Promotion Project (PMATPP)

無償 ボノ・イースト州
農業資材と関連技術へのアクセスを確保し、売上を増
やし、改良種子と他の関連技術を使用して農業の生
産性と収入を高める

2015-2017

FAO
Enhanced Resilience and
Emergency preparedness
among rural dwellers

技術協力プロ
ジェクト アッパーイースト州 コミュニティのレジリエンス促進と強化のための組織力向

上および種子サプライチェーンの強化 2021-2023

（出典：調査団作成）

イ
ネ
種
子
生
産
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第2章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

(1) GIDA 

1) GIDA 本部 
ガーナ灌漑開発公社（Ghana Irrigation Development Authority：GIDA）は、ガーナ国全域の灌漑開

発候補地の調査、施設設計・施工、灌漑（排水）事業地区の運営維持管理、農民に対する営農技術

の普及を主管する政府機関である。1950 年代前半に農業局内に設置された土地改良・保全ユニット

を前身として 1965 年に設立された MoFA の灌漑開発部が 1977 年の灌漑開発局法令（S.M.C.Deecree 
85）により独立組織として設立された。現在、GIDA が統括する灌漑地区は 70 ヵ所を超え、その実

灌漑面積（Irrigable Area）は延べ約 12,000 ha に及ぶ。今後は、大・中規模の灌漑地区を中心として

民間企業の参画による事業経営の安定化を図る計画としている。 

GIDA には総裁の下に２人の副総裁（技術と灌漑地区管理）がおり、それぞれの担当分野を主管

する。総裁の下に設置された内務監査部が公社の予算管理を行っている。さらに主に技術、管理の

業務内容により 5 の部局（①専門技術、②計画・調整、③事業開発、④灌漑地区管理、⑤総務（財

務・調達含む））がある。また全国には 7 ヵ所の地域事務所（Tamale、Bolga、Southern、Wa、Techiman、

Ho、Cape Coast）のほか、灌漑地区事務所（Dawhnya、Ashaiman、Kpong 等)が存在する。現場事務

所にはマネジャーと農業普及員・灌漑技師等が配置されており、灌漑地区の管理と農民への技術指

導を担当している。 

GIDA の統括する灌漑地区のうち、ポン灌漑地区（Kpong Irrigation Scheme：KIS）、ウェタ灌漑

地区（Weta Irrigation Scheme：WIS）、ボンタンガ灌漑地区（Bontanga Irrigation Scheme：BIS）及び

トノ灌漑地区（Tono Irrigation Scheme：TIS）が本プロジェクトの対象地区である。KIS、WIS、BIS

の各灌漑地区にも上述の GIDA 事務所が配置され、スタッフが常駐している。TIS については、北

部地域灌漑管理会社（Irrigation Company of Upper Region、ICOUR）が管理・運営している。 

なお、現在 GIDA 事務所においては、Scheme Management Entities （SMEs）という運営形態への

転換が進められている。これは、今まで GIDA が実施してきた灌漑排水施設の運営維持管理を SME

と呼ばれる事業体がより効率的に実施し、灌漑利用者に高品質の灌漑サービスを提供することを目

的としている。SME は、GIDA、MoFA、地方議会、WUA から構成される理事会によって監理され

ることになる。今後、スキームの管理主体を SME に置き換えた後、人材登用等で徐々に民間を参

入させていく構想であり、将来の完全民営化を想定した動きである。既に KIS、TIS、ポン左岸灌漑

地区（本事業対象外）では SME が機能しているが、今まで TIS を監理していた ICOUR のステータ

スには変更がなく（政府が株を 100％保有している公的機関）、KIS においても従前の職員が引き

続き雇用されていることを現地調査にて確認している。 
図 2-1 に組織図、表 2-1 に部門別職員数、表 2-2 に職務別職員数を示す。 
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事業開発部
（15）

調査（3）

設計・計量
（6）

建設監視（2）

灌漑農家組合
（IFA）開発サ
ポート（2）

建設監督
（14）

専門部（11）

ダム安全
（地盤工学、
水文地質学、

水圧－3）

リモートセン
シング　/GIS
ユニット（3）

計装（2）

環境セーフ
ガード（1）

灌漑スキーム
管理監視部

（8）
（アクラ）

工学（主要パ
フォーマンス

指標－1）

環境管理（1）

社会的側面
（1）

農学（1）

契約管理（1）

灌漑スキーム
管理（49）

計画・調整部
（８）

灌漑推進セン
ター（3）

プロジェクト
計画・予算

モニタリン
グ・評価

検査/規制管理

官民連携

その他（6）：1
会計、1運転手、
1清掃、2守衛、

1受付

灌漑スキーム
管理監視部

（13）
（テチマン）

工学（主要パ
フォーマンス

指標－1）

環境管理（1）

社会的側面
（1）

農学（1）

契約管理（1）

その他（6）：1
会計、1運転手、
1清掃、2守衛、

1受付

灌漑スキーム
管理監視部

（13）
（タマレ）

工学（主要パ
フォーマンス

指標－1）

環境管理（1）

社会的側面
（1）

農学（1）

契約管理（1）

総務・店舗（6）

財務・予算（4）

広報（2）

調達（2）

地域担当
（16）

ボルガタンガ
（16）

クマシ（4）

ケープコース
ト（3）

ホー（3）

ワ（３）

総裁（3）

理事会（7）

その他(18)：8運
転手、5清掃、1
会計、2守衛、1

受付、1電話

副総裁：技術
（38）

副総裁：灌漑
地区管理
（53）

人事・総務部
（33）

内部監査（2）
情報システム

管理（2）

法務サービス
（SME契約/不動産

管理）（2）

情報センター
（1）

 
（出典 GIDA 資料、（）内は人数） 

図 2-1：GIDA 組織図 

 
表 2-1：GIDA 部門別職員数の内訳 

（単位：人）
部門 職員数

GIDA本部 132
GIDA地域事務所 17
灌漑地区事務所 49
合計 198

（出典：GIDA資料）  
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表 2-2：GIDA 職務別職員数の内訳 

（単位：人）
職位 職務 職員数

幹部・管理職 Chief Executive, Deputy Chief Executive, Director/Chief
Manager, Deputy Cirector/Chief Manager 23

主査・主任 Principal /Senior Manager , Chief Technical Engineer/Officer,
Principal Technical Engineer/Manage） 66

非管理職 Assistant Agronomist/Engineer/Admin, Accounts Officer 30
その他 Secretary , Clerk, Driver 41
その他 Watchman, Laborer, Cleaner等 38
合計 198

（出典：GIDA資料を改変）  

また、KIS、WIS 及び BIS の人員体制は表 2-3 のとおりである（TIS については、次項に記載す

る）。 

 
表 2-3：対象となる灌漑地区の人員体制 

（単位：人、（）内は人数）
灌漑地区 職員人数 職務別内訳

KIS 23名

代表マネジャー（ファイナンス）（1）、シニアマネジャー（農業経済1、エンジニア1）、マネ
ジャー（アグロノミスト2、エンジニア3）、技師（2）、アグロノミスト（2）、農業担当官
（農業省地区担当官）（1）、キャタピラー監督（1）、トラクター操作監督（1）、自動
車整備士（2）、ドライバー（1）、警備（2）、作業員（3）

WIS 8名 地区マネジャー（1）、アグロノミスト補佐（1）、会計（1）、エンジニア（1）、NABCO
圃場管理（3）、警備担当（1）

BIS 3名 シニアマネジャー（アグロノミスト）（1）、上級監視員（1）、会計（1）
（出典：GIDA資料）  

(2) ICOUR 
TIS は 1985 年より 30 年以上に亘り、ガーナ政府によって設立された IOUCR によって運営管理さ

れている。ICOUR は、株式会社の形式を取っているが、株式は 100％が政府保有であり Public sector

である。業務は民間業者（Private sector）に委託し、ICOUR は業務監理を行っている。 

職員は 39 名で、常務理事、灌漑地区マネジャーの他、農家サービスマネジャー及び事業サービス

マネジャーが各業務を遂行している。その他、農業技師 1 名、灌漑技師 2 名、技術者 2 名、普及員

5 名、情報管理者 1 名、データ入力担当 1 名に加え、会計経理担当、人事総務担当、作業員、警備

担当者等がいる（表 2-4 参照）。人員体制を表 2-4、また組織図を図 2-2 に示す。 
 

表 2-4：TIS の人員体制 
（単位：人、（）内は人数）

灌漑地区 職員人数 職務別内訳

TIS 39名
常務理事(1)、灌漑地区マネジャー(1)、農家サービスマネジャー(1)、事業サービスマネ
ジャー(1)、農業技師(1)、灌漑技師(2)、技術者(2)、普及員(5)、情報管理者(1)、デー
タ入力(1)、その他、会計経理担当、人事総務担当、作業員、警備担当者等

（出典：ICOUR資料を改変）  
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（出典：ICOUR 資料を改変） 

図 2-2：ICOUR 組織図 

(3) PPRSD 
植物保護・規制サービス局（PPRSD）は農業の持続的成長・発展を支援するために必要な植物保

護を実施・調整するために、1965 年に法令（Prevention and Control of Pest and Diseases of Plants Act, 307、

現在は Plants and Fertilizer Act, 2010 (Act 803)を根拠）に基づき設置された機関である。PPRSD には

①種子検査・認証を担うガーナ種子検査・認証部（Ghana Seed Inspection Division：GSID）、②植物

検疫を担う植物防疫部（Plant Quarantine Division）、③病害虫防除を担う作物病害虫防除部（Crop Pests 

and Disease Management Division）、④農薬・肥料規制を担う農薬・肥料管理部（Pesticides and Fertilizer 

Regulatory Division）の 4 部門がある。組織図を図 2-3 に示す。 
 

植物防疫
諮問委員会

肥料
諮問委員会

協力機関

植物防疫部
農薬・肥料

管理部
財務・総務

植物防疫
検査・認証

(植物防疫官)

地域事務所
植物防疫・

管理サービス

種子検査・認証
(種子検査官)

作物病害虫
管理 (技術サ

ポート）

農薬・肥料登録後
モニタリング・監視
 (農薬・肥料検査官)

名誉大臣

局長

種子
諮問委員会

PPRSD所長

作物病害虫
防除部

ガーナ種子検
査・認証部

 
（出典：PPRSD 資料を改変） 

図 2-3：PPRSD 組織図 
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種子検査・認証部門の主な活動としては、①種子生産者の登録、②作物種の種子および植え付け

材料生産の監視、③BS、FS、CS、一次および二次植物材料の認証、④主なステークホルダー（種

子検査官、登録種子生産者、種子業者、MoFA および NGO の普及員など）の研修、⑤種子産業プ

ロモーション活動の促進、⑥種子の検査と分析等で、種子認証・規格規則（Seed Certification & 

Standard Regulation）2018（L.I. 2363）、NSP（2013 年）、調和種子規則 Draft harmonized Seed Regulations 

などの法律を根拠として実施している。 

PPPRSD 本部の敷地内に設置されている国家種子試験研究所（NSTL：National Seed Testing 

Laboratory）は、種子生産者の認証などを行うガーナ唯一の国家機関であり、組織上、GSID の傘下

に位置している。GSID の職員構成を表 2-5 に示す。これらの職員は、基本的には NSTL で勤務し

ている。 

表 2-5：GSID 職員構成（2021 年現在） 
(単位：人)

職位・担当 人数
GSID部門長 1
農務官／品質管理次長 1
農務官／種子分析官 1
農務官補／技術マネージャー 1
農務官補／種子分析官 3
農務官補／チーフサンプラー 1
生産担当／種子分析官 1

（出典：GSID Annual Report 2021より調査団作成）  
 

PPRSD は本部と 16 の地方事務所があり、各々の事務所は管轄している地域を有している。各事

務所には本部同様に 4 部門があるが、主要な業務はガーナ種子・認証の分野であり、人員体制も種

子検査担当が主要である。各灌漑地区の稲種子農家は、担当の PPRSD に登録され、検査・認証を

受けるが、本プロジェクトが対象とする灌漑地区で生産された種子の検査を担当する PPRSD 事務

所は表 2-6 のとおりである。 

種子の検査を担当するのは PPRSD 地方事務所であるが、種子認証が可能な機関は国内で唯一

NSTL のみであるため、サンプルは NSTL にも送られている。なお、ガーナでは複数回の圃場審査

に合格した種子の一部を検査試料として抽出し、国際種子検査協会（ISTA）の国際種子検査規定

（International Rules for Seed Testing）に準じて種子の品質を検査している。 

 
表 2-6：対象灌漑地区と管轄する PPRSD 本部・地方事務所 

灌漑地区 担当
KIS 本部（NSTL）
WIS ホー事務所
BIS タマレ事務所
TIS ボルガタンガ事務所

（出典：調査団作成）  

 

各事務所の人員体制を表 2-7 に示す。 
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表 2-7：各事務所の人員体制 

（単位：人、（）内は人数）
事務所 職員人数 職務別内訳

本部（NSTL） 9 GSID部門長兼所長（1）、ラボ・種子検査官（5）他
ホー事務所 2 地域PPRSDオフィサー（1）、種子検査官（1）
タマレ事務所 6 所長（1）、副所長（1）、ラボ・種子検査官（1）
ボルガタンガ事務所 4 種子検査官（3）、機械技師補（1）

（出典：PPRSD資料）  

(4) SARI 
サバンナ農業研究所（SARI）は環境科学技術革新省（MESTI）傘下の科学産業研究評議会（CSIR）

の管理下にある 13 の国立研究機関のうち、農作物研究所（CRI）の傘下にある研究所である。北

部 5 地域（ノーザン州、ノースイースト州、サバンナ州、アッパーイースト州、アッパーウエス

ト州）における食料生産拡大のため、小規模農家に対する適切な技術提供、農家ニーズに対応し

た各種作物の品種開発、およびガーナにおける農業と農家の発展に貢献する研究開発（R＆D）を

目的としており、コメ種子の生産は、品種改良（育種）の活動の一環として実施されている。組

織図を図 2-4 に、職員数を表 2-8 に示す。SARI には 2017 年現在で 332 名のスタッフが在籍して

いる。 

管理

マネージャー・
ボード

CSIR

副所長

営農システム
研究グループ
ｱｯﾊﾟｰｳｴｽﾄ州

営農システム
研究グループ
ｱｯﾊﾟｰｲｰｽﾄ州

学術支援グ
ループ

ワークショップ
/所有財産

所長

営農システム
研究グループ
ノーザン州

事業化・情報
部

 

（出典：SARI 資料） 

図 2-4： SARI 組織図 

 
表 2-8：SARI 職員体制（2017 年） 

(単位：人）

部署 所在地 上席研究員
・職員 上級スタッフ スタッフ 合計

本部（ノーザン州） 16 16 18 50
アッパーイースト州 7 5 25 37
アッパーウェスト州 5 9 17 31

学術支援グループ 本部（ノーザン州） 32 29 13 74
合計 69 87 176 332

（出典：SARI資料）

営農システム研究グ
ループ
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2-1-2 財政・予算 

(1) GIDA 
2017 年から 2021 年までの GIDA 予算（執行額ベース）の推移を表 2-9 に示す。予算のうち、物

品サービスはいわゆる事業経費、非金融資産は固定資産や在庫及び天然資源など有形非生産財等の

流動性の低い資産、また、内部創出資金（IGF）は事業等によって組織自身が生み出す資金を指す。 

GIDA の年間予算は大きく変動している年度もあるが、近年は増加傾向にある。特に非金融資産

（灌漑施設維持管理・改修費等）は、全体予算の 9 割を毎年超えており、GIDA の財政を圧迫して

いる。また GIDA 職員の人件費は近年約 360～600 万 GHs（日本円で約 6,700～11,400 万円）と高止

まりしている 1。これは表 2-2 の GIDA 職務別職員数の内訳で示したとおり、職員に占める管理職の

割合が高い点、特に 2021 年の増加は 71 名の職員の昇進によるものであることに加え、近年行われ

てきた GIDA 職員のリストラや早期退職による退職金の支払いが増えたためと考えられる。 

2014 年のデータでは、物品サービスの約 85％、非金融資産予算の約 18％がドナーからの支援で

あった。2014 年の予算規模は、約 5,150 万 GHs（約 9,000 万円）程度であったが、2019 年まではほ

ぼ同様の予算規模で推移している。ガーナ政府の経済状況から、政府からの予算配置が大幅に増額

とはなっておらず、現状でもこの傾向は続いているものと想定されるため、GIDA の予算はドナー

支援に大きく依存している。 

なお IGF は農民が支払う灌漑サービス料であり、様々なスキームの運営維持管理のために使用さ

れる。 
表 2-9：GIDA 年間予算の推移 

（単位：GHs）
項目 2017 2018 2019 2020 2021

職員報酬 3,590,206.48 4,737,876.96 4,737,876.96 4,849,382.61 6,069,177.00
物品サービス 200,000.00 402,749.00 402,749.00 1,066,164.70 1,217,022.26
非金融資産 45,347,117.63 49,357,840.47 49,357,840.47 140,377,599.78 85,881,864.43
内部創出資金  (IGF) 127,210.30 333,089.69 333,089.69 523,102.04 472,890.55
合計 49,264,534.41 54,831,556.12 54,831,556.12 146,816,249.13 93,640,954.24

（出典：GIDA資料を改変）  

 

(2) ICOUR 
TIS を管轄する ICOUR について、2020 年と 2021 年の年間予算と、そのうちの事業予算を表 2-10

および表 2-11 に示す。事業予算では、毎年、優良種子生産、種子農家の育成のほか、保管・病虫

害防除を含む収穫後処理サービスに合計 395,000GHs の予算（約 740 万円。表 2-11 の優良種子生産・

供給収穫後処理、種子生産者育成の合計）が割り当てられている。 

 
 
 
 

 
 

                                                        
1 以下、日本円の算出のための為替交換レートは、1 USD＝115.54 円、1GHS（現地貨）＝18.841 円（調査終了時直

前の 3 ヵ月平均レート（2021 年 12 月～2022 年 2 月））を使用した。 
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表 2-10︓ICOUR 年間予算（2020 年及び 2021 年） 

 

（単位︓GHs）
項⽬ 2020 2021

職員報酬 760,738.80 897,280.68
物品サービス 625,000.00 625,000.00
⾮⾦融資産 ー ー

内部創出資⾦（IGF） 498,180.00 369,000.00
合計 1,883,918.80 1,891,280.68

（出典︓ICOUR資料を改変）  

 

表 2-11︓物品サービス予算の内訳（2020 年及び 2021 年） 

 

（単位︓GHs）
項⽬ 2020年 2021年

灌漑サービス 130,000.00 130,000.00
優良種⼦⽣産・供給 70,000.00 70,000.00
収穫後処理 105,000.00 105,000.00
種⼦⽣産者育成 220,000.00 220,000.00
環境整備 100,000.00 100,000.00
合計 625,000.00 625,000.00

（出典︓ICOUR資料）  
 

ICOUR は政府公社であるため政府予算が占める割合が大きいが、IGF も計上されている。2021

年の IGF のうち 36％程度が車両、住居、事務所を含む施設設備の維持管理に割り振られている（表 

2-12 参照）。 

 

表 2-12︓内部創出資⾦（IGF）の内訳（2021 年） 

（単位︓GHs）
項⽬ 割当額（Ghs）

施設設備維持管理費 134,567
⽔道光熱費 28,000
印刷・事務⽤品費 6,000
旅費・交通費 30,510
保険・ライセンス費 25,000
交際費・広報・雑費 14,009
通信費 14,407
報酬 65,169
福利厚⽣費 51,338
合計 369,000

（出典︓ICOUR資料）  

(3) PPRSD 

1) PPRSD 予算 
PPRSD の 2019 年から 2021 年の予算を表 2-13 に示す。各部門から計上が予定される IGF は、99

万 GHs（1,863 万円）から 185 万 GHs（3,486 万円）へ、非金融資産についても 49 万 GHs（約 922

万円）から 134 万 GHs（約 2,520 万円）へと事業規模が拡大している。 



準備調査報告書 
第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況   

2-9 

表 2-13：PPRSD 予算の推移 
（単位：GHs）

項目 2019 2020 2021
職員報酬 6,299,663.00 18,722,804.00 17,852,572.00
物品サービス 499,850.00 513,100.00 513,000.00
非金融資産 489,231.00 794,397.09 1,337,038.00
内部創出資金 (IGF) 989,081.00 1,307,497.09 1,850,038.00
合計 8,277,825.00 21,337,798.18 21,552,648.00

（出典：PPRSD資料より調査団作成）  

2) GSID 予算 
GSID 予算額の推移を表 2-14 に示す。職員報酬と非金融資産は PPRSD が全体を管理しており、

GSID は担当分野の物品サービスと IGF を担う。 

表 2-14：GSID の年間予算の推移 
（単位：GHs）

項目 2019 2020 2021
職員報酬 － － －
物品サービス 499,850.00 513,100.00 513,000.00
非金融資産 － － －
内部創出資金 (IGF) 87,480.00 53,120.00 84,238.00
合計 587,330.00 566,220.00 597,238.00

（出典：PPRSD資料より調査団作成）   
 

3) NSTL 予算 
NSTL の予算について 

表 2-15 に示す。NSTL 職員は GSID 職員と重複しており、GSID と同じく職員報酬と非金融資産

は PPRSD が管理している。NSTL の予算規模についても、拡大傾向である。 

表 2-15：NSTL の年間予算額推移 

 

（単位：GHs）
項目 2019 2020 2021

職員報酬 - - -
物品サービス（IGF分） 132,000.00 148,850.00 157,000.00
非金融資産 - - -
内部創出資金 (IGF) 36,550.00 14,420.00 30,806.00
合計 168,550.00 163,270.00 187,806.00

（出典：PPRSD資料より調査団作成）  

4) 種子検査による収入 
また、2021 年の種子検査による収入を表 2-16 に示した。種子生産は今後増大していくため、検

査収入の増加が見込まれる。 
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表 2-16：2021 年の種子検査による収入 
（単位：GHs）

種子業者登録 圃場検査 種子生産者登録 種子検査
タマレ 5,648.00 8,902.00 3,990.00 11,750.00 30,290.00
ワ 4,122.00 6,800.00 7,776.00 2,870.00 21,568.00
クマシ 2,230.00 2,654.00 8,460.00 7,220.00 20,564.00
アクラ(ポクアセ) 4,436.00 2,600.00 1,260.00 7,406.00 15,702.00
ボルガタンガ 1,704.00 1,790.00 5,880.00 560 9,934.00
スンヤニ 2,000.00 - 3,600.00 - 5,600.00
ワレワレ - 2,130.00 1,220.00 - 3,350.00
テチマン 1,350.00 - 1,700.00 3,050.00
ホー（ボルタ） 720.00 550.00 500.00 1,000.00 2,770.00
ウィンエバ 1,392.00 624.00 200.00  - 2,216.00
合計 23,602.00 26,050.00 34,586.00 30,806.00 115,044.00
※紫ハイライトは本事業で整備を予定している事務所 （出典：PPRSD資料）

事務所 項目 合計

 
 

(4) SARI 
SARI の 2017 年から 2021 年までの予算総額及び稲改良プログラムの予算推移を表 2-17 に示す。

総額のうち職員報酬は増加傾向にあり、2020 年及び 2021 年は 90％を超える。また、稲改良プログ

ラムは内部創出資金の 13％から 30％超と振れ幅が大きく、金額も 24 万 GHs（約 450 万円）から 48
万 GHs（約 900 万円）と差があるが、コメ以外にもトウモロコシ、ソルガム、キビ、ダイズ、ササ

ゲ、落花生、綿、野菜作など多岐にわたる SARI の活動を考慮すると、それなりの予算が割かれて

いる。 

SARI では、2025 年までに年間経常支出の自己資金率を 30％以上とすることが目標とされており、

知的財産権の運用、起業能力開発、研究プロジェクトのためのドナー資金の誘致、コンサルタント

サービスの提供や官民パートナーシップのための民間セクター資金の調達などに取り組むとしてい

る。 
表 2-17：SARI の年間予算 

（単位：GHs）
項目 2017 2018 2019 2020 2021

職員報酬 11,153,546.44 9,351,857.62 12,512,182.12 16,447,676.00 19,375,996.42
物品サービス 3,772,368.00 1,267,216.00 25,380.50 34,585.05 34,585.05
非金融資産 666,000.00 180,750.00 172,800.00 ー ー
内部創出資金 (IGF) 1,590,000.00 1,600,000.00 2,018,600.00 1,286,699.00 1,809,792.05
　うち稲改良プログラム (IGF) 240,000.00 320,000.00 480,000.00 400,000.00 240,000.00
合計 17,181,914.44 12,399,823.62 14,728,962.62 17,768,960.05 21,220,373.52

（出典：SARI資料より調査団作成）

  

2-1-3 技術水準 

(1) GIDA 
各地区事務所とも、本来業務は灌漑施設の運営・維持管理である。例えば KIS では、バックホウ

やブルドーザーなど維持管理用資機材を保有している。また、TIS には、テレメーターを利用した

灌漑用水量制御システムが設置されており、その他サイロなどの施設が存在する。TIS を管轄する

ICOUR では、これらの設備の維持管理費は予算に計上され、TIS のエンジニアが直接管理を行って
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いる。それ以外の灌漑地区においても、維持監理用資機材に関わる機会は多く、灌漑地区の職員は

機械的な素養を有していると判断できる。一方、各灌漑地区では現在 GIDA 地区事務所が所有する

コンバインハーベスター、種子選別機、耕耘機、機材運搬用車両はない。 

BIS 以外の灌漑地区（KIS、WIS、TIS）では、地区内に農業機械組合またはグループが存在して

いる。組合・グループは、機械オーナーと使用者（農家）との間で使用時期や賃耕費用を調整・仲

介しており、その活動の中で、機材を整備するメカニックのネットワークを有している。このため、

地区内の関係者から技術的な協力を得ることが容易に可能である。BIS においても、組合・グルー

プは存在しないものの、農家は地域内外の機械オーナーより賃耕サービスを受けており、これらの

ネットワークを活用することで技術的な協力を得ることは十分可能である。 

したがって、調達機材について、初期操作指導・ソフトコンポーネントを通して基礎知識を習得

した上で、外部リソースを活用することにより、現有体制での持続的な運営・維持管理は可能と判

断する。 
 

(2) PPRSD 
本事業で整備予定の室内検査機材は本部、タマレ、ボルガタンガ、ホーの各事務所が運用するが、

いずれの事務所も日常的に検査機器を使用した種子検査を実施しており、検査用機材の運用に問題

はない。 
タマレ事務所とボルガタンガ事務所には、既存の種子選別機があり、オペレーター・GSID 所属

職員も配置されており、種子選別機を用いた夾雑物の除去などの工程には十分な知見と経験がある。

これらの既存機材は導入後 50 年が経過しているが、V ベルトや O リングなどのゴム製パッキン類

を事務所の責任で調達・交換して現在も稼働させており、本機材の維持管理は全く問題がない。本

事業で整備する種子選別機は、既存の種子選別機とはスクリーンの調整と清掃・洗浄方法が異なる

が、ソフトコンポーネントで技術指導を行うことから、運用に問題はないと判断する。 
 

(3) SARI 
SARI は各種作物の育種を行っており、コメ種子の生産も育種活動の一環として実施している。

BIS だけでなく他の灌漑地区の農家にも BS と FS の生産を委託しており、委託生産した種子は SARI

が夾雑物の除去などの工程を機材も用いて担っている。 

SARI には通常稼働はしていないものの、既存の種子選別機があり、オペレーターが配属可能で

ある。また、事務所棟や重要装置のための発電機が設置されており、日常的に使用されていること

に加えて、独自の機材ワークショップも保有しており、技術能力には問題ない。 

また、コメの育種用の資機材として、種子保管庫、種子選別機、種子生産用の栽培ベッド等を保

有している。上述のように、種子選別機は旧型であるが、稼働可能な状態で維持管理されているこ

とに加えて、敷地内にワークショップを保有していること、発電機などの維持管理も日常的に実施

していることから、維持管理能力に問題ない。 
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2-1-4 既存施設・機材 

(1) GIDA 
プロジェクト対象の各灌漑地区（KIS、WIS、BIS、TIS）の状況を以下に整理する。 

1) KIS 
KIS には表 2-18 の建屋があり、いずれも KIS が所有・管理する。 

機材については、種子選別機はないが風選のためのエアブローワーや唐箕 2 台があり、選別を行

っている。選別作業は労働者を雇って実施され、1ha で取れる種子の処理に現状約２~３日かかって

いる。ワークショップ建屋内にある空調付きの保管庫（3 坪程度）で FS が、空調施設等のない倉庫

で CS が保管されている。KIS が所有する機材のうち、11 台は現在も使用されている。最も新しい

ものは 2008 年製で、灌漑水路管理のための機材、整地のための機材、運搬用機材である（表 2-19）。 

 

表 2-18︓KIS 保有施設 
建屋 利⽤⽬的 建設年 ⾯積(m²)

ワークショップ建屋 維持管理 1996 30,000
倉庫 乾燥・保管 1960 35,000
農業事務所 事務所 1960 60
AKC1 WUA事務所 事務所 2020 2,300
SLLC WUA事務所 事務所 2021 2,300

（出典︓調査団作成）  

 

表 2-19︓KIS 保有機材（使⽤中のもの） 

機材名 台数 運⽤開始年 利⽤⽬的
ティッパートラック 1 2002 維持管理
トラッククレーン 1 2002 維持管理
ワークショップバン 1 2002 維持管理
チゼルプラウ 3 2008 整地
ディスクハロー　 3 2008 整地
フォークリフト 2 2008 運搬

（出典︓調査団作成）  
 

種子の収穫は、コンバインハーベスターを賃借して行われており、賃料は 1,050GHs/ha である。

KIS が保有するものはなく、すべて民間部門のものであるが、コンバインハーベスターは KIS 全体

で 32 台ある。それぞれの機械のオーナーによって農業機械組合が組織されており、農家への貸し出

しを調整している。KIS 全体で現状では大きく不足していることから、適期収穫に影響がある。 

 

2) WIS 
WIS が保有する建屋としては、倉庫 2 棟と事務所 1 棟がある。保有する倉庫 2 棟のうち 1 棟は 1960

年代にソ連が建設したもの、もう 1 棟は 1970 年代に中国が建設したものであり、共に老朽化が進ん

でいる。ソ連建設の倉庫の方が面積は広い（1,000 ㎡程度）が、高さは 5m 程度と低い。この倉庫は

WIS が PFJ の協力企業への支援として一部を使用させている。中国建設の倉庫は、WIS が PFJ の協

力企業に棟貸しをしている。また、別に地区内 12 セクションに各々倉庫（Farm house）が存在して
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いる（合計 12 棟、1 棟あたり 100 ㎡程度） 

WIS にはコンバインハーベスター3 台、トラクター3 台、パワーティラー2 台があるが、いずれも

民間所有であり、WIS による機材の保有はない。 
 

 

 

 

WIS 事務所 ソ連建設による倉庫 
セクションの Farm house 

（地区内に 12 棟存在） 

写真 2.1：WIS の施設（建屋） 
 

3) BIS 
BIS の保有施設として、事務所 2 棟に加えてワークショップ棟、地区内に 6 棟の Farm house があ

る。ワークショップには稼働不可となったコンバインハーベスターが 4 台あるが、うち 2 台は個人

所有のもの、残りの 2 台は NGO が BIS に展開していたプロジェクトの機材である。NGO の 2 台は、

NGO 内部の問題で放置されている間に使用不可となった。現在、使用可能な機材は、GRIB（Ghana 

Rice Interprofessional Body。稲作農家、集荷人、精米所などで組織される）が所有するコンバインハ

ーベスター並びに民間所有のトラクター2 台及びパワーティラーであり、BIS が所有するコンバイ

ン、トラクター、耕運機などの機械はない。BIS 内には、農業機械オーナーや賃耕サービス提供者

の調整団体がなく、各農家は個人的な繋がりで賃耕サービスを依頼している。 
 

  
 

BIS 事務所 BIS 事務所横のワークショップ 
スキーム内の Farm house 
（地区内に 6 棟存在） 

写真 2.2：BIS の施設 
 

4) TIS 
TIS を管理する ICOUR が所有する施設は、①サイロ（運用停止中）、②倉庫（内部に運用停止中

の種子選別機が設置されている）、③ワークショップがある。倉庫は経年劣化が観察されるが、構
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造的には問題なく、既存の種子選別機の撤去、建具などを一部改修すれば、機材設置可能である。 

機材については、コンバインハーベスター9 台、トラクター25 台が稼働しているが、いずれも民

間所有であり、ICOUR の所有機材はない。 

既存の種子選別機が稼働していないため、TIS の CS 農家は一度全量をボルガタンガに輸送し、

PPRSD ボルガタンガ事務所の種子選別機で処理している。また、処理後、CS 認証を受けた後に再

度全量を TIS に運搬するため、輸送費が嵩んでいる。なお、輸送費は、片道 14GHs/袋（約 252 円/

袋、120kg/袋）、1 往復で 28GHs/袋（約 504 円/袋）であるため、12t 生産する農家であれば 2,800GHs

（約 50,400 円）が必要である。 
 

(2) PPRSD 

1) PPRSD 本部（NSTL） 
NTSL は GSID の本部機能を有し、KIS の種子検査を担当している。NSTL の建屋には、メインの

検査室の他、発芽試験用、種子保管用、遺伝子検査用といった特定の目的別の部屋が整備され、そ

れぞれの中に専用の機材が設置されている。穀物水分計、乾燥機、純度確認用の検査台等はメイン

の検査室に、発芽試験機は専用の部屋に設置されている。本部の 2021 年における年間の稲種子検査

数は 90 件、他の作物も併せると 299 件であった。今後、検査数が増加すると検査機器および人員の

キャパシティは不足する見込みである。特に発芽試験機は現在 3 台稼働中であるが、発芽試験は 1

回 2 週間程度かかるが、既に常に検査が行われている状態であり、室内検査のボトルネックになっ

ている。なお、発芽試験用の部屋は空きスペースがあり、3 台程度は追加で設置可能である。 
 

   

NSTL 全景 ラボ内景 発芽試験のようす 

写真 2.3：NSTL の施設 
 

2) PPRSD ホー事務所 
WIS の種子検査を担当する PPRDS ホー事務所には、実験室が 2 部屋あり、種子検査台１台、穀

物水分計１台、電子天秤１台、旧式だが稼働中の発芽試験機が 1 台ある。種子検査は年間 30 件程度

行われており、これは発芽試験機のキャパシティの上限である。なお、2021 年は 30 件のうち 13 件

が稲種子の検査であった。業務のボトルネックは現時点では職員数ではなく機材設備であり、とく

に発芽試験機が最も問題である。 

一般的に種子検査では、種子の水分値と重量を正確に計測することが重要であるが、本事務所の

検査機器は表 2-20 のとおりであり、機器は老朽化している。また、部屋には空調設備がなく、室
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内は高温となるため、検査員の適切な労働環境が確保できていない。 
 

表 2-20：PPRSD ホー事務所保有機器 

機材 運用開始年
発芽試験機 2011
穀物水分計 2011
ピュリティボード 2011
デジタルカメラ 2017
天秤秤 2017
湿度計 2011
シードプルーブ 2011
GPS 2018
二層式シードミキサー 2009

（出典：調査団作成）  
 

3) PPRSD タマレ事務所 
PPRSD タマレ事務所は、BIS の種子検査を担当している。2021 年にラボでの種子検査件数は 295

件、うち稲種子は 126 件であった。本事務所で BS/FS/CS の検査を行っているが、NSTL にサンプル

を送付してダブルチェックを行っている（認証書発行は NSTL）。 

農家が選別した種子を本事務所で再選別した後に検査し、合格したものについて機械によるクリ

ーニングを行っている。イネの CS 処理量は年間 1,200～3,000t 程度である。種子選別機は 4 台ある

が、いずれも非常に古く、稼働しているのは 1 台である（表 2-21）。処理能力は、4.5t/日（10 時間）

であり、この 1 台で毎年 10 月~12 月に収穫される CS を 4 月までにクリーニングする必要がある。

本機種は旧型の選別機であるため、スクリーンの交換が難しく、0.1 ミリ単位での充実度の選別がで

きていない。 

表 2-21：PPRSD タマレ事務所保有機材 

機材 運用開始年 処理能力 状態
種子選別機 1980 15t/時間
種子選別機 1972 10t/時間
移動式種子選別機 1972 5t/時間 利用可能だが非常に古い
移動式種子選別機 1972 5t/時間

（出典：調査団作成）  

 

2016 年に USAID の支援を受け、事務所兼ラボ建屋およびラボ用検査機材、PC 類、発電機が整備

された。現在保有している機材は発芽試験機、電子天秤、卓上穀物水分計３種、ステレオマイクロ

スコープ、種子検査台、均分器等がある。USAID の発芽試験機は稼働しているが、本事務所におい

てもボルガタンガ事務所と同様に機材不足が問題となっている。 

特に①圃場検査業務用の GPS、フィールド用ハンディ水分計、ドローン等、②室内審査業務では

発芽試験機、電子天秤（小型 0.1g、超小型 0.001g）、種子検査台、クリーンベンチ、ステレオマイ

クロスコープ、卓上の穀物水分計（非破壊式）、シードカウンター、シードブロワー、③種子クリ

ーニング業務では種子選別機（現状のものは 8 時間で 10t の処理量の 1972 年製）のニーズが高い。 
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4) PPRSD ボルガタンガ事務所 
PPRSD ボルガタンガ事務所が対応する生産地は、TIS および近隣の灌漑地区（ベア灌漑地区、本

プロジェクト対象外）、ボルタ川流域、天水地域（Valley of Fumbsi Gbedemblisi）の 4 地域である。

本事務所での TIS の CS 農家の登録者数は 22 名である。 

本事務所は、USAID の支援を受け 2016 年に事務所兼ラボ建屋が建設され、ラボ用検査機材、PC
類、発電機が設置された。現在使用している機材は、種子検査台、発芽試験機、穀物水分計（非破

壊式）等である（表 2-22）。光学顕微鏡は数が不足しており、検査には使用していない。発芽試験

機のうち、現在稼働しているのは旧式のものが１台である。このため、発芽試験が重なり試験機の

容量が不足している場合は隣接した小部屋の気温を調整して、部屋の隅の棚に試験用パンなどを設

置することで発芽試験を行っている。その他、種子保存用の冷蔵庫も作動していないなど、保有す

る全てのラボ検査機材が稼働しているわけではない。 
2021 年のラボでの年間種子検査件数は 58 件、うち 37 件が稲種子の検査件数であった。現状の機

材で対応可能な検査数は 60 サンプル/シーズン程度である。ラボの検査処理能力は、検査機械台数

と検査スペースがボトルネックとなり、上述の登録 CS 農家数でさえ対応しきれていない。 

また、本事務所には旧型であるが種子選別機があり、トノ及び周辺地域の種子を調整している。

しかし、スクリーンは 1 種類しかなく、品種ごとに分けて使用されていない。旧式のため、スクリ

ーンの交換は不可能であり、選別の支障となっている。 
 

表 2-22：PPRSD ボルガタンガ事務所保有機材 

機材名 運用開始年 状態
種子処理機 2002 不良
種子処理機 1974 稼働なし
種子処理機 1978 稼働なし
発芽試験機 2017 不良
水分計 2017 良好
ピュリティボード 2017 良好
鉗子 2017 良好
拡大レンズ 2017 良好
種子分割機 2017 良好
カウント・配置用トレイ 1995 良好
種子カウンター 2017 良好
水分計 2017 良好
プローブ 2017 良好
発芽用トレイ 2017 良好
サンプル管・袋 2017 良好
双眼顕微鏡 2017 良好

（出典：調査団作成）  
 

(3) SARI 
SARI は BS と FS の生産と供給機能を持ち、BIS と北部地域ゴリンガ灌漑地区に、BS 及び FS の

生産を委託している。SARI にはこれらの種子が集積される。既存の種子選別機があるが、通常稼

働しておらず人力で選別を行っている。 

SARI の敷地内には、USAID が支援した既設の倉庫と機材ワークショップが複数あり、倉庫では

BS と FS が保管されているが、建設後 50 年以上が経過している建屋が大半を占めている。なお、
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停電が頻発していることから、事務所棟や重要装置のための発電機が設置されおり、日常的に使用

されている。 
特に稲改良プログラム用の施設及び機材について、表 2-23 および表 2-24 に示す。 

表 2-23： SARI 保有施設（稲改良プログラム用） 

施設 建設年 面積 状態
稲改良プログラム事務所 不明 500m2 利用可能、要改修
稲種子保管庫 2019 800m2 良好
稲試験圃場 不明 10 ha 要土地整備
乾燥場 2019 250m2 稼働、要フェンス

（出典：調査団作成）  

 
表 2-24：SARI 保有機材（稲改良プログラム用） 

機材 台数 運用開始年 状態
パワーティラー 1 2015 稼働なし

水分計 3 2018 2台稼働中
1台故障

電子秤（0.01-5kg） 1 2015 故障

秤（0.1-300kg） 2 2018 1台稼働中
1台故障

種子カウンター 1 2020 稼働中
ピックアップトラック 2 2015 稼働中
コンバインハーベスター 2 2010 故障
PC 2 2015 稼働中
プリンター 2 2015 稼働中

（出典：調査団作成）  

 

   
USAID 供与の BS、FS の倉庫 
（全景） 

USAID 供与の BS、FS の倉庫 
（内部） SARI 本部のワークショップ 

写真 2.4 SARI の施設 

 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

(1) 道路 
ガーナでは、首都アクラから地方都市や隣国に向かって幹線道路が拡がっている。主要都市間の

道路網はほぼアスファルトで舗装されており、基本的には幅員も 8 m 程度確保されている。国際貨

物は、テマ港で荷揚され各仕向地に向かうことになるが、港から設置場所または荷受け場所までは、



ガーナ国 
稲種子生産向上計画   

2-18 

40 フィートコンテナを搬送する大型トラックの通行に支障がない車幅、耐荷重が確保されている。 

機材の設置場所近傍では未舗装道になる箇所が多いが、大型車両の通行に耐えうる幅員が確保出

来ており、現状でも各種車両が通行しているため、基本的には問題ない。ただし、雨季には泥濘化

によってアクセスが難しくなる箇所も想定されるため、雨期に搬入となる場合は路面状況が通行可

能な状態か十分に判断した上で、搬入するよう留意する。 

なお、各サイト近傍の道路状況を表 2-25 に示す。 

 
表 2-25：各サイト近傍の道路状況 

道路状況

PPRSD本部（NSTL） 出入口までは舗装道が接続しており、機材搬入等には支障ない。

GIDA-KIS 幹線道路から機材設置予定箇所までの間、一部未舗装道があるが、乾季には他の大型トレー
ラーなども通過している。また、ほぼ舗装道の迂回路もあるため、機材搬入、設置には支障ない。

PPRSDホー事務所 出入口までは舗装道が接続しており、機材搬入等には支障ない。

GIDA- WIS 機材設置予定箇所周辺が未舗装であるが、この間は100m程度であり、他の大型車両が通行し
ているため、乾季には機材搬入、設置には支障ないが、雨季の通行は要注意。

PPRSDタマレ事務所 機材設置予定箇所周辺が未舗装であるが、この間は200m程度であり、種子などを満載したト
レーラーが通行しているため、乾季には機材搬入、設置には支障ないが、雨季の通行は要注意

GIDA- BIS 機材常置箇所近傍まで舗装道のため、機材搬入には支障ない。
PPRSDボルガタンガ事務所 機材設置予定箇所近傍まで舗装道のため、機材搬入、設置には支障ない。
ICOUR-TIS 機材常置箇所近傍まで舗装道のため、機材搬入には支障ない。

機材常置箇所近傍まで舗装道のため、機材搬入には支障ない。
（出典：調査団作成）

対象地区/対象機関

KIS

WIS

SARI

BIS

TIS

 
 

一方で、各灌漑地区内の農道のほとんどは幅員が 4m 以上あり、現状でも賃耕のためにトラクタ

ーやコンバインハーベスターなどの運搬に用いられている中型車両の通行には支障がない。ただし、

未舗装道であり、不陸であるうえ、雨期には泥濘化して車両の通行が困難になる箇所も多い。 
 

   

幹線道路から KISへの 
アクセス道 

WIS内の幹線農道 BIS内の幹線農道 

写真 2-5：対象灌漑地区内外の道路状況 

(2) 電気 
ガーナの電力事業は、発電部門、送電部門、配電部門に分社化されており、北部地域（TIS、BIS、

PPRSD ボルガタンガ、タマレ事務所、SARI）は北部電力公社（NEDCo）、南部地域（PPRSD 本部、

PPRSD ホー事務所、KIS、WIS）はガーナ電力公社（ECG）のサービスエリアである。全てのサイ

トで、3 相電源が機材設置予定箇所まで来ており、電源の確保には問題ない。 

ただし、全国的な傾向として配電設備や二次変電所といった変電設備を含めた流通設備全体の配



準備調査報告書 
第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況   

2-19 

電容量が逼迫している。なかでも需要量拡大が続いており、停電が起きる確率がより高まっている。

実際に、頻繁に停電が生じており、地方都市では長くても 1 時間程度で復旧するものの常時一定の

温度に保つ必要のある低温貯蔵庫には、バックアップ電源が必要である。 

また、ガーナでは配電網の未整備から電圧降下が広範囲で生じている可能性が高く、電気を動力

とする調達機材にはスタビライザー等、整流装置を通した上で電源を使用する必要がある。 
 

(3) 通信 
ガーナでは、比較的全国をカバーする MTN 社、アクラ・クマシを中心とするエリアをカバーす

る Vodafone 社、海岸エリアとアクラ・クマシ・タマレを通って北部へ抜けるルートをカバーする

AietelTigo 社、アクラで使用されている Glo 社がある。 

対象地域はいずれかの通信会社でカバーされており、通信状況は問題ない。調査団は MTN 社と

Vodafone 社のサービスを利用し、いずれの地域でもどちらかの通信会社が使用可能であることを確

認済みである。 
 

(4) 税目 
本事業では、両国の間で締結される交換公文（Exchange of Note、以下、「E/N」）の記載に従っ

て免税が適用される。免税は還付方式であり、以下のフローで実施される。免税の承認プロセスは

国会の承認事項となるため、数ヵ月～数年の期間を要す。 
 

①責任省庁が、財務省税務局（MoF- Tax Policy Unit）に対して以下書類を提出する。 
- 責任省庁からの MoF にあてた免税申請に係る書簡 

- 実施機関からの責任省庁にあてた免税申請に係る書簡 

- Master List（価格が記載されている機材一覧表。本邦調達業者によって作成される。） 

- E/N 及び贈与契約（Grant Agreement、以下「G/A」）の写し 

- 業者契約書（JICA 認証後）の写し 

②財務省から歳入庁（Ghana Revenue Authority、以下、「GRA」）に①の書類が回送され、免税対

象税目・金額が確認される。確認後、MoF に結果が戻される。 

③MoF にて内部手続き完了後、財務大臣が内閣（Cabinet）宛てに免税要請レターを提出する。 

④内閣で承認後、内閣から財務大臣宛の承認レターが発出される。 

⑤財務大臣が国会（Parliament）宛てに免税要請レターを提出する。 

⑥国会にて免税が正式に承認する。 

⑦国会承認取得後、国会決議を添付の上、GRA に還付申請を行う。 
 

2-2-2 自然条件 

(1) 国土 
ガーナは、北緯 4°44′から 11°11′、東経 3°11′から西経 1°11′に位置する。国土面積は

23 万 8,533km2で、東側はトーゴ、北西と北側はブルキナファソ、西側はコートジボワールに接し、

南側は大西洋ギニア湾に面している｡ 
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(2) 気象 
ガーナの気候は大きくサバンナ気候と熱帯モンスーン気候に分類されるが、サバンナ気候が優勢

である｡それぞれの気候帯では気温変化と降雨パターンは大きく異なる｡熱帯湿潤気候の地域では､

年間を通して寒暖の差はあまり大きくなく、雨季と乾季はそれぞれ 2 期（年間を通して 4 期）に区

分される。一方、サバンナ気候の地域は寒暖の差が比較的大きく、雨季と乾季は年 1 回である。雨

季は 4～10 月､乾季は 11 月～3 月が一般的であり、多くは､降雨量のピークが 5 月、6 月と 9 月の 2

回ある 2｡ 

本事業の対象地域は、南部地域と北部地域に大別されるが、いずれも大きくはサバンナ気候に分

類される。南部地域を代表してポンの、北部地域を代表してタマレの月別の平均気温と降水量をそ

れぞれ図 2-5 および図 2-6 に示す。 
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（出典：https://en.climate-data.org/africa/ghana-121/（2022 年 5 月アクセス）） 

図 2-5：ポンの平均気温及び降水量 
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（出典：https://en.climate-data.org/africa/ghana-121/（2022 年 5 月アクセス）） 

図 2-6：タマレの平均気温及び降水量 

                                                        
2 「ガーナの農林業（2007 年版）」JAICAF、2007 
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(3) 植生 
ガーナの植生は、６つに大別される 3｡ 

① マングローブ林帯（Mangrove Swamp） 

ギニア湾沿岸のうち、ボルタ川河口周辺に主に分布。 

② 沿岸サバンナ帯（Costal Scrub and Grassland） 
首都アクラ周辺の熱帯モンスーンの影響をあまり受けない地域で、サバンナ独特の灌木と

草原が広がる地帯。 

③ 熱帯雨林帯（Tropical Rain Forest） 

ガーナ南西部の雨量の多い森林地域で、高木の密林地帯。 

④ 湿潤半落用樹林帯（Moist Semi-Deciduous Forest） 

熱帯雨林帯の北東側に広がる中木の多い地域。 
⑤ 湿潤サバンナ帯（Guinea Savanna Woodland） 

森林地帯の北部全体を占める広大なサバンナのうち、年間の降水量が比較的みられる地域。

国土面積の 2 分の 1 を占め、北部地域全体を覆う。バオバブやカポックなどの高木と複数の

灌木と草地が広がる。 

⑥ 乾燥サバンナ帯（Sudan Savanna Woodland） 

北部地域のうち、最北東側のごく一部を占める。湿潤サバンナより乾燥しており、少数の

高木・灌木がまばらに分布するが、草原の面積が広い。 
 

(4) 土壌 
森林地帯に広がる土壌は排水が良い浸透性の土壌で、土壌表面中の有機物質含有量がサバンナ地

帯の土壌より大きい｡ 

サバンナ地帯に分布する土壌は鉄分が多く､北部になるほど有機物質含有量が低いため､侵食に影

響されやすいとされるうえ、水分が浸水されやすい高地では､干魃の影響を受けやすい傾向がある｡

さらに､この地域の土壌は厳しい日射しによってセメントのように硬い粘土を形成する傾向がある 4。

このような土壌の管理には、鉄分と粘土による表土の固結防止のために、定期的な施肥、できれば

有機質の資材の施用を通して、表土を霍乱することが大切である。 
 

2-2-3 各灌漑地区の概要 

GIDA の管轄する 70 ヵ所余りの灌漑地区のうち、対象となる 4 灌漑地区はいずれも稲作を行って

いる。4 灌漑地区の面積は管轄する灌漑地区のなかでも上位 5 位に入る規模であり、開発済み面積

で見ると KIS（2,786ha、第 1 位）、TIS（2,490ha、第 2 位）、WIS（880ha、第 3 位）、BIS（450ha、

第 5 位）と続いており、ガーナ国内でも主要な灌漑水田地域である。 
 

(1) KIS 
KIS は、GIDA の管轄する中でも最大の灌漑地区である。水利組合（WUA：Water Users Association）

                                                        
3 「ガーナの農林業（2007 年版）」JAICAF、2007 
4 同上 
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のほか、種子生産者組合、農業機械組合（MSPA：Machine Service Providers Association）がある（表 

2-26）。 
表 2-26：KIS 概要 

開発可能面積 灌漑面積 水田面積 男性 女性
ポン 3,028 2,786 2,300 1,978 862 2期作 Agra、Jasmine,Ex-Baika

（出典：調査団作成）
FSはKISが生産、CS生産農家14名

農民数

確認出来た主要な農民組織

作期 コメの栽培品種

種子生産組合、WUA、MSPA
主な所有建屋/資機材

Warehouse、わWorkshop、水路維持管理用機材
種子生産
FS、CS

種子農家数

所在地（州）

Greator Accra

灌漑地区名 灌漑面積（ha）

 
 

KIS では、SARI、農作物研究所（CRI）、ガーナ大学から仕入れた BS を元に FS（4～5t/作期）を

生産しており、この FS を CS 農家に販売して CS を生産している。CS については、現時点では 14

名の農家が Agra、Jasmine、Ex-Baika を生産している。種子生産面積は 1 作期当たり約 29ha、年間

で 58ha 程度である。 

CS 生産の収益率は 40%程度（生産コスト 12,000GHs/ha、売り上げ 17,500GHs/ha（5GHs/kg×5.5t/ha）

と、一般農家に比べ非常に高い。CS 農家は、種子生産の利益が大きいことを認識している。KIS で

は 3 月～8 月（メジャーシーズン）と 10 月～1 月（マイナーシーズン）の 2 作期がある。2021 年 3
～8 月は Ex Baika（Legon Rice 1）が 14ha、Jasmin85（Gbewaa）が 11ha、Agra Rice が 3ha 、KIS 全

体で 28ha の CS が栽培された。農家は、どの品種を栽培するかを、マーケットを見て判断している。

農家によると、PPRSD による室内審査の合格率は 95％であり、不合格の原因は雑草種子混入のた

めとのことである。 
 

種子生産者組合 

KIS には種子生産者組合（Seed Association）があり、生産した CS を他の灌漑地区などに供給して

いる。組合には規則があり、組合役員として組合長、秘書、会計、コーディネーターがおり、既に

正式な組合としてMoFAに登録済みである。総メンバーは現在 14名で全員CSのみを栽培しており、

4 週間に１度定期的にミーティングを実施している。組合員数は徐々に増えている状況である。組

合の会費は種子によって支払われており、1 回の支払いは 1 袋の 40kg である。これは 1ha の栽培に

必要な量とされる。組合が所有する機材は、水分計、手動の風選機、200kg まで計量できる秤、パ

ッキング用のミシン、20 枚のタポリンシート、デスクトップ PC とプリンタ、FS 用の暗室（エアコ

ンと除湿器付き）である。 

種子生産者組合の組合員 14 名は MASAPS-KIS で種子栽培のトレーニングを受けた。トレーニン

グの結果、以前は 90kg/ha（1ha で 2 サック）程度の FS 種子を投入していたが、現在は 40kg/ha（1ha

で 1 サック）程度まで投入が減ったとのことである。収穫はコンバインハーベスターを借りて行っ

ており、賃耕料は食用のコメの料金と変わらない（1,050GHs/ha、約 20,000 円）。 
 

農業機械組合（Machinery Service Providers Association:MSPA） 

KIS の農業機械組合は現在、65 の農業機械オーナーで組織されている。現在 KIS で稼働中の機械

は、トラクター７台、耕うん機 32 台、コンバインハーベスター28 台である。KIS の農業機械を取

り巻く問題には多くの課題があるが、特に燃料の高騰、スペアパーツ不足、土壌の粘土層が厚い、2

月～4 月に倒伏が多い等が主要な課題である。また、KIS にはコンバインハーベスターが不足して

おり、MSPA としては KIS 全体の作業量を賄うには合計 50 台が必要と考えている。ガーナでは近
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年、人件費の高騰や農村部での労働力不足が慢性化し収穫作業等のために人手を確保することが困

難になっており、KIS でもコンバインハーベスター等農機へのニーズは非常に高まっている。 
KIS で稼働中のコンバインハーベスターは全て中国製で本体価格 240,000GHs（約 4,300,000 円）

だが、2 年程度で故障して稼働しなくなる。コンバインハーベスターの賃耕料は 1,050GHs/ha（約

19,000 円）である。参考として、プラウ作業が 770GHs/ha（約 14,000 円）、ローターベータ作業が

900GHs/ha（約 16,000 円）である。 

MSPA では、コンバインハーベスターはコメおよび稲種子の収穫専用としている。通常の仕事量

は 2ha/日、燃費は 45L/ha、燃料価格は 7.1GHs/L（約 133 円）であり、主栽培期間（表作）ではおお

よそ 80 日稼働している。オペレーターは基本的に 2 名体制で、支払いは歩合制で 125GHs/ha（約

2,200 円）が相場である。 

CS 農家も一般農家と同じコンバインハーベスターを利用しているが、他品種との種子混入を防ぐ

ために種子収穫後に直前に収穫した種子と同じ品種のコメの収穫作業を行うのみで、エアブロアー

等による内部清掃は実施していない。 

コンバインハーベスターの輸送にはトラックを利用している。輸送のコストは距離により、仮に

KIS の中心部から左右の端に移動した場合、片道 200GHs 程度（約 3,600 円）である。 

維持管理については、コンバインハーベスターの整備はローカルメカニックが行っており、整備

費として１シーズンでエンジンオイル交換に 1,500GHs（約 27,000 円）が必要である。コンバイン

ハーベスターのパーツはアクラやテマで購入可能である。パーツのうち、交換頻度が高く重要なも

のとして、ブレード、ベルト類、ゴム履帯がある。単価はそれぞれ 15GHs（約 282 円）、650GHs

（約 11,700 円）、12,000GHs（左右ペアのセットで約 216,000 円）である。1 作期あたりの必要量は、

ブレードは 35～45 個、ベルト類、履帯はペアのうち片方で 15,420GHs（約 278,000 円）である。 
 

(2) WIS 
WIS は、水稲の生産のために 1962 年にロシア政府によって建設された灌漑地区である。2 ヵ所の

アースダムから重力式灌漑により、乾期に灌漑用水、雨期には補給水が供給されている。1982 年と

2005 年～2008 年にかけて、中国政府がダムの大規模な改修を実施した。当初の灌漑面積は 12 セク

ション（灌漑区）で 880ha である（表 2-27）。 

 

表 2-27：WIS 概要 

開発可能面積 灌漑面積 水田面積 男性 女性
ウェタ 950 880 775 840 255 2期作 Agra、Ex-Baika

（出典：調査団作成）
CS生産農家10名

農民数 作期 コメの栽培品種

種子生産 種子農家数
倉庫、Farm house CSWUA、種子生産者グループ

灌漑地区名 灌漑面積（ha）所在地（州）

Volta
確認出来た主要な農民組織 主な所有建屋/資機材

 
 

WIS の農民一人当たりの平均農地面積は 0.8ha であり、2 期作でコメ（またはオオムギ、コムギ）

とオクラを栽培している。コメの平均収量は 5t/ha 程度であり、生産量は年間 8,800t である。 
 

種子生産 

WISのCS農家数は現在 10名で各々の農家の圃場の大きさは 1ha以上あり、CSの生産圃場は 19ha
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程度である。生産された CS は主に WIS 内で使用されている。品種は主に Agra で、一部 Ex Baika

を栽培している。FS は基本的に SARI から購入している。10 名のうち１名のみ、KIS で FS を購入

した。FS の購入価格は、SARI は 8GHs/kg（約 144 円）、KIS は 10GHs/kg（約 180 円）であったが

品種間での価格差はない。生産作業では、5ha の移植作業に最大 10 人、3 回の異株抜き作業に 4 人/

エーカーを雇用している。マイナーシーズンで生産された CS は、メジャーシーズンに一般農家が

使用する種籾となる。マイナーシーズンでは種子ニーズが低いため（二期作地帯でもメジャーシー

ズン前に次のマイナーシーズン用の種子を買う農家も多い）、WIS では通常、マイナーシーズンの

み CS を生産している。CS の販売先としては PFJ と民間会社（GRMG）があり、両者が一般農家に

販売している。一般農家への CS 販売価格は 4GHs/kg（約 75 円）である。 

種子の収穫にはコンバインハーベスターを用いているが、使用前には①オペレーターがコンバイ

ンハーベスターの内部を清掃する、②種子として用いないコメを 200～300kg 分の収穫を行って内部

に流す、③種子の収穫に利用することにしており、他品種混入の防止対策技術はある程度進んでい

る。乾燥スペースが限定的である一方で、乾燥時には天候が悪く、降雨によって種子表面の見た目

が黒く変色することを CS 農家は嫌っており、CS 農家が最も機械化を望む工程は乾燥作業である。

コンバインハーベスター使用時の清掃・洗浄等を行ってでも稼働を進めるのは、農家のニーズが高

いからである。 

採取された種子の PPRSD による室内審査の合格率は、100％であるとのことであった。WIS の審

査には、PPRSD ホー事務所の職員が来訪している。 

播種量については、播種後 65 日の状態の稲を確認したところ、20cm×20cm のライン植えをして

いる圃場の播種量が 30kg/エーカー（75kg/ha 相当）と大変多かった（隣接する乱雑植えの圃場では

40kg/エーカー（100kg/ha 相当）であった）。播種量が多い理由は、灌漑用水に塩分が多く含まれ、

一株一本植えをすると枯死するために 3 本程度の移植を行っているためということである。 

また視察したCS圃場の栽培品種は全てAgraで、CSの収量は 5.7t/ha、圃場面積は 2.4haであった。

WIS は水はけが悪く、このような環境下においても生育が比較的堅調な Agra が好まれて栽培され

ている。なお、訪問先の農家は異株を見分け除去することに関しては理解しているものの、圃場の

異株は除去されていない状況であった。 
 

種子生産者グループ（Weta Irrigation Rice Seed Association） 
種子生産者 10 名で構成しているグループで、現在組合登録の手続きを進めており、まもなく正式

に組合となる予定である。理事会は 3 名で、グループ長、秘書、オーガナイザーである。グループ

としての施設・機材などは保有していない。活動としては、品質の高い CS を生産するために良い

FS を入手すること、CS 農家に対して啓蒙活動を行うことなどである。 

 

農業機械オーナー・オペレーター組合（Machinery Owners and Operators Association） 

組合員は 49 名（オーナー20 名、オペレーター25 名、メカニック 4 名）で全員が WUA のメンバ

ーである。国に登録されている組合ではなく、District に登録されている組合で規約はない（ただし、

国レベルの組合登録（規約作成が必須）は 2 週間から 1 ヵ月で可能とのこと）。理事会は 5 名で構

成され、主に各作期の前（年 2 回）に集まり賃耕価格を決定している。組合費は不定期で徴収して

おり、組合としての施設等は保有していない。機材トラブルの際にはテマにあるアグロディーラー

のサービスを受けているが、スペアパーツの入手が課題となっている。 
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本組合のオーナーが保有する機械のうち、コンバインハーベスターについては全て中国製で 10

台が稼働中であり、機材購入時には中国人ディーラーが訪問し、新しいモデルのセールスがある。

WIS 内の水田の収穫作業量に比して台数は不足しており、30 台程度は必要ではないかと組合員の多

くが感じている。また、乾期の収穫時は圃場が乾燥しており、クローラタイプでは摩耗が早く切れ

ることが多く、トラック用の丸いタイヤが適しているとオーナーの多くが感じている。 

 
水利組合（WUA） 

3 セクション（灌漑区）では水利組合（WUA）として正式に登録されているものの、他のセクシ

ョンにおいては登録に向けた準備が進められている段階である。Federation（WUA を束ねる連合会）

は設立されていないが、将来的には設置する構想である。水利費は 120GHs/エーカー/作期である。 

 

(3) BIS 
BIS は、1986 年に建設されたボンタンガ川を水源とする重力式灌漑施設である。作期はメジャー

シーズンとマイナーシーズンの二期作であり、両作ともコメが主要な作付けとなっている。稲の籾

収量は 2.5t～5.0t/ha である。BIS に登録されている農家数は 900 名、灌漑地区は 9 セクションあり、

それぞれのセクションに WUA が存在している（表 2-28）。 

 
表 2-28：BIS 概要 

開発可能面積 灌漑面積 水田面積 男性 女性
ボンタンガ 570 495 495 486 114 2期作 Agra、Jasmine

（出典：調査団作成）

農民数

BS生産農家7名、FS生産農家3名BS、FS

作期 コメの栽培品種

種子農家数

所在地（州）

Northern
主な所有建屋/資機材 種子生産確認出来た主要な農民組織

WUA 倉庫

灌漑地区名 灌漑面積（ha）

 

 

一方、WUA 以外の組合は存在しておらず、農業機械オーナーや賃耕サービス提供者の調整団体

が組織化されていない。農業機械関連の組合の設立は、BIS でも取り組んだことがあるが、サービ

ス提供者が他地域からも来訪すること、また来訪しても翌シーズンは来訪しない業者もあることな

どから、安定的なメンバーが揃わず組織化を断念した。現在は、各農家が個人的な繋がりで賃耕サ

ービスを依頼している。 

BIS には、BS 農家、FS 農家は存在しているが、CS 農家は存在しない。ただし、これから CS を

栽培しようとしている農家は複数存在しているとのことである。 
 
水利組合（WUA） 

上述のように 9 セクションに各々WUA が存在しているが、このうち、4WUA が組合として正式

に登録済み、残りの 5WUA は未登録である。各々の WUA には、Executive member として 7 名が配

置されている。水利費は 15GHs/エーカー/作期、WUA の活動費 5GHs を一時金として徴収すること

もある。なお、WUA として機材は所有していない。 
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BS農家 

現在 8 名の種子農家が存在し、1.5ha で BS を、4.5ha で FS を生産している。CS 農家はいない。

BS 種子は、全量を SARI が買い上げている。播種は 20kg/エーカー（50kg/ha）を基準としており、

種子は SARI から入手している。1 作期に 4 回圃場審査があり、SARI によって実施されている。な

お、BS 栽培にあたっては、SARI から配布されたガイドラインを使用しているが、BS 農家としての

Certificate は得ていない。 

農業機械を使用する場合は、直接機械のオーナーに連絡し、作業をしてもらっている。一連の CS

生産のなかで最も困難な作業は間引きであるが、その他、耕起、レベリング、移植、収穫も苦労し

ている。灌漑地区内の Farm house は、異品種混入を恐れ BS 農家は作業には使用していない。 

BS 農家は、食用のコメ生産よりも高く売れるため、種子生産をしているとのことであった。BS

種子生産の全体のコストは約 1,760GHs/エーカー（約 72,000 円/ha）とのことである。 
 

(4) TIS 
TIS は小規模農家による食用作物の生産を促進するために、ガーナ政府によって計画・建設され

た。着工は 1975 年、1985 年に全面完成しており、河川に建設されたアースダムを水源としている

重力式灌漑施設である。受益者は、2 地区 8 村の農民約 2,100 人である（表 2-29 参照）。 
 

表 2-29：TIS 概要 

開発可能面積 灌漑面積 水田面積 男性 女性
トノ 3,840 2,490 2,140 1,528 564 2期作 Agra

（出典：調査団作成）
CS CS生産農家30名

作期 コメの栽培品種

種子生産 種子農家数

所在地（州）

Upper East

灌漑地区名 灌漑面積（ha） 農民数

WUA 倉庫
確認出来た主要な農民組織 主な所有建屋/資機材

 
 

種子生産 
TIS での稲作の作期は、乾季の 1 月～5 月、雨季の 7 月、8 月～11 月の 2 回である。主な品種は

Agra および Jasmin85 である。FS は SARI から入手しており、FS の購入価格は 8GHs/kg であり、上

記 2 品種とも同価格である。29 の CS 農家が約 25ha/作期で種子生産を行っている。 

種子圃場では、灌漑用水と均平の管理を行いやすくするために 1 枚の圃場は小さく、畦で区画を

作っている。収穫時にコンバインハーベスターを使用する場合は毎回畦を踏みつぶすが、栽培時に

は作り直している。また、ガイドライン 5どおり、2～3 株植えを行っている。 

収穫時には、TIS に存在する CS 農家員がコンバインハーベスターを利用している。コンバインハ

ーベスターの利用料は 400GHs/エーカーである。内部清掃用のエアブロアーがないため、種子の刈

り取りに利用する前に、種子としては利用しないハーフエーカー（0.2ha）分を収穫して内部を洗い

流してから利用している。 
種子選別機が稼働していないため、TIS の CS 農家は一度全量をボルガタンガに輸送し、PPRSD

ボルガタンガ事務所の種子選別機で処理している。また、処理後、CS 認証を受けた後に再度全量を

TIS に運搬するため、輸送費がかさんでいる。なお、輸送費は、片道 14GHs/袋（約 263 円/袋、120kg/

                                                        
5 A Guide for Certified Rice Seed Production under Irrigation Final Draft March 2020、23ページ、24ペー

ジ参照。畝間 30cm×株間 15cm、2～3株植えが推奨されている。 
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袋）、1 往復で 28GHs/袋（約 528 円/袋）であるため、12t 生産する農家であれば 2,800GHs、約 50,400

円が必要である。 
種子の検査（圃場審査および室内審査）は、PPRSD ボルガタンガ事務所より検査官が来訪して実

施している。室内審査の合格率は 90～95％であり、不合格の原因はクリーニングが不十分なため（赤

米や異物の混入等）で、乾燥が問題とはなっていなかった。TIS で生産される CS は、CS 農家から

直接コメ農家に販売されている。 

 
種子生産者組合（Tono Seed Grower Association） 
トノ種子組合は Cooperative として登録手続き中であり、認証されれば正式に組合として活動が可

能となる。 

 
農業機械組合（Narongo Agriculture Mechanization Association） 

農業機械組合は既に国に登録され、正式な組合として活動している。メンバーは機械オーナー57

名である。 
現在 TIS で稼働している農業機械は、トラクター25 台（75hp～80hp）、コンバインハーベスター

9 台（98gp～102hp）である。コンバインハーベスターは全て中国製であり、2 年程度で故障してし

まう。 

コンバインハーベスターは 2 名体制で運用しており、農家がオーナーに支払うサービス料は

400GHs/エーカー（約 18,000 円/ha）、燃費は 45L/ha 程度、燃料価格はディーゼルで 7.0GHs/L（約

132 円）である。スペアパーツはタマレでは入手が困難なため、アクラまで赴く必要ある。また交

換したとしても、品質の問題から 2 年程度で使用できなくなり、交換する必要が生じている。この

ため、①スペアパーツの不足、②スペアパーツの耐久性不足の 2 点が最重要課題である。 
 

2-2-4 環境社会配慮 

2-2-4-1 環境影響評価 
本事業は、環境や社会への望ましくない影響が最小限かあるいは殆どないと考えられる協力事業

であり、「JICA 環境社会配慮ガイドライン」におけるカテゴリーC に位置付けられる。本事業で調

達される機材は、GIDA、PPRSD、SARI が保有する倉庫またはワークショップで保管または設置さ

れる予定である。本事業の実施に際し、種子選別機、低温貯蔵庫、非常用発電機を設置するための

基礎工事等が生じるが、いずれも既存建屋内またはその近傍で実施されるものである。したがって、

地域社会や自然環境に及ぼす大きな影響は想定されない。 
 

2-2-4-2 用地取得・住民移転 
本事業の実施において、用地取得及び住民移転は発生しない。 

 

2-2-4-3 その他 
その他の環境社会配慮における特筆事項はない。 
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2-3 その他（グローバルイシュー等） 

2-3-1 持続可能な開発目標（SDGs）への貢献 

本事業は、ガーナにおける稲作生産性の向上に貢献するものであり、持続可能な開発目標（SDGs）
における「目標 2：飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進

する」と整合する。特に、「2.3：2030 年までに、土地、その他の生産資源や、投入財、知識、金融

サービス、市場及び高付加価値化や非農業雇用の機会への確実かつ平等なアクセスの確保などを通

じて、女性、先住民、家族農家、牧畜民及び漁業者をはじめとする小規模食料生産者の農業生産性

及び所得を倍増させる。」および「2.5：2020 年までに、国、地域及び国際レベルで適正に管理及び

多様化された種子・植物バンクなども通じて、種子、栽培植物、飼育・家畜化された動物及びこれ

らの近縁野生種の遺伝的多様性を維持し、国際的合意に基づき、遺伝資源及びこれに関連する伝統

的な知識へのアクセス及びその利用から生じる利益の公正かつ衡平な配分を促進する。」に貢献す

る。 
 

2-3-2 気候変動緩和への貢献 

本事業は、稲種子の生産量増大と品質の向上を図り、ガーナにおけるコメの生産性の向上に寄与

するものである。ガーナは現在、増大するコメの消費量に対して国産米の供給が不足しており、輸

入に大きく依存している。本事業によってコメの自給率が向上することで、フードマイレージ（食

料の輸送距離）が大きく削減されることにより、食料の輸送に伴い排出される二酸化炭素排出削減

に貢献し、もって気候変動緩和に貢献する。 
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第3章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 プロジェクト目標 

ガーナ政府は中期国家開発政策フレームワークを構成する計画のひとつである国家農業投資計

画において、補助金の交付を通した認証手続きの規制強化、認証機関の能力強化を行い、管理コス

トを負担することでガーナ国内の種子認証能力を向上させ、高品質の種子の供給、種子増殖のため

の材料と品種の遺伝的純度を維持した上で、農業の低生産性を改善するとしている。 

本事業は MoFA 所管の GIDA が所管する 4 つの灌漑地区において、稲種子の量的・質的向上のた

めに必要な機材を整備することにより、優良種子（主に認証種子 CS）の生産量の増大と品質の向上

を図り、もって当国におけるコメの生産性の向上（灌漑稲作・天水稲作双方）に寄与することを目

標とする。 
 

3-1-2 プロジェクト概要 

本事業は、GIDA、PPRSD、SARI に対して稲種子生産に対応するコンバインハーベスター、種子

選別機、室内検査機械、低温貯蔵庫、技術支援（ソフトコンポーネント）等の調達の妥当性を検討

し、調達するものである。事業の実施により、4 灌漑地区における稲種子の生産性が向上し、ガー

ナにおける稲種子生産の状況が改善されることが期待出来る。 
 

3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 基本方針 
本事業では稲種子生産に寄与する機材の調達妥当性を検討する。妥当性があると判断された機材

について、コスト縮減に留意し、ガーナ向けの機材調達案件として適正な規模、仕様を設定する。 

(2) 自然条件に対する方針 
ガーナでは、幹線道路は基本的に舗装道であるが、機材調達先の灌漑地区の主要農道は原則とし

て未舗装である。未舗装道路は降雨後の路面の泥濘化が懸念されるが、本事業で調達予定の車両が

稼働する時期（収穫時期）は基本的に晴天が連続する。このため、灌漑地区内で使用する車両であ

っても、二輪駆動とする。 

(3) 社会経済状況に対する方針 
隣国のブルキナファソでは治安情勢が急激に悪化しており、ブルキナファソとの国境地域並びに

トーゴ及びコートジボワールとの一部の国境地域にもテロの脅威が広がりつつある。したがって、

テロ・誘拐に巻き込まれることがないよう、海外安全ホームページや報道等により最新の治安情報

の入手に努め、状況に応じて適切で十分な安全対策を講じるようにする。 

その他、社会経済状況に対して配慮すべき事項はない。 
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(4) 調達事情に対する方針 
機材選定においては、スペアパーツの供給体制を確認し、可能な限り維持管理が容易となる機種

を選定する。また本事業は、無償資金協力によって実施されるため、機材は原則、現地もしくは本

邦調達とする。ただし、一部の機材については設置箇所や維持管理体制の観点から第三国製品の調

達を検討する。 

(5) 運営・維持管理に対する方針 
本事業における調達機材は、ガーナで適切かつ持続的に運営・維持管理される必要があるため、

可能な限りシンプルな仕様とする。 

(6) 機材のグレードの設定に対する方針 
本事業における調達機材は長期的に運用されるため、充分な耐久性を備えたグレードの機材を選

定する。 

(7) 調達方法、工期に対する方針 
本事業における調達機材は、無償資金協力の方針に従い、本邦調達業者を対象とした一般競争入

札で調達されることを前提とする。工期は、機材の製作期間、輸送期間、諸手続きに要する期間、

据付工事・調整試運転・初期操作指導に要する期間、検査・検収期間に要する期間を考慮して策定

する。 
 

3-2-2 基本計画（機材計画） 

3-2-2-1 全体計画 

(1) 種子生産の見通しと機材規模算定根拠 

NRDS-2 では、2020 年のコメ生産面積（約 31 万 1,000ha）は 2030 年には約 66 万 7,000ha に拡大

すると予測している。これは、サブサハラ・アフリカのコメ生産を 2030 年までにコメ生産量を倍増

（2,800 万 t から 5,600 万 t）させるという 2019 年に横浜で開催された第 7 回アフリカ開発会議

（TICAD7）で新たに発足した CARD フェーズ２の目標に沿ったものである。表 3-1 に NRDS-2 に

おける 2019 年から 2030 年までのコメ生産予測面積を示す（表 1-3 再掲）。これによると、合計の

コメの栽培面積は 2019 年から 2021 年まで 10％、2022 年と 2023 年は 15％、2024 年は 10％、2025

年以降は 5％の面積増加率となっている。（1-1-2 (5)再掲） 

表 3-1：2019 年から 2030 年までのガーナのコメ生産予測総面積（表 1-3 再掲） 

灌漑による栽培面積
（千ha）

天水による栽培面積
（低地）（千ha）

天水による栽培面積
（高地）（千ha）

2019 282 ー 28.20                      248.16                    5.64                        
2020 311 10% 31.10                      273.68                    6.22                        
2021 342 10% 34.21                      301.05                    6.84                        
2022 393 15% 39.34                      346.21                    7.87                        
2023 452 15% 45.24                      398.14                    9.05                        
2024 498 10% 49.77                      437.95                    9.95                        
2025 523 5% 52.26                      459.85                    10.45                      
2026 549 5% 54.87                      482.84                    10.97                      
2027 576 5% 57.61                      506.98                    11.52                      
2028 605 5% 60.49                      532.33                    12.10                      
2029 635 5% 63.52                      558.95                    12.70                      
2030 667 5% 66.69                      586.89                    13.34                      

（出典：NRDS-2を改変）

年 合計栽培面積
（千ha）

増加率
内訳
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本プロジェクトで各種機材の規模算定に用いる種子生産の見込み目標値の設定では、表 3-1 に示

すNRDS-2の稲栽培面積の増加率を参考に、2022年～2024年は対象灌漑地区の種子生産面積は 10％
増、整備機材の貢献も考慮し 2025 年～2030 年は 15％増と推定した。なお、単収を 5t/ha として種子

生産量を算出した（表 3-2）。 

表 3-2：支援対象 4 灌漑地区の種子栽培面積と生産量予測 

年 対象地域
増加率（年）

2020 4 地区合計 KIS TIS WIS BIS 4地区合計 KIS TIS WIS BIS SARIのうち
BIS以外

2021 158        58     50     38     12     790 290 250 190 60 86
2022 10% 174        64     55     42     13     869 319 275 209 66 99
2023 10% 191        70     61     46     15     956 351 303 230 73 114
2024 10% 210        77     67     51     16     1,051 386 333 253 80 125
2025 15% 242        89     77     58     18     1,209 444 383 291 92 132
2026 15% 278        102   88     67     21     1,391 510 440 334 106 138
2027 15% 320        117   101   77     24     1,599 587 506 385 121 145
2028 15% 368        135   116   88     28     1,839 675 582 442 140 ー
2029 15% 423        155   134   102   32     2,115 776 669 509 161 ー
2030 15% 486        179   154   117   37     2,432 893 770 585 185 ー
2031 10% 535        196   169   129   41     2,675 982 847 643 203 ー
2032 10% 589        216   186   142   45     2,943 1,080 931 708 224 ー
2033 10% 647        238   205   156   49     3,237 1,188 1,024 779 246 ー
2034 10% 712        261   225   171   54     3,561 1,307 1,127 856 270 ー
2035 10% 783        288   248   188   59     3,917 1,438 1,240 942 297 ー

（出典：調査団作成）

種子栽培面積 (ha/年, 2作期合計) 種子生産量（ｔ/年，2作期合計）

 
 

表 3-2 の想定により、4 灌漑地区の 2021 年（基準年）の合計種子栽培面積 158ha は、本事業完了

3 年後の 2027 年には 320ha とおよそ 2 倍となり（図 3-1 参照）、本計画の機材計画においてはこの

値を採用する。 
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プロジェクト開始後3年で基準値から2倍となる

 

（出典：調査団作成） 
図 3-1：4 灌漑地区における種子生産面積の増加の推移 

 

ガーナの稲種子生産フローは、BS、FS、CS の三段階となっており、各々の段階での国際規格を

遵守している。最上流の BS 生産は品種育成が行われている CRI、ガーナ大学、SARI で行われてい

る。ただし、本プロジェクトで対象となる SARI には種子生産に適した水田がないため、一般農家

に委託し生産している。 
BS は対象灌漑地区等の種子生産圃場で増殖され FS となる。FS の一部は SARI 等が買い取る場合
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もある。さらに FS は CS 生産圃場にて増殖される。この CS を一般の稲作農家が購入し、食用米の

生産を行っている。CS の一部は PPRSD 等が買い取り、精選の上 PFJ へ販売を行っている。 
BS、FS、CS 等、すべてのクラスの種子は PPRSD が圃場審査及び種子検査を行い、認証タグを発

行する。本プロジェクトでの認証種子の生産・流通フローを図 3-2 に示す。 
 

 
（出典：JICA 資料を基に改変） 

図 3-2：本プロジェクトの認証稲種子の生産・流通フロー 
 

(2) 整備機材の概要 

本事業は、GIDA が所管する 4 つの灌漑地区において、稲種子の量的・質的向上のために必要な

機材を整備することにより、優良種子（主に CS）の生産量の増大と品質の向上を図り、もって当国

におけるコメの生産性の向上（灌漑稲作・天水稲作双方）に寄与するものである。 
このため、本事業で協力対象とする機材は主として稲種子の生産量の増大のために圃場周辺で使

用される機材として、コンバインハーベスターやコンバインハーベスター運搬用トラック、種子運

搬用トラックなど、また品質の向上を図るための収穫後処理機材として、種子選別機、低温貯蔵庫、

種子検査用機材（発芽試験機、水分計、電子天秤等）、自動気象観測機材とする。また、種子生産

の省力化のための歩行型田植え機、正確な種子生産量の把握のための圃場面積測定地図作成機材、

圃場審査用車輌も併せて導入する。 
本事業で調達を検討する機材の一覧および各々の機材コンポーネントの活用目的／概略の仕様を

表 3-3 に示す。また、3-2-4 機材計画でそれぞれの機材について調達の妥当性を検討した。 
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表 3-3：想定調達機材の評価結果 

番号 機材コンポーネント名 目的／概略仕様・構成等 数量
1 検査用資機材 PPRSD本部・地方事務所における種子検査用／発芽試験機、水分計など。 1式

2 コンバインハーベスター 種子刈り取り用／70hp相当、普通型、各部に清掃口があること。エアブロ
アー、エアダスター、脚部清掃用高圧洗浄機も整備 8基

3 コンバインハーベスター運
搬用トラック

コンバインハーベスター運搬用／整備予定のコンバインハーベスターを搭載可能
なもの。低床。 8基

4 種子運搬用トラック 主として圃場から種子選別機までと種子保管場所から圃場までの種子運搬用
／積載量3,000kg程度 8台

5 自動気象観測機材 種子生産に必要な気象データの取得／気温、相対湿度、降水量等 4基

6 圃場面積測定地図作成
機材

種子生産量を把握するための圃場面積の測定用／ドローン、データ取得用タブ
レット、PC等 8基

7 種子選別機
種子の粗選別用／機材高さが2,500mm以下であること、処理能力500kg/
時間以上。スクリーン２枚以上（粗選別用および粒選別用）スクリーン幅を
0.1mm単位で調整可能なもの。

1式
（11基）＊1

8 低温貯蔵庫 種子保存用／庫内温度制御範囲15℃（BSは4℃） 1式（6基）
9 歩行型田植え機 田植え作業の省力化／４条植え。植え付け深さ2cm以上。自動水平付き。 2基

10 維持管理用工具 各機材の維持管理用工具
1式

（10基）＊2

11 圃場用審査用車両 圃場審査支援用／4WD、7人乗り以上、左ハンドル 1台

（出典：調査団作成）

＊1　直管タイプ5基、曲管タイプ6基
＊2　コンバインハーベスター用工具4基、種子選別機用工具6基

 

(3) 設置工事が必要な機材 

整備予定の機材のうち、設置工事が必要な機材は、種子選別機、低温貯蔵庫、非常用発電機、自

動気象観測機材である。これら以外の機材は設置工事を必要としない。 
 

1) 種子選別機設置工事 

種子選別機については、基礎工事ならびに風選後の夾雑物などを建屋外に排出するためのダクト

管、電気設備工事が必要となる。種子選別機の設置のためには建物の一部改修が必要になるが、設

置場所は築 50 年以上を経過している倉庫内を想定している。建屋自体は安全性が確保されているが、

ダクト管設置のための壁への新たな開口部の設置や、既存建屋の床の掘削などを実施した場合、建

屋の荷重バランスを崩すきっかけとなりかねない。そのため、設置工事にあたっては、建屋に対す

る直接の改築は極力避ける方針とする。すなわち、基礎工事は建屋内の基礎を掘削せず、コンクリ

ート基礎を既存の床に増し打ちする、ダクト管設置工事についても、既存の開口部を利用する方針

とする。なお、建物外部に設置予定のサイクロンは新たに基礎を設置する。 

加えて設置予定の倉庫はいずれも金属屋根であるが、経年劣化によりピンホールが散見された。

ピンホール自体数は少ないものの、今後、仮に機材設置位置の直上から漏水が生じた場合には機材

および種籾に影響がある。このため、種子選別機とその周辺（作業スペース）の直上に簡易的なシ

ェードを設置することで、漏水があった場合でも雨水が機械や種籾に直接滴下しないようにする。

また、シェードの下には照明を設置し、作業性を向上させる。なお、シェードは倉庫内に設置する

ため、建築物新築の許可申請は必要ない。 
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2) 低温貯蔵庫設置工事（非常用発電機含む） 

低温貯蔵庫は、基礎工事および電気設備工事が必要となる。種子選別機の設置方針と同様に、既

存建屋に対する直接の改築は極力避け、コンクリート基礎を既存の床に増し打ちする方針とする。

非常用発電機については、建屋の外部に設置するため、新たに基礎を設置する。 

3) 自動気象観測機材設置工事 

自動気象観測機材は圃場に設置し、栽培条件に近い気象状況のデータを収集することが望ましい。

しかし、圃場周辺は人通りが少ないため盗難やいたずらの危険性が高く、フェンスなどの設置スペ

ースの確保も難しい。しかし、各灌漑地区の GIDA または ICOUR（後述）事務所には警備員が常駐

していること、気象データの収集、分析を行うのは GIDA または ICOUR 職員であることから盗難

の危険性が低く、GIDA 職員の利便性が高い灌漑地区事務所内に設置する方針とする。 
 

3-2-3  機材計画 

(1) 機材整備（設置）先 

本事業の調達機材は、GIDA の 4 灌漑地区、GSID 傘下の NSTL および 3 地方事務所、SARI を対

象としている。 
GIDA 

GIDA に関しては、GIDA 所有の既存の施設（倉庫）に種子が一時保管されているケースが散見

される程度であり、保有機材を用いた種子生産は行われていない。機材整備後は、各 GIDA 灌漑地

区内に調達機材を管理する担当者が任命され、維持管理を主導することとなる。 

PPRSD および SARI 

PPRSD、SARI では既存の施設、機材を用いた種子生産に関する事業が行われており、生産に携

わっているスタッフおよび場所を対象とする。 
 

(2) 機材計画 

本事業では、種子生産に効果的な収穫後処理機材を中心に、その調達の妥当性、機材構成・数量

を検討した。なお、本調査の開始前に想定されていたトラクター、種子乾燥機については、以下の

理由により対象から除外した。 

◆ トラクター 

トラクターは種子生産圃場の圃場準備作業に活用されるものである。現地調査では、すべての灌

漑地区でトラクターの賃耕サービスが確認された。また、農業機械組合や農業機械オーナー、利用

者からの聞き取りでは、圃場準備の季節においてトラクターが不足しているという認識はなかった。

このため、トラクターは現状でも整備の緊急性は低いと判断し、本事業の対象から除外した。 

◆ 種子乾燥機 

種子乾燥機は、コンバインハーベスターによって刈り取りされた種籾を熱源によって乾燥させる

ために設置するもので、南部に位置する KIS および WIS へ整備・設置する計画であった。乾燥機の

設置にはおおよそ 8m の高さが必要になるが、この高さを満たし、乾燥作業が行える既存建屋が存

在しなかった。また、乾燥機が設置可能な建屋の新築については、ガーナの財政状況から難しい状

況である。加えて、熱源（軽油または電力）確保のため維持管理費が高額となり、各灌漑地区の状
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況を鑑みると持続性が担保出来ないため、本事業の対象から除外した。 

また、本調査開始前に想定されていた低温低湿貯蔵庫は、以下の理由から低温貯蔵庫に変更した。 

◆ 低温低湿貯蔵庫 

外気（30℃、湿度 50％を想定）から庫内に種籾を移動し、周辺温度が 4℃付近に低下した場合（BS

を想定）、相対湿度はほぼ 100％に上昇する。しかし、種籾は乾燥された状態で運び込まれてくる

ため、通常は種籾の品質に影響を及ぼすほど種子水分量の上昇は無い。極めて低い乾燥状態を維持

する場合も、種籾を例えばビニール袋で密閉する等の措置を講じ吸湿しないようにすれば含水率を

維持できる。6  

恒湿機能を外すことで初期投資費用だけでなく、維持管理費用、特に電気代を大幅に削減するこ

とが可能であるため、政府負担金の低減、農家の負担減に繋がる。 

種籾の保存に湿度コントロールは必要不可欠ではなく、低温低湿貯蔵庫を低温貯蔵庫に変更する。 

 

各機材の選定経緯や調達数量等は、以下のとおりである（機材番号は表 3-8 参照）。 

 

1) 検査⽤資機材 

1-1 発芽試験機 （6 台） 
機材概要 ：特定の温度環境を維持して種子が発芽する環境を整える実験機器 

整備先 ： PPRSD 本部、タマレ事務所、ボルガタンガ事務所、ホー事務所 

使用目的 ：種子発芽率の検定を適切に行う。 

選定経緯 ： 4 灌漑地区の種子検査を行う PPRSD 本部、ホー事務所、タマレ事務所、ボルガタン

ガ事務所は十分な数の発芽試験機を所有していないため。 

効果   ：現在の発芽試験の処理量が飛躍的に増加するため、検査能力の増強には不可欠である。

また、今後 CS 生産が増加した場合の検査能力の確保に寄与する。 

持続性 ： 現状においても十分な数の機材がないため、整備後も持続的な機材使用が見込まれ

る。 

妥当性 ： 発芽試験機の導入は種子の室内検査のボトルネック改善に繋がり、処理能力の増強

に大きく寄与するため、調達の妥当性は高い。なお、機材規模は実験室の大きさ、

検査数などを考慮し、290L 程度の試験機の整備を計画する。 

数量 ：PPRSD に提出された種子サンプルは全て本部にも送付され、地方事務所と同じ検査

を実施している。そのため、地方事務所の検査数が増加すると同数の検査が本部で

も実施される。従って、3 地方事務所に１台、本部には 3 台の導入を検討する。

  

1-2 卓上穀物⽔分計（1 台） 
機材概要 ：種子の水分量を測定する実験機器 

                                                        
6 ミャンマーの農民参加による優良種子増殖普及システム確立計画プロジェクトにおいては、BS 貯蔵用に湿度の調

整機能を持たない冷蔵庫を設置した。通常の冷蔵庫であっても冷蔵保存 1 年後の発芽率は 90％以上を確保できてい

ることが確認されている。 
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整備先 ： PPRSD ホー事務所 

使用目的 ：種子の水分量を非破壊で迅速に測定する。 

選定経緯 ： WIS のコメ種子検査を実施するホー事務所は水分計を保有しておらず、種子の水分

量が測定出来ないため。 

効果 ： 種子検査には種子水分量の測定が不可欠である。 

持続性 ： 種子検査には必要な機材であるため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ：種子検査に直接的に寄与するため、サンプルをすりつぶすことなく測定できる非破壊

方式の水分計は作業時間が少なく効率化にもつながるため、調達の妥当性は高い。 

数量 ： ホー事務所に 1 台の整備を計画する。 

 

1-3 中型電子天秤（1g~1kg 用/1 台） 
 機材概要 ：種子の重量を計測する実験機器 

整備先 ： PPRSD ホー事務所 

使用目的 ：種子サンプルの重量（1g ~ 1kg）を測定する。 

選定経緯 ： WIS のコメ種子検査を実施するホー事務所は重量計を保有しているが、経年劣化に

より精度が落ちており、満足な検査結果を得られていないため。 

効果 ： 種子検査には重量の測定が不可欠である。 

持続性 ： 種子検査には必要な機材であるため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 種子サンプルの分析では様々な場面で重量を計測するが、用途に対して電子天秤を

使い分ける必要がある。本機材は、現場から送付された種子サンプル（通常 500g～

1kg）の重量を測定するために必要不可欠な機材である。その後均分器を使って試験

項目にあわせた少量のワーキングサンプルに分割したのちは精密な電子天秤で測定

する。 

数量 ： ホー事務所に 1 台の整備を計画する。 

 

1-4 中型電子天秤（0.001g～100g 用/1 台） 

機材概要 ：種子の重量を計測する実験機器 

整備先 ： PPRSD ホー事務所 

使用目的 ：種子室内検査における試料の重量「0.001g～100g」を測定する。 

選定経緯 ： WIS のコメ種子検査を実施するホー事務所は重量計を保有しているが、経年劣化に

より精度が落ちており、満足な検査結果を得られていないため。 

効果 ： 種子検査には重量の測定が不可欠である。 

持続性 ： 種子検査には必要な機材であるため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ：用途に対して電子天秤を使い分ける必要がある。当該電子天秤（最小表示設定 0.001g）
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は、種子室内検査の Purity 検査 7、千粒重の計測、種子水分量をオーブン方式にて精

密に検査する際に使用する。Purity 検査ではわずか 70g のワーキングサンプルから微

量の異種籾、夾雑物を判別し、その重量を測定しなくてはならない。そのため種子

室内検査において 0.001g まで測定可能な精密な電子天秤は不可欠の機材である。 

数量 ： ホー事務所に 1 台の整備を計画する。 

 

1-5 実験室用エアコン （1 台） 

機材概要 ：実験室の空調設備 

整備先 ： PPRSD ホー事務所 

使用目的 ：実験室の室温を適正に保つもの 

選定経緯 ： WIS のコメ種子検査を実施するホー事務所の実験室には空調設備（エアコン）が設

置されておらず、作業効率が落ちているため。 

効果 ： 種子の室内検査では、1,000 粒程度のサンプルから異種籾や夾雑物をピンセット等で

除外して計測するといった集中力を要する作業が連続するため、エアコン設置によ

り作業の効率化や品質向上に寄与する。 

持続性 ：ガーナは熱帯性気候であり年間を通して高温多湿のため、持続的な機材使用が見込ま

れる。 

妥当性 ： 高温時に窓を開放すると、外気の風が吹き込み種子検査台上に展開した微量な試料

が風で飛ばされ紛失することに加え、風の影響下では精密電子天秤での計量にも影

響する。一方、窓を閉め切ると高温のため作業環境が著しく悪化するためエアコン

を調達する妥当性は高い。なお、ホー事務所の実験室の広さから、20 ㎡程度に対応

するエアコンの整備を計画する。 

数量 ： ホー事務所に 1 台の整備を計画する。 

 

2) コンバインハーベスター 

2-1 コンバインハーベスター（8 台） 

機材概要 ：稲の収穫および脱穀を同時に行う農業機械 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：収穫作業の省力化および適期での収穫作業のため。 

選定経緯 ： 種子生産農家は民間の賃耕サービスを利用して収穫作業を行っているが、絶対数が

不足していること、また賃耕サービスのコンバインハーベスターは食用米の収穫に

も使用しており、異品種混入のリスクが高いため。 

効果 ： 対象の 4 灌漑地区は種子生産用の機材は保有しておらず、また民間で賃耕用のコン

バインハーベスターの台数も不足しており、現状では適期での収穫が困難である圃

                                                        
7 Purity 検査（Purity Analysis）とは、整粒・形質、異品種粒、異種穀物粒、異物混入の検査のことをいう。 
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場も多い。このため、適切なタイミングでの収穫が可能となり、過剰な登熟による

ロスなどが軽減されるだけでなく、種子専用のコンバインハーベスターを導入する

ことで、異品種混入（特に食用米）が大幅に軽減する。 

持続性 ： いずれの灌漑地区においても、コンバインハーベスターの数は不足しており、持続

的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 人手不足の慢性化や人件費の高騰により、収穫作業におけるコンバインハーベスタ

ーの利用は必要不可欠であり、調達の妥当性は高い。なお、ガーナの道路交通規則

（2012 年施行）によると、ガーナで許可申請なしに通行可能な車両の最大幅は

2,550mm である。コンバインハーベスターは運搬用トラックに搭載して公道走行す

る予定のため、幅 2,550mm 以下の機材を計画する。 

数量 ：既述のように、種子圃場面積は目標年（2027 年）に現在値から 2 倍となっていると

想定している。また整備予定のコンバインハーベスターの 1 台 1 日当たりの作業量

は現地調査等から 1.5ha と想定した。さらに収穫適期は、地域でほぼ一斉に収穫移植

が実施されている現状から、概ね収穫期間を 1～2 週間程度と想定し、この期間内で

収穫作業がほぼ終了するような機材台数を設定した。表 3-4 に整備予定台数と収穫

日数の想定を示す。なお、整備予定台数は異品種混入のリスクを最小限にするため

に、整備先 1 ヵ所当たり最低台数を 2 台として計画する。 
 

表 3-4：整備予定台数と想定収穫日数の関係 

2021年（ha） 2027年（ha） 合計
C.S. 28.0 56.0
F.S. 1.0 2.0

WIS C.S. 19.0 38.5 38.5 2 3 13
B.S 1.5 3.0
F.S. 4.5 9.0

TIS C.S. 25.0 50.6 50.6 2 3 17
※作業量は1日1.5haで計算 （出典：調査団作成）

想定収穫
日数

1日当たりの作
業量（ha）

種子圃場面積（1作期）

58.0

12.1 2

2 3 19

43BIS

灌漑地区 栽培種子

KIS

供与予定
台数

 

 

2-2 内部清掃用エアブロアー （8 基） 

機材概要 ：コンバインハーベスターの内部清掃用の機材 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：種子収穫後の内部清掃作業を行い、異品種混入を防ぐ。 

選定経緯 ： 種子生産で最も配慮する必要があるのは、異品種混入である。異品種混入を防ぐた

めには、機械の使用前に清掃を徹底して行う必要がある。内部清掃は、コンバイン

ハーベスターの掃除フタを開放し、エアブロアーでまずは比較的広範囲にエアを吹

き付け、迅速に清掃する必要があるため。 

効果 ： 種子の異品種混入を防ぐためには、コンバインハーベスター内部の清掃は必須であ

る。エアブロアーによる内部清掃は、広範囲に大容量のエアを吹き付けられ、作業
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時間短縮に効果がある。 

持続性 ： 種子刈り取り後、品種の異なる種子の刈り取り前には必ずコンバインハーベスター

の内部清掃が必要となる。そのため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 異品種混入に寄与するため、調達の妥当性は高い。なお、エアブロアーは圃場近傍

で内部清掃を実施することを想定し、携帯性、操作性に優れている背負型、エンジ

ン式の整備を計画する。 

数量 ： コンバインハーベスター1 台につき 1 基を基本として、合計 8 基の整備を計画する。 

 

2-3 内部清掃用エアダスター （8 基） 
機材概要 ：コンバインハーベスターの内部清掃用の機材 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：種子収穫後の内部清掃作業を行い、異品種混入を防ぐ。 

選定経緯 ： 種子生産で最も配慮する必要があるのは、異品種混入である。異品種混入を防ぐた

めには、機械の使用前に清掃を徹底して行う必要がある。内部清掃では、コンバイ

ンハーベスターの掃除フタを開放し、エアブロアーでまずは比較的広範囲にエアを

吹き付けた後、エアブロアーでは除去できない受継部などの狭く複雑な部位の機内

残を清掃する必要があるため。 

効果 ： 種子の異品種混入を防ぐためには、コンバインハーベスター内部の清掃は必須であ

る。エアブロアーによる内部清掃で広範囲に大容量のエアを吹き付けた後、エアダ

スターで狭く複雑な部位の機内残を清掃することが可能になり、清掃の徹底に効果

がある。 

持続性 ： 種子刈り取り後、品種の異なる種子の刈り取り前には必ずコンバインハーベスター

の内部清掃が必要となる。そのため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 異品種混入に寄与するため、調達の妥当性は高い。なお、エアダスターに接続する

コンプレッサーは圃場近傍で内部清掃を実施することを想定し、携帯性、操作性に

優れているエンジン式を計画する。 

数量 ： コンバインハーベスター1 台につき 1 基を基本として、合計 8 基の整備を計画する。 

 

2-4 脚部清掃用高圧洗浄機 （8 基） 

機材概要 ：コンバインハーベスターの履帯、スプロケット等（いわゆる足回り）の清掃用  

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：種子収穫後の履帯、スプロケット等の清掃作業を行い、異品種混入を防ぐ。 

選定経緯 ： 異品種混入を防ぐためには、機械の使用前に清掃を徹底して行う必要がある。種子

圃場の土壌にも異品種籾が付着しており、脚部を高圧水で清掃する必要があるため。 

効果 ： 種子の異品種混入を徹底するためには、コンバインハーベスター脚部の清掃も必要

である。履帯、スプロケットを、ブラシなどを用いて洗浄しても不十分であり、清
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掃の徹底に効果がある。 

持続性 ： 種子刈り取り後、品種の異なる種子の刈り取り前にはコンバインハーベスターの脚

部清掃が必要となる。そのため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 異品種混入に寄与するため、調達の妥当性は高い。なお、高圧洗浄機は圃場近傍で

の脚部清掃を実施することを想定し、携帯性、操作性に優れているエンジン式を計

画する。 

数量 ：コンバインハーベスター1 台につき 1 基を基本として、合計 8 基の整備を計画する。 

 

3) コンバインハーベスター運搬用トラック 

3-1 コンバインハーベスター運搬用トラック（8 台） 
機材概要 ：コンバインハーベスターを運搬する車両 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：コンバインハーベスター及び人員・清掃用機材を運搬するもの。 

選定経緯 ： コンバインハーベスターは自走可能であるが、乾燥した路上を長時間移動させるこ

とでクローラー自身を損耗するだけでなく、移動速度も遅い。そのため、クローラ

ー保護および移動時間短縮のために運搬用車両が必要なため。 

効果 ： コンバインハーベスターの運搬によりクローラー保護、移動時間短縮につながるだ

けでなく、清掃用機材を運搬することで、コンバインハーベスターの清掃が圃場近

傍で可能となり、さらなる時間の短縮効果が見込まれる。 

持続性 ： コンバインハーベスター使用時には必ず必要であることから、持続的な機材使用が

見込まれる。 

妥当性 ： GIDA はコンバインハーベスターを運搬可能な車輌を保有していないため、調達の妥

当性は高い。なお、ガーナの道路交通規則（2012 年施行）によると、ガーナで許可

申請なしに通行可能な車両の最大幅は 2,550mm である。コンバインハーベスターは

幅 2,550mm 以下の機材を計画しており、このコンバインハーベスターが搭載可能な

低床トラックを計画する。 

数量 ： コンバインハーベスター1 台につき 1 台を基本として、合計 8 台の整備を計画する。 

 

3-2 ラダー （8 セット） 
機材概要 ：運搬車両にコンバインハーベスターを積み下ろしするための金属製はしご 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：コンバインハーベスター運搬用トラックにコンバインハーベスターを安全に積み下ろ

しするためのもの。 

選定経緯 ： コンバインハーベスターを運搬用トラックに搭載するため。 

効果 ： セーフティローダーを使用するよりも維持管理費が掛からず、低床車との組み合わ

せで安全に積み下ろしが可能となる。 
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持続性 ： コンバインハーベスター使用時には必ず必要であることから、持続的な機材使用が

見込まれる。 

妥当性 ： 運搬用トラックへの積み下ろしには必須の機材のため、妥当性は高い。 

数量 ： 運搬用トラック 1 台に 1 基が必要なため、運搬用トラック台数と同数の合計 8 セッ

トの整備を計画する。 

 

4) 種子運搬用トラック 

4-1 種子運搬用トラック（8 台） 
 機材概要 ：種子の生産から選別にかけての工程で必要な運搬作業を行うトラック 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：圃場から収穫後処理の工程（ドライヤード、選別施設、保管倉庫等）において種子を

運搬するためのもの。 

選定経緯 ： 現状は種子農家が手配したトラックを用いて種子運搬が行われているが、種子運搬

専用車両でなければ異種混入のリスクがあるため。 

効果 ： 種子運搬のための専用車両を導入することで、異種混入のリスクが軽減されること

に加えて、種子農家の需要に応じた運搬が可能となる。また、収穫後処理の各工程

の省力化に繋がる。 

持続性 ：収穫後処理以降の工程で種子の移動は確実に生じること、また生産量増加と共に運搬

量も増加することが予測され、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 各灌漑地区は、種子運搬用の車両を保有していないため、調達の妥当性は高い。な

お、1ha あたり 4t～5t の収穫が見込まれるため、種子農家 1 軒あたりの圃場面積を

2ha として、1 回の収穫作業で 4 往復程度を見込み、平ボディー、最大積載量 3t 程度

のトラックの整備を計画する。 

数量 ： 種子収穫後に速やかに行うべき工程は、乾燥である。各灌漑地区とも、コンバイン

ハーベスターで収穫した籾をドライヤードに運搬して乾燥させるため、コンバイン

ハーベスターと同数の整備を計画する。 

 

5) 自動気象観測機材 

5-1 自動気象観測機材（4 基） 

機材概要 ：種子生産における基本的な気象データを収集する 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：基礎的な気象データを収集し、不作の原因解明を行うもの。 

選定経緯 ： 不作の原因を気象的に解明するため。 

効果 ： 不作の原因を気象的な要因で解明することにより、灌漑用水管理や作付けする品種

の選定による不作リスク分散といった対応策を考えることが可能となる。 
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持続性 ： 各灌漑地区にはアグロノミストが所属しており、農家への栽培指導を行っている。

日々の観測データは気象観測機材に蓄積され、簡易に統計が可能であることから、

栽培指導の際に利活用するようにソフトコンポーネントで指導することで、持続性

を担保する。 

妥当性 ： 不作の原因としては施肥不足などの人為的な要因も考えられるが、気象的な要因で

あることが多い。調達を計画している機材によって種子生産者の圃場面積、品種に

よる施肥のタイミングなどが正確に把握された状況下で、イネの生育に直接関係す

る気温や降水量に加え、気温と日射量から出穂・登熟期の高温障害の発生程度、温

度・湿度変化と病害の発生、出穂期の強い風による不稔・籾ずれの発生を推定する

ことができる。不作になった場合、客観的な要因を本機材によって収集されたデー

タを解析することで、次期作以降の対策となること、また農家の栽培技術の向上に

も繋がるため、妥当性は高い。また GIDA に整備することから、灌漑用水の蒸発散

量の推定にも寄与する。なお、観測項目は、気温、相対湿度、降水量、日射量、風

速、風向とする。 

数量 ： 各灌漑地区に 1 基ずつ、合計 4 基を整備する。 

 

6) 圃場面積測定地図作成機材 

6-1 マルチコプタードローン（8 基） 

機材概要 ：正確な面積測定を行うための機材  

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS、PPRSD（本部、ホー事務所、タマレ事務所、ボルガタンガ事

務所） 

使用目的 ：正確な種子圃場面積や位置等を取得するもの。なお、GIDA および PPRSD で使用目

的や必要な情報が異なる。（表 3-5 参照） 

 

表 3-5：GIDA と PPRSD のドローンの使用目的 

GIDA PPRSD

目的 種子生産管理のために、種子圃場位置や面積などの
基本情報が必要。

圃場審査で異株と雑草をチェックするため、審査対象と
なる圃場を特定し、審査計画を作成するための詳細情
報が必要。

撮影方法
CS農家の面積を確認するためにドローンを活用する。
そのため、高度を高く保ち広く撮影することになる。高
度120mで、100ha規模の撮影を想定。

詳細な圃場情報が必要であり、高度30m程度で1回
の空撮で1筆を撮影することを想定。

必要な解像度 3-5cm／ピクセルの画像 1cm以下／ピクセルの画像
（出典：調査団作成）  

 

選定経緯 ：GIDA、PPRSD ともにドローンを保有しておらず、各灌漑地区では種子農家からの聞

き取りによって栽培面積を把握しており、正確な圃場面積を集計することが必要で

あるため。また、位置情報も同時に把握することで、灌漑地区全体の生産管理や機

材利用計画の立案に有益であるため 
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効果 ： 正確な栽培面積の確定は種子の生産管理に必要である。また、本プロジェクトの効

果測定（定量的効果指標）にも有用である。 

持続性 ：ソフトコンポーネントにおいて、種子栽培面積測定の活動を実施予定である。活動で

は、使用者に本機材を用いた定期的な栽培面積測定の必要性を理解させ、持続的な

機材使用を担保する。 

妥当性 ： 正確な栽培面積は、単収をはじめとする種子生産のための基本データの算出に必須

であるため、本機材の調達の妥当性は高い。 

数量 ： なお、種子生産を実施する GIDA および種子検査を実施する PPRSD 事務所の双方に

1 基ずつ、合計 8 基の整備を計画する。 

 

6-2 マルチコプタードローン用タブレット（8 基） 
機材概要 ：ドローンの自動操縦用の機材 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS、PPRSD（本部、ホー事務所、タマレ事務所、ボルガタンガ事

務所） 

使用目的 ：プログラムをインストールして、ドローンを自動制御するもの。 

選定経緯 ：マルチコプタードローンを自動制御するためには必須であるため。 

効果 ： 本機材を使用することで、コントローラーを用いた手動での操縦が不要となる。格

段に操作性が向上するため、対象圃場を的確に測定することが可能となり、時間的

な短縮と測定結果の精度向上に効果が期待出来る。 

持続性 ：ソフトコンポーネントにおいて、種子栽培面積測定の活動を実施予定である。活動で

は、使用者に本機材を用いた定期的な栽培面積測定の必要性を理解させ、持続的な

機材使用を担保する。 

妥当性 ： ドローンの自動操縦には必須であるため、本機材の調達の妥当性は高い。 

数量 ： 対象灌漑地区、PPRSD 事務所に 1 基ずつ、合計 8 基の整備を計画する。 

 

6-3 計算用ラップトップ PC（8 台） 
機材概要 ：ドローンで撮影した画像や映像をより効率的にデータ処理・編集するための機材。 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS、PPRSD（本部、ホー事務所、タマレ事務所、ボルガタンガ事

務所） 

使用目的 ：ドローンで収集したデータを処理・編集するもの。 

選定経緯 ：マルチコプタードローンで撮影した画像や映像をデータ処理・編集するためには必

須であるため。 

効果 ： 本機材を使用することで、マルチコプタードローンで撮影した画像や映像を効率的

にデータ処理・編集することができ、正確な種子栽培面積の把握が実現する。 

持続性 ： ソフトコンポーネントにおいて、種子栽培面積測定の活動を実施予定である。活動

では、使用者に本機材を用いた定期的な栽培面積測定の必要性を理解させ、持続的
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な機材使用を担保する。 

妥当性 ： ドローンで収集したデータを処理・編集するためには必須であるため、本機材の調

達の妥当性は高い。 

数量 ： 対象灌漑地区、PPRSD 事務所に 1 台ずつ、合計 8 基の整備を計画する。 

 

7) 種子選別機 

7-1-1、7-1-2 種子選別機（直管タイプ 5 基、曲管タイプ 6 基） 
機材概要 ：収穫後に乾燥させた種籾を粗選精選して適切な種子を選別する機械 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務所）、SARI 

使用目的 ：収穫後に乾燥させた種籾を粗選精選するもの。 

選定経緯 ：KIS、WIS、TIS では収穫された CS 籾は直ちにドライヤードに送られ、乾燥工程を経

て種子選別工程（粗選）された後、次の作期まで倉庫などで保管されている。種子

選別工程においては、いずれの地区とも人力または唐箕を用いて粗選されているが、

唐箕であっても 1ha あたりの収穫量（約 5t）でも 2～3 日程度かかるなど、多大な労

力が掛かっている。このため、迅速かつ経費を抑えた種子選別のためには種子選別

機の導入が不可欠であるため。 

一方、PPRSD タマレ事務所及びボルガタンガ事務所では、圃場検査に合格した CS

を受け入れた後に選別機を用いて粗選しているが、タマレ事務所の現在稼働中の機

材は設置後 40 年程度経過していることから、更新が必要な時期に差し掛かっている

こと、PPRSD ボルガタンガ事務所の現在稼働中の機材ではトノ及び周辺地域の種子

を粗選精選しているが、スクリーンは 1 種類しかなく、また旧式のため交換が出来

ない。そのため、栽培される品種に適したスクリーンに交換出来ないため。 

また、SARI は近隣の種子生産農家に委託して生産した BS、FS の粗選を行っている

が、ボルガタンガ事務所と同様、旧式のためスクリーンの交換が難しく現在は人力

で風選を行っている。そのため、0.1 ミリ単位での充実度の選別が出来ないため 

効果 ： 本機材を使用することで、0.1 ミリ単位での種子選別が実現する。また、種子の品質

向上に効果的である。 

持続性 ： 既存機材は経年劣化が見られるが、維持管理を行い長期間に亘り使用している。本

機材も適正に維持管理を行うことで長期使用が可能であるため、持続的な機材使用

が見込まれる。なお、持続性を担保するために、風選別と比重選別一体型の機材を

計画とする。一体型ではない場合、機能ごとに機械が必要になり、各々の機械にモ

ーターが設置されることから維持管理費、特に電気代が増大すること、また、風選

機から比重選機に原料を送る際にバケットエレベーターが必要となるが、必要な設

置高が確保出来ないこと、バケットエレベーターの維持管理費や難易度の高い清掃

が発生することなどから、利用者にデメリットが多い。一方、一体型の場合は、維

持管理作業の負担も 1 台分でよく、作業手順が単純化されるため、品種の交じり等

のリスクも少なく済むなど、利用者にとって利便性が高い。 
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妥当性 ： 種子選別工程の効率化、省力化には必要不可欠の機材であり、整備の妥当性は高い。

なお、現地調査の結果、各灌漑地区での種子農家 1 軒当たりの平均圃場面積が 1ha
前後であった。平均収量を 5t/ha とすると 1 農家あたりの 1 作期の平均収量は概ね 5t

となる。1 日当たり 7 時間程度の稼働を想定すると、1t/時間程度の処理量が必要とな

る。なお、異品種混入を排除する目的から、0.5t/時間の機材を 2 基配置することで、

1t/時間の処理量を確保する。また、機材設置予定箇所には、3-2-2-1(3)1)に記載のよ

うに、簡易的なシェードも設置する。 

数量 ： GIDA の 3 灌漑地区、PPRSD の 2 事務所には 2 基ずつ、SARI については、設置場所

が確保出来ないことから 1 基を調達し、合計 11 基を計画する。なお、既存建屋の開

口部から夾雑物を排出するための配管を行う予定としており、機材設置位置によっ

ては配管を水平方向に曲げて配置することが必要である。具体的には、WIS、PPRSD

の 2 事務所の 6 基については水平曲管を使用する（曲管タイプ）。それ以外の地区

の 5 基は使用しない（直管タイプ）。 

 

7-2 秤（22 基） 
機材概要 ：種籾の重量を計量する機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務所）、SARI 

使用目的 ：選別前後の種籾の重さを計量し、歩留まり 8を算出する。 

選定経緯 ： 種子選別工程において、歩留まりは重要な指標である。歩留まりを算出するために

必要な計量を行う機材が必要であるため。 

効果 ：種子選別機はスクリーンの孔径や振動速度等によって選別の強度を調整可能である。

しかし、選別の強度を上げ過ぎると除去される種籾の重量が増加し、本来除去する

必要のない種籾が除去される可能性が高くなる一方、強度が低いと発芽率が低くな

る可能性がある。このため、歩留まりの算出を通して適切な選別強度の設定が期待

できる。 

持続性 ：ソフトコンポーネントにおいて、種子選別の工程について本機材の取り扱いや活用方

法を含めた活動を実施する予定としている。この活動の中で、歩留まりの算出の重

要性に触れる予定としており、本機材の持続的な機材使用を担保する。 

妥当性 ： 歩留まりは種子生産者の収入にも直結するため、調達の妥当性は高い。なお、測定

範囲は 0～100kg 程度とする。 

数量 ： 種子選別機 1 基に対して 2 基ずつ、合計 22 基の整備を計画する。 

 

7-3 内部清掃用エアブロアー（6 基） 
機材概要 ：種子選別機の内部清掃用の機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務所）、SARI 

                                                        
8 歩留まりは選別前の籾（原料）と選別後の種子（製品）の重さの割合によって算出される。 
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使用目的 ：種子選別機の内部清掃作業を行い、異品種混入を防ぐ。 

選定経緯 ： 種子生産で最も配慮する必要があるのは、異品種混入である。異品種混入を防ぐた

めには、機械の使用前に清掃を徹底して行う必要がある。清掃では、スクリーンを

含む原料投入口から製品排出口までの経路を、エアブロアーでまずは比較的広範囲

にエアを吹き付け、迅速に清掃する必要があるため。 

効果 ： 種子の異品種混入を防ぐためには、種子選別機の清掃は必須である。エアブロアー

による清掃は、広範囲に大容量のエアを吹き付けられ、作業時間短縮に効果がある。 

持続性 ： 品種の異なる種子選別の前には必ず種子選別機の清掃が必要となる。そのため、持

続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 異品種混入に寄与するため、調達の妥当性は高い。なお、エアブロアーは種子選別

機近傍で内部清掃を実施することを想定し、携帯性、操作性に優れている背負型、

充電式を計画する。 

数量 ： 種子選別機の整備場所 1 ヵ所につき 1 基を基本として、合計 6 基の整備を計画する。 

 

7-4 内部清掃用エアダスター （6 基） 
機材概要 ：種子選別機の内部清掃用の機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務所）、SARI 

使用目的 ：種子選別機の内部清掃作業を行い、異品種混入を防ぐ。 

選定経緯 ： 種子生産で最も配慮する必要があるのは、異品種混入である。異品種混入を防ぐた

めには、機械の使用前に清掃を徹底して行う必要がある。清掃では、スクリーンを

含む原料投入口から製品排出口までの経路を、エアブロアーでまずは比較的広範囲

にエアを吹き付けた後、エアブロアーでは除去できない狭く複雑な部位の機内残を

清掃する必要があるため。 

効果 ： 種子の異品種混入を防ぐためには、種子選別機内部の清掃は必須である。エアブロ

アーによる内部清掃で広範囲に大容量のエアを吹き付けた後、エアダスターで狭く

複雑な部位の機内残を清掃することが可能になり、清掃の徹底に効果がある。 

持続性 ： 品種の異なる種子選別の前には必ず種子選別機の内部清掃が必要となる。そのため、

持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 異品種混入に寄与するため、調達の妥当性は高い。なお、エアダスターに接続する

コンプレッサーは電気式の整備を計画する。 

数量 ： 種子選別機の整備場所 1 ヵ所につき 1 基を基本として、合計 6 基の整備を計画する。 
 

7-5 パレット （88 基） 
機材概要 ：種子選別機周辺での作業用機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務所）、SARI 

使用目的 ：種子選別機周囲に配置して、原料、製品の仮置きを行う。 
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選定経緯 ： 室内での種子の移動はすべて人力に頼ることになる。このため、種子選別機前後に

本機材を配置して、原料、製品の入った袋を床から少しでも高い位置に置き、作業

と管理の効率性を向上させる必要があるため。また、コンクリートの床に直置きし

た場合には袋が破損・汚損する恐れがあり、このリスクを低減させるため。 

効果 ： 作業の効率性が向上することにより、作業時間の短縮に効果がある。 

持続性 ： 特別な維持管理は必要なく、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 種子選別機前後での効率的な人力による運搬作業に寄与するため、調達の妥当性は

高い。 

数量 ： 種子選別機 1 基につき 8 基を基本として、合計 88 基の整備を計画する。 

 

8) 低温貯蔵庫 

8-1-1、8-2-1、8-3-1、8-4-1 低温貯蔵庫（4 式） 
機材概要 ：低温により種子の発芽率を維持する機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、SARI 

使用目的 ：播種直前まで発芽率の低下を抑える。 

選定経緯 ： 種子生産者が種籾を生産し、検査後に BS、FS、CS と認定された後、次の播種まで

の間は既存の倉庫に袋入りで常温保存されている。対象地域の平均最高気温はいず

れも 30℃前後であり、倉庫内の温度は 30℃を超えており 9、種子の発芽率（検査基

準では発芽率 80％以上）への影響が懸念されているため。なお、BIS は SARI の委託

により BS、FS を生産しており、生産された種子は全て SARI に運搬・保存されてい

るため、低温貯蔵庫は SARI に設置する。また、PPRSD には種子貯蔵の機能がない

ため整備しない。 

効果 ： 本機材を適切に使用することで、発芽率を短～長期間維持した種子の保管が可能と

なる。 

持続性 ：原則的に特別な機材の維持管理は必要なく、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 種子の品質向上に直接的に寄与するため、調達の妥当性は高い。 

１）BS について 

BS は種子フローの最上位に位置し、高い品質と種子量の確保が求められる。その

ため、高い発芽率を確保し長期間貯蔵可能な低温貯蔵庫が不可欠である。 

SARI は多品種の BS 生産を行っているが、増殖頻度が増えると混種リスクが高くな

る。そのため余裕をもって生産し、年間の品種増殖数を減じ、複数年の間貯蔵した

BS を計画的に FS 生産へ供給する。また供給安定の観点から、突発的な気象災害、病

虫害の発生の発生で多大なロスが発生した場合の緊急用として備蓄しておく必要か

ら、BS 保管温度は中～長期間保存が可能な 4℃に設定した。 

 

                                                        
9 例えば KISの CS保管場所の室内温度は訪問時では 33℃であった。 
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２）FS、CS について 

FS、CS は BS とは異なるレベルであるが、高温条件下で次期作付まで高い発芽

率を維持し適切に保管することを念頭においた。なお、KIS、WIS、TIS および SARI

の各々の箇所では、既存建屋の制約により、貯蔵庫の容量が制限されることもあり、

収穫された種子の全量が貯蔵できない（表 3-6）。 

しかし部分的でも 1 年～2 年間貯蔵可能な施設があれば、在庫が発生した場合の

対処が容易となる。高い発芽率を維持し貯穀害虫による損傷も抑えたまま、計画的

に翌年、必要な農家へ届けることが可能で、種子のロスを低減し、毎年安定した供

給を計画的に行う上で部分的でも短期間の貯蔵施設は有効である。従って、FS、CS

保管は長期間を想定しない。 

なお、発芽率 90％以上が維持可能な期間は、保管する稲籾の含水率が 12％のと

きに最長 2 年とされる。このときの最適な温度は一般的に 10℃～15℃であるとされ

ていることから、整備予定の貯蔵庫の温度設置も同温度に設定した 。 

表 3-6：種子生産量の予測と貯蔵庫容量・用途  

面積（ha） 収量（t）※1 面積（ha） 収量（t）※
C.S. 28.0 140.0 56.0 280.0 34.6 12.3% 短期保管用
F.S. 1.0 5.0 2.0 10.0 11.5 115.2% 短期保管用

WIS C.S. 19.0 95.0 38.5 192.3 34.6 18.0% 短期保管用
TIS C.S. 25.0 125.0 50.6 253.0 31.7 12.5% 短期保管用

B.S. 1.5 7.5 3.0 15.0 10.8 72.0% 長期保管用
F.S. 4.5 22.5 9.0 45.0 28.8 64.0% 短期保管用

※収量は計算値（1haあたり5tの収穫量で計算） （出典：調査団作成）

用途
貯蔵庫
容量
（t）

カバー率

KIS

SARI
(BIS)

種子圃場面積と収量（1作期）
灌漑地区 2021年 2027年栽培種子

 
 

数量 ： KIS に FS 用、CS 用 1 式（各 1 基、合計 2 基）、WIS に CS 用 1 式（1 基）、TIS に

CS 用 1 式（1 基）、SARI に BS 用、FS 用 1 式（各 1 基、合計 2 基）の 4 式（合計 6

基）を調達する。 

 

8-1-2、8-2-2、8-3-2、8-4-2 非常用発電機 （4 式） 
機材概要 ：低温貯蔵庫に電源を供給する機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、SARI 

使用目的 ：停電時等に低温貯蔵庫に電源を供給し庫内の温度上昇を抑制するもの。 

選定経緯 ： 低温貯蔵庫設置予定箇所では、1 週間に 1 回につき 2 時間～4 時間程度の停電が生じ

ており、庫内温度を一定に保つ必要があるため。また、設置箇所によっては 30％程

度の電圧降下が頻繁に生じていると考えられ、低温貯蔵庫の冷却ユニットへの負荷

を軽減するため。 

効果 ： 本機材を適切に使用することで、庫内温度を一定に保つことが可能となり、種子の

発芽率の低減に効果を発する。 
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持続性 ：例えば KIS や SARI では事務所用または研究棟用に発電機を既に保有しており、本機

材の運転費（燃料費）を予算計上することは可能である。また、発電機の維持管理

は、定期的なオイルフィルターやエアフィルターの交換に留まり、専門的な知識は

不要である。したがって、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： SARI が位置するタマレ地区では 2015 年に日本の無償資金協力事業「ガーナ国配電

設備整備計画」によって一次変電所および配電線が整備され、SARI が位置している

ニャンパラ地区も当該事業の主要な影響範囲となっている。しかしながら、事業終

了後も外部要因によって、停電が生じることがあり、SARI へのヒアリングでは現在

でも停電時には発電機を稼働させ事務棟や研究棟の電力を供給していることが判明

した。また、SARI 以外の灌漑地区（KIS、WIS、TIS）では、配電グリッドの容量不

足により停電、電圧降下が生じている地域であり、庫内温度を一定に保つ必要が高

いことから、調達の妥当性が高い。 

数量 ： KIS の FS 用低温貯蔵庫用、CS 用低温貯蔵庫用に 1 式（合計 2 基）、WIS の CS 用低

温貯蔵庫用に 1 式（1 基）、TIS の CS 用低温貯蔵庫用に 1 式（1 基）、SARI の BS
用低温貯蔵庫と FS 用低温貯蔵庫用に 1 式（1 基）の合計 4 式（5 基）を整備する（表 

3-7 参照）。 

表 3-7：必要な発電機容量 

C.S. 34.6 9.8 12.25 37
F.S. 11.5 2.44 3.05 37

WIS C.S. 34.6 9.8 12.25 37
TIS C.S. 31.7 9.8 12.25 37

B.S※2 10.8 9.8 12.25
F.S. 28.8 2.44 3.05

※発電機容量は50Hz、三相4線200Vを想定した。 （出典：調査団作成）

KIS

SARI
(BIS) 50

灌漑地区 栽培種子 貯蔵庫容量
（t）

冷却ユニットの合計
定格消費電力

（kw）

機器入力電
力（kw）

必要な発電機
容量（KVA）

※

 

 

8-4-1、8-4-2、8-4-3、8-4-4 パレット （54 基） 
機材概要 ：低温貯蔵庫内の保存用機材 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、SARI 

使用目的 ：低温貯蔵庫内に配置して、種子保存袋の仮置きを行う。 

選定経緯：種子選別機で粗選された種子は低温貯蔵庫で保管されることになるが、製品の入った

袋を床に直置きした場合は、袋が破損する恐れがあり、このリスクを低減させる必

要があるため。また、冷蔵庫内に結露が発生し水滴が床に貯まり種子が損傷するこ

とを回避するとともに、保存袋を少しでも高い位置に置き、作業の効率性を向上さ

せる必要があるため。 

効果 ： 作業の効率性が向上することにより、作業時間の短縮に効果がある。適切な種子管

理ができるようになる。 

持続性 ： 特別な維持管理は必要なく、持続的な機材使用が見込まれる。 
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妥当性 ： 低温貯蔵庫内の種子管理に寄与するため、調達の妥当性は高い。 

数量 ： KIS の FS 用低温貯蔵庫用に 4 基、CS 用低温貯蔵庫用に 11 基、WIS の CS 用低温貯

蔵庫用に 11 基、TIS の CS 用低温貯蔵庫用に 11 基、SARI の BS 用低温貯蔵庫用に 6

基、FS 用低温貯蔵庫用に 11 基の合計 54 基を整備する。なお、FS、CS 保管時には 1

パレットに 45kg 袋を 64 袋（2.8t）、BS 保管時には低温で保管する必要があること

から冷却効率を高めるため 1 パレットに 45kg 袋を 40 袋（1.8t）の保管を目安として

計算した。 

 

9) 歩行型田植え機 

9-1 歩行型田植え機 （2 台） 
機材概要 ：水稲苗の植え付け（田植）を行うための機材 

整備先 ： KIS 

使用目的 ：育苗されたイネを移植するためのもの。 

選定経緯 ： 稲作において労働力が不足している田植え作業を省力化できるためことに加え、歩

行型田植え機導入で種子生産に適した栽植様式（整条植え）を容易にする。 

効果 ： 労働力不足を補うだけでなく、田植え作業の効率化に寄与する。また本機材導入に

よる課題、教訓、提言を GIDA 内や他の灌漑地区と共有することで、田植え技術の

向上にも寄与する。 

持続性 ： 本機材を整備する予定の KIS では種子生産技術が高く、本機材整備完了時には JICA

の技術協力プロジェクト「稲作生産性向上プロジェクト」（GRIP）が実施中である

ことから、持続的な機材使用が見込まれる。ただし、歩行型田植え機は植付部の構

造が複雑であることや泥水中での作業となるため他の農業機械に比して消耗が激し

く、洗浄やグリスアップを常に行う必要があるため、ソフトコンポーネントや GRIP

のサポートを通して技術習得する機会を設定することが重要である。 

妥当性 ： 種子生産では、異株の観察除去、雑草除去等、圃場管理が容易になるよう縦横の列

を一定間隔で揃える整条植えが基本とされる。しかし労働者不足のために現地では

植え列を揃えない乱雑植えが行われており、管理不十分の結果、品質低下に繋がっ

ている。歩行型田植え機導入により、田植え作業を省力化すると同時に、種子生産

に適した整条植えを容易にする。一方、歩行型田植え機は、育苗管理と、代掻きに

よる田面の均平化および水位調整の技術習得は必須であり、特に後者は高度な技術

を必要とする。更に、苗の密度、苗箱の数、代かきおよび水位の設定方法は各々の

圃場で異なるため、経験を重ねて適切な方法を編み出す必要がある。そのため、GIDA

職員が意欲的であること、また、機材調達時に技術指導を受けられる環境であるこ

とが必須となる。KIS においては、これらの条件を満たすため、調達の妥当性は高い

と判断した。なお、仕様については、軽量で取り回しの簡易な歩行型の 4 条植え、

凸凹が多い圃場であっても植付深さを一定に保つため自動水平制御が可能な機種と

する。 
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数量 ： 種子生産技術が高く、定期的に技術指導を受ける体制が整う KISに 2台を整備する。

本機材は複雑な機能が多く、メインテナンスに時間が掛かることを想定し複数台の

整備を計画する。 

 

9-2 育苗箱 （1,200 箱） 
機材概要 ：イネの苗を育苗するための機材 

整備先 ： KIS 

使用目的 ：イネの苗を歩行型田植え機用に育苗するためのもの。 

選定経緯 ： 田植え機での移植作業には必須の機材であるため。 

効果 ： 移植作業の効率化に効果的である。 

持続性 ：歩行型田植え機を用いた移植作業には必ず使用するため、持続的な機材使用が見込ま

れる。 

妥当性 ：歩行型田植え機を用いた効率的な移植作業に寄与するため、調達の妥当性は高い。 

数量 ： KIS に 1,200 箱（200 箱/ha として、3ha×2）を整備する。 

 

10) 維持監理用工具 

10-1 コンバインハーベスター用維持管理用工具（4 セット） 
機材概要 ：機械整備（特にコンバインハーベスター）に使用するための工具 

整備先 ： KIS、WIS、BIS、TIS 

使用目的 ：機材（特にコンバインハーベスター）を整備するもの。 

選定経緯 ： コンバインハーベスターを調達予定の灌漑地区のうち、KIS、WIS、BIS にはワーク

ショップがあるが、工具は老朽化しているか散逸している。また TIS にはワークシ

ョップがないため、工具類は保有していない。このため、整備に必要な工具類が不

足しているため。 

効果 ：コンバインハーベスターの整備に必要な工具類である。 

持続性 ： ワークショップ常備の工具となるため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： コンバインハーベスターの維持管理には必要不可欠であり、調達の妥当性は高い。 

数量 ： コンバインハーベスター整備予定の KIS、WIS、BIS、TIS に各 1 セットの調達を計

画する。圃場での使用も考慮し、持ち運びが容易なボックスに収納する。 

 

10-2 種子選別機用維持管理用工具（6 セット） 
機材概要 ：機械整備（特に種子選別機）に使用するための工具 

整備先 ： KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務所）、SARI 

使用目的 ：機材（特に種子選別機）を整備するもの。 
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選定経緯 ： 種子選別機を調達予定の灌漑地区のうち、KIS、WIS、BIS、SARI にはワークショッ

プがあるが、工具は老朽化しているか散逸している。また TIS、 PPRSD のタマレ事

務所、ボルガタンガ事務所には既存の種子選別機があるが、工具類はほとんど保有

していない。このため、整備に必要な工具類が不足しているため。 

効果 ：種子選別機の整備に必要な工具類である。 

持続性 ： 各整備先常備の工具となるため、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ： 種子選別機の維持管理には必要不可欠であり、調達の妥当性は高い。 

数量 ： 種子選別機整備予定の KIS、WIS、TIS、PPRSD（タマレ事務所、ボルガタンガ事務

所）、SARI に各 1 セット、合計 6 セットの調達を計画する。 

 

11) 圃場審査⽤⾞輌 

11-1 圃場審査⽤⾞輌（1 台） 
機材概要 ：圃場審査先まで移動するための 4WD 車両 

整備先 ：PPRSD 本部 

使用目的 ：PPRSD 本部、GSID 職員が地方事務所の圃場種子検査審査や室内種子検査の支援およ

びモニタリングのために使用するもの。 

選定経緯 ： 種子認証・規格規則（2018 年）によると、GSID 職員は種子認証の基準を満足させる

ために種子生産期間中に少なくとも 4 回圃場検査を実施することになっている。現

状では、PPRSD 地方事務所には認証書を発行する権限を有していないため、本部か

ら圃場検査に出向く必要があり、このための移動手段を確保するため。 

効果 ： 車輌を整備することで、PPRSD 本部からスタッフを地方事務所に派遣することが可

能となり、種子品質管理および認証機能が強化される。 

持続性 ： PPRSD 本部からの地方事務所への技術的な支援は年間を通して実施される予定であ

り、持続的な機材使用が見込まれる。 

妥当性 ：PPRSD 本部は種子検査用として移動車輌を 1 台保有しているが、既に 10 年以上使用

しており、頻繁に故障している。そのため、種子生産期間中の適切な時期での地方

訪問に支障をきたしている。種子の認証審査の機能維持のためには必要不可欠であ

り、調達の妥当性は高い。 

数量 ： PPRSD 本部に 1 台の調達を計画する。 

 

以上の検討結果から、本事業では表 3-8 に示す機材構成を計画する。 
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表 3-8：整備予定機材の品目および整備先 

KIS WIS TIS BIS HQ タマレ ﾎﾞﾙｶﾞﾀﾝｶﾞ ﾎｰ
発芽試験機 3 1 1 1 6
卓上穀物水分計 1 1
中型電子天秤 1 1
小型電子天秤 1 1
実験室用エアコン 1 1
コンバインハーベスター 2 2 2 2 8
内部清掃用エアーブロアー 2 2 2 2 8
内部清掃用エアダスター 2 2 2 2 8
足部清掃用高圧洗浄機 2 2 2 2 8
ｺﾝﾊﾞｲﾝﾊｰﾍﾞｽﾀｰ運搬用ﾄﾗｯｸ 2 2 2 2 8
ラダー 2 2 2 2 8

4 種子運搬用ﾄﾗｯｸ 種子運搬用トラック 2 2 2 2 8
5 自動気象観測機材 自動気象観測機材 1 1 1 1 4

マルチコプタードローン 1 1 1 1 1 1 1 1 8
ﾏﾙﾁｺﾌﾟﾀｰﾄﾞﾛｰﾝ用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 1 1 1 1 1 1 1 1 8
計算用ラップトップPC 1 1 1 1 1 1 1 1 8

7-1-1 種子選別機(直管タイプ) 2 2 1 5
7-1-2 種子選別機(曲管タイプ) 2 2 2 6

秤 4 4 4 4 4 2 22
内部清掃用エアーブロアー 1 1 1 1 1 1 6
内部清掃用エアダスター 1 1 1 1 1 1 6
パレット 16 16 16 16 16 8 88

8-1-1 低温貯蔵庫（KIS） 3 3
8-1-2 非常用発電機（KIS） 2 2
8-1-3 パレット（KIS） 15 15
8-2-1 低温貯蔵庫（WIS） 2 2
8-2-2 非常用発電機（WIS） 1 1
8-2-3 パレット（WIS） 11 11
8-3-1 低温貯蔵庫（TIS） 2 2
8-3-2 非常用発電機（TIS） 1 1
8-3-3 パレット（TIS） 11 11
8-4-1 低温貯蔵庫（SARI） 3 3
8-4-2 非常用発電機（SARI） 1 1
8-4-3 パレット（SARI） 17 17

歩行型田植え機 2 2
育苗箱 1200 1200
ｺﾝﾊﾞｲﾝﾊｰﾍﾞｽﾀｰ用維持管理用工具 1 1 1 1 4
種子選別機用維持管理用工具 1 1 1 1 1 1 6

11 圃場審査用車両 圃場審査用車両 1 1
（出典：調査団作成）

コンバインハーベス
ター2

1 検査用資機材

6 圃場面積測定地
図作成機材

8-1

8-2

8-3

8-4

1-5
2-1
2-2
2-3
2-4

維持管理用工具10

3 コンバインハーベス
ター運搬用トラック

低温貯蔵庫8

7 種子選別機

9 歩行型田植え機

4-1
5-1
6-1

1-1
1-2
1-3
1-4

機材コンポーネント

10-2
11-1

7-4
7-5

9-1
9-2
10-1

6-2
6-3

7-2
7-3

7-1

3-1
3-2

SARI 合計
数量

品目機材番号 PPRSDGIDA

 
 

また、これらの整備機材の設置予定場所を表 3-9、機材配置計画図を図 3-3～7 に示す。 
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表 3-9：整備予定機材の設置予定場所 

倉庫 ワークショップ 検査室 その他
（事務所等）

コンバインハーベスター ○
コンバインハーベスター運搬用トラック ○
種子運搬用トラック ○
自動気象観測機材 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
種子選別機 ○
低温貯蔵庫 ○ ○
歩行型田植え機 ○
維持管理用工具 ○ ○
コンバインハーベスター ○
コンバインハーベスター運搬用トラック ○
種子運搬用トラック ○
自動気象観測機材 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
種子選別機 ○
低温貯蔵庫 ○
維持管理用工具 ○
コンバインハーベスター ○
コンバインハーベスター運搬用トラック ○
種子運搬用トラック ○
自動気象観測機材 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
種子選別機 ○
低温貯蔵庫 ○
維持管理用工具 ○ ○
コンバインハーベスター ○
コンバインハーベスター運搬用トラック ○
種子運搬用トラック ○
自動気象観測機材 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
維持管理用工具 ○
検査用資機材 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
圃場用審査用車両 ○
検査用資機材 ○
種子選別機 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
維持管理用工具 ○
検査用資機材 ○
種子選別機 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
維持管理用工具 ○
検査用資機材 ○
圃場面積測定地図作成機材 ○
種子選別機 ○
低温貯蔵庫 ○
維持管理用工具 ○

（出典：調査団作成）

SARI

BIS

ボルガタンガ

タマレ

本部

P
P
R
S
D

ホー

供与先

KIS

WIS

TIS

設置場所／常置場所
機材名
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図 3-3：機材配置計画図（KIS） 
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図 3-4：機材配置計画図（WIS、TIS） 
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図 3-5：機材配置計画図（PPRSD タマレ事務所、ボルガタンガ事務所） 
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図 3-6：機材配置計画図（SARI） 
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図 3-7：屋内屋根構造図 
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(3) 交換部品・消耗品の設計計画 

本事業では、コンバインハーベスター、種子選別機、歩行型田植え機については整備機材のおお

よそ 3 年分、それ以外の機材（車輌）については 1 年分の交換部品・消耗品を調達する。 

灌漑地区近傍の民間ワークショップなどに整備を依頼した場合、スペアパーツの入手には時間が

かかるため、ほとんどのケースでは共食い整備 10であることが判明している（正規代理店に依頼す

ると、部品調達に半年以上かかる）。このため、摩耗・消耗が激しい交換部品については、本事業

でまとまった数量を調達しておき、交換部品の在庫がなくなる前に発注するようソフトコンポーネ

ントなどの機会を利用して指導することで、継続的な調達機材の利用が可能なように配慮する。 
 

3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

(1) 基本事項 

本事業は、無償資金協力（施設・機材等調達方式）のスキームに則って実施される。無償資金協

力は、日本国政府とガーナ政府が事業目的・実施機関・無償資金協力の条件と金額について承認し、

E/N に基づいて提供される。E/N に続いて支払い条件、ガーナ政府の責任、調達の条件を定義する

ための G/A が JICA とガーナとの間で締結される。無償資金協力のもとでの調達にかかる手順の詳

細については、E/N 及び G/A 署名時に JICA とガーナとの間で合意される。本事業においては、JICA

は事業の適切な実施を促進する立場に立ち、生産品・役務は、無償資金協力のスキームに従って調

達・整備される。 
 

(2) 調達方法 

無償資金協力の資金は、原則として、日本国または被援助国の生産物ならびに日本国民または被

援助国民の役務を購入するために使用される。なお、無償資金協力の資金は、JICA 及び被援助国政

府（または政府が指定する当局）が必要と認める場合には第三国（日本国または被援助国以外）の

生産物の購入、または役務の購入にも使用することが可能である。ただし、無償資金協力を実施す

るにあたって必要とするコンサルタント、調達業者は「日本国民」に限定される。 

生産品、役務の調達をする資格のある入札参加者間に不公平が生じないよう、原則として調達業

者は、競争入札によって選定する。入札図書は、コンサルタントがガーナとの協議の上で作成する。 
 

(3) 相手国側実施体制 

本事業にかかる EA は MoFA、IA は GIDA、PPRSD、SARI である。プロジェクトを円滑に進め

るために、コンサルタント及び調達業者とガーナ側関係機関との密接な連絡及び協議が不可欠であ

るため、ガーナ側機関は、本事業の担当責任者を選任する必要がある。 
 

                                                        
10 機械を修理する際に、複数の機材の部品を組み合わせ、一つの正常な機材にする整備方法のこと。 
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(4) コンサルタント 

1) 入札開始前における業務 

コンサルタントは、協力準備調査において実施した業務と調査結果についてレビューする（詳細

設計調査（D/D））。また、レビュー後に入札図書を作成し、ガーナ政府から承認を得ることで、

業務の一貫性を保つ。 

2) 入札段階における業務 

コンサルタントは入札の実施段階において、以下の業務を実施する。 

▶ 入札図書（主として仕様書）の編纂・作成 

▶ 入札会の開催 

▶ 質問回答・アメンド案の作成 
▶ 入札評価の実施及び評価表・評価レポートの作成 

▶ 契約交渉の補助 

3) 調達監理段階における業務 

コンサルタントは調達監理段階において、調達業者から出荷された機材が要求された仕様及び数

量に則っているか、適切に設置されているかを確認する。また、初期操作指導等が必要とされた機

材については適宜立会い、当該指導の円滑な実施を監理する。 
 

(5) 調達業者 

我が国の無償資金協力の枠組に則り、一般公開入札により選定された日本国法人の調達業者が、

契約締結の上で、本事業に必要な資機材及び役務を提供し、機材を調達する。機材調達の完了後も

アフターサービスが必要と考えられるため、連絡及び調整についても十分に配慮する必要がある。 
 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

(1) 機材受け入れスペースの確保 

機材が到着するまでに、調達機材を受け入れるスペースをガーナ側が確保する必要がある。特に

機材の常置場所のセキュリティ向上のための工事（既存建屋の建具の交換等）を確実に実施する必

要がある。 

(2)  機材設置に伴う各種工事の確実な履行 

種子選別機、低温貯蔵庫など、電力を使用する機材の設置場所においては、これらの機材の電気

容量を確保する必要がある。実施機関を通して設置箇所の配電会社に表 3-10 に示す電気容量が供

給可能であることは確認済みである。ただし、責任分界点（配電盤）までの工事を本事業の M/D に

示す期間までにガーナ側の責任で実施する必要がある。 
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表 3-10：各サイトで必要な電気容量 

倉庫 6.0 9.8 10.0 25.8
ワークショップ ー 3.72 ー 3.8

WIS 倉庫 6.0 9.8 10.4 26.2
TIS 倉庫 6.0 9.8 10.0 25.8
タマレ 倉庫 6.0 ー 10.0 16.0

ボルガタンガ 倉庫 6.0 ー 10.0 16.0
倉庫 ー 13.5 ー 13.6

ワークショップ 3.0 ー 5.0 8.0
※周波数は50Hz、三相4線415Vを想定した。 （出典：調査団作成）

PPRSD

SARI ー

実施機関 灌漑地区
/事務所

冷蔵貯蔵庫の必要
電力（kw） その他電力（kw） ガーナ側が用意する

べき電力（kw）

GIDA
KIS

設置場所 種子選別機の必要
電力（kw）

 
 

(3) 確実な免税手続きの実施 

免税は国会承認が必要となっており、免税対象の税目詳細が必要となるため、関係する税項目を

事前に MoF に確認する必要がある。 
「付加価値税」及び「関税」を免税するためには、事前に MoFA が免税申請レター、G/A、業者

契約書のコピー、調達機材のマスターリスト（Bills of Quantities）等を準備し、同書類を MoF に提

出する必要がある。免税は国会承認事項のため、数ヵ月～数年程度時間を要する。したがって、機

材が荷積港を出港後、MoFA が直ちに申請手続きを行い、遅滞しないよう留意する必要がある。 
 

(4) 技術協力プロジェクトとの連携 

実施中の GRIP（2022 年 3 月～2027 年 2 月）では、既存及び将来の認証種子生産農家に対する栽

培技術指導を行う予定である。GRIP による技術指導と、本事業を通じた圃場用生産機材・収穫後

処理機材の整備により、CS 生産農家増加に対する相乗効果が期待される。また、本事業支援対象の

灌漑地区と、GRIP の支援対象灌漑地区は重なる事から、GRIP 活動時の専門家訪問を通じ、本事業

で整備した機材の運用状況の確認、より効果的な利用の提案が可能となる。 
 

3-2-4-3 調達・据付区分 
本事業の日本国側とガーナ側の実施範囲は、表 3-11 に示すとおり整理される。 
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表 3-11：本事業の調達・据付区分 

先方側 日本側
1. 機材調達 ○
2. 機材保管場所の確保 ○
3. 調達機材にかかる付帯工事

●電源工事 ○
4. 機材の輸送・通関等

●荷揚港（テマ港）までの海上輸送 ○
●通関業務 ○
●免税措置（関税、付加価値税等） ○
●機材輸入許可の取得 ○
●仕向け地（4灌漑地区、PPRSD本部・地方事務所、SARI）までの内陸輸送 ○

5. 銀行取極めと支払授権書の発行
●銀行取極め（B/A）の締結 ○
●支払授権書（A/P）の発行 ○
●上記手続きにかかる諸費用負担 ○

6. 出入国・滞在に必要な許認可・手続き及び経費負担 ○
7. 本業務実施に必要な許認可・手続き ○
8. 無償資金協力の範囲に含まれない関連業務にかかる費用負担 ○
9. コンサルティング業務

●入札図書作成支援 ○
●入札及び調達監理にかかるコンサルティング業務 ○

10. 調達機材の検収
●調達機材の検収 ○
●調達機材の検収立会い ○

（出典：調査団作成）

業務内容

 
 

3-2-4-4 調達監理計画 

(1) 基本方針 

コンサルタントは、当該契約が適正かつ円滑に履行されるよう、調達業者の業務を監理する。調

達監理の目的は、機材調達が契約書で規定される仕様書に則って、所定の品質を確保し、正しく調

達されることを監理することであり、品質、規格、機能等が契約書の規定と相違がないかを確認す

るものである。また、品質管理データ、写真等の記録や機材調達にかかる書類等の適切な整理、保

管についても監理する。 
 

(2) 調達監理計画 

コンサルタントの調達監理業務は、以下のとおりである。 

 機材製作図確認・照合（日本） 

調達業者が、要求仕様に則った機材を設計しているか確認する。 

 製品検査（日本） 

機材の製作過程において、要求仕様を満足した機材が製作されているか確認する。 

 船積み前機材照合検査（日本・第三国） 

機材が製造会社近郊の国際荷積港から船積みされる直前において、要求仕様及び数量に則った
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機材が船積みされるか確認する。 

 現地調達監理（現地） 

製造会社から出荷された製品の仕向地到着に際し、要求された仕様及び数量に則った機材が到

着し、適切に据付けられたか確認する。また、調達業者による初期操作指導を監督する。 

 検収・引渡し（現地） 

最終仕向地である 4 灌漑地区、PPRSD 本部・地方事務所、SARI において、先方立会いのもと、

要求された仕様及び数量に則った機材が調達されているのか最終確認し、要求を満足した機材

を先方に引渡し、書面で内容を確認する。なお、機材設置場所の電源については、制御盤まで

を本邦業者が接続し、制御盤から商用電源までをガーナ側が接続することになっている。発電

機が接続される低温貯蔵庫を除いた電源を必要とする機材については、ガーナ側の電源確保を

待って動作確認を行うことが必要であるため、この点留意する。 

 最終配置確認（現地） 

各仕向地で検収し引き渡される機材については、適切な場所に配置したことをコンサルタント

が確認する。 

コンサルタントの調達監理要員は、表 3-12 に示すとおり計画する。 

表 3-12：コンサルタントの調達監理要員 

要員 業務内容 派遣期間
業務主任 プロジェクト全般の管理、検収・引渡し、最終配置確認等 適宜（計0.60 人月）
調達監理技術者 現地調達監理 適宜（計5.50 人月）
検査技術者 製作図確認・照合、製品検査、船積前検査等 適宜（計0.50 人月）

（出典：調査団作成）  
 

3-2-4-5 品質管理計画 
本事業における調達機材は、一般競争入札によって選定された本邦業者によって調達される。こ

れら製品の品質を確保するために、製作図確認・照合検査及び製品検査を行う。 

発芽試験機、コンバインハーベスター運搬用トラック、種子運搬用トラック、非常用発電機、歩

行型田植え機、圃場審査用車輌については、製作図確認及び照合検査を行う。また、コンバインハ

ーベスター、低温貯蔵庫は、工場製品検査を行う。現地では、当該機材の受け入れ、要求仕様や数

量との照合、調達業者による初期操作指導を監督するコンサルタント要員を配置し品質を確保する。 
 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

(1) 調達方法 

本プロジェクトの調達機材のうち、検査用資機材、自動気象観測機材、低温貯蔵庫は流通してい

るものの、流通している機材は原産地が不透明であるものや品質が担保されていないものが散見さ

れるため日本調達とする。他方、車両はガーナ国内でも調達可能である。特に、トラックを含む車

両については現地の様式に精通している現地邦人企業からも調達可能であるため、ガーナ調達とす

る。コンバインハーベスター、種子選別機、歩行型田植え機については、生産国状況から第三国調
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達とする。特に、種子選別機については、設置予定先の既存建屋の高さに収まる本邦製品がないた

め、インド調達とする。 
 

(2) 調達機材の交換部品・消耗品の調達計画 

本事業では、コンバインハーベスター、種子選別機、歩行型田植え機については整備機材の 3 年

分、それ以外の機材（車輌）については 1 年分の交換部品・消耗品を調達する。 
 

(3) 輸送計画 

本計画の輸送計画は、本邦調達、第三国調達、現地調達に大別され、第三国調達については、イ

ンド及び中国からの調達を想定する。 

日本から機材を調達する場合、日本の主要港で船積みされ、コンテナ船にてテマ港まで海上輸送

し、荷揚げ後、ガーナの対象灌漑サイトおよび対象施設まで陸路で輸送される。日本からガーナの

海上輸送にはおよそ 45 日～60 日間を要する。第三国から機材を調達する場合、中国-ガーナ間の海

上輸送にはおおよそ 40 日～50 日、インド‐ガーナ間の輸送には 35 日～45 日、荷揚げ港であるテマ

港からガーナ対象地区への内陸輸送には、最大 2 日間を要する（表 3-13 参照）。 

なお、各輸送経路の通関手続きはテマ港で実施され、通関手続きにはおおよそ 14 日程度を要す

る。現地調達の車両等は販売業者からのサイト渡しとなる。 

表 3-13：輸送手段及び経路 

項目 輸送手段 輸送経路 所要期間
日本からガーナまでの輸送 海上輸送 日本～テマ港 45～60日
中国からガーナまでの輸送 海上輸送 中国～テマ港 40～50日
インドからガーナまでの輸送 海上輸送 インド～テマ港 35～45日

通関手続き
14日程度

2日
最大61～76日
（約2～3ヵ月）

（出典：調査団作成）

荷揚港～通関業務、免税手続
き～プロジェクトサイト
（９施設）輸送

陸上輸送 テマ港～ガーナ対象
地区

合計

 

(4) 据付工事計画 

本プロジェクトの主要機材には、自動気象観測機材、種子選別機、低温貯蔵庫が含まれており、

それらの機材の据付が必要であるため、表 3-14 のとおりの内容で据付工事を計画する。 

表 3-14：据付工事の工事内容 

名称 工事内容
自動気象観測機材工事 ポール設置
低温貯蔵庫据付工事 配線・設備作業、非常用発電機設置
種子選別機備据付工事 基礎、屋内屋根建設、配線・設備作業

（出典：調査団作成）  
 

本プロジェクトの主要機材コンポーネントである自動気象観測機材、種子選別機、低温貯蔵庫は

それぞれの対象サイトに設置される。 

自動気象観測機材は、KIS、WIS、BIS、TIS に各 1 基設置する方針とする。自動気象観測機材の
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据付工事は、ポールへの設置作業となる。 

種子選別機は、KIS に 2 基、WIS に 2 基、TIS に 2 基、PPRSD タマレ事務所に 2 基、PPRSD ボル

ガタンガ事務所に 2 基、及び SARI に１基を整備する。種子選別機の据付工事は、基礎の作製作業、

屋内屋根設置作業、種子選別機設置作業、配線・設備作業で構成される。基礎の作製作業と屋内屋

根設置作業は機材調達に依存しないため、機材到着前から着工する方針とする。 

低温貯蔵庫については、KIS に 1 式、WIS に 1 式、TIS に 1 式、及び SARI に 1 式を整備する方

針である。据付作業については、低温貯蔵庫の据付の据付作業、非常用発電機の設置作業、配線設

備作業で構成される。機材据付作業については種子選別機と合わせて作業を実施する。 
なお、据付はガーナ国の業者が実施する方針とし、首都を拠点とした作業とするため、資材運搬

の観点から首都から各サイトへ移動を考慮した据付作業を計画する。 

表 3-15 に示すとおり、据付工事に要する作業日数期間は 4.5 人月である。 

表 3-15：本プロジェクトの据付工事の作業日数期間 

型枠
打設 養生

ポン灌漑地区 （KIS） 1 1 1 1 1 14 2 1 2 1 1 1 1 1 4 1 22
ウェタ灌漑地区 （WIS） 1 1 1 1 1 14 2 1 2 1 1 1 1 1 4 1 22
ボンタンガ灌漑地区 （BIS） 2 1 1 3
トノ灌漑地区 （TIS） 4 1 1 1 1 14 2 1 2 1 1 1 1 1 4 1 25

2 1 1 14 2 1 2 1 2 1 20
4 1 1 14 2 1 2 1 2 1 22

SARI 2 1 1 14 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 22
136 4.5

※据付業者は首都を拠点としていることから、資材運搬の観点から首都を拠点とし、各サイトへ移動の上、作業を進める方針とした。
※配線・設備作業は、各機材の据付後一体的に作業を行うことで効率的な計画とする。 （出典：調査団作成）

PPRSDボルガタンガ事務所
PPRSDタマレ事務所

車両
移動
日数

自動気象観
測機材

種子選別機

日数

低温貯蔵庫 配線・設備
作業

個所 日数 日数 個所個所
日数

個所

-

計

日数 個所 日数 個所 日数 個所

計 人月
基礎 屋根設置 種子選別機

据付
低温貯蔵庫

据付 発電機設置
地区

 

 

本プロジェクトの据付工事にかかる人員の派遣期間は、表 3-16 に示すとおり計画する。 

表 3-16：据付工事の派遣計画 

単位 数量（月）
人 4.50

（出典：調査団作成）

構成技術者
作業主任者

 

(5) 調整・試運転計画 

本事業では、種子選別機、低温貯蔵庫について、調整・試運転を計画する。種子選別機は 10 日

間、低温貯蔵庫は 5 日間を想定する。調整試運転は調整・試運転には日本人技術者が実施する。調

整・試運転にかかる人員の派遣期間は、表 3-17 に示すとおり計画する。 

表 3-17：調整・試運転の派遣計画 

単位 数量（月）
人 0.50

（出典：調査団作成）

日本人技術者
種子選別機・低温貯蔵庫技術者

 

3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 
本事業において調達されるコンバインハーベスター、自動気象観測機材、圃場面積測定地図作製
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機材、種子選別機、低温貯蔵庫、歩行型田植え機について、機材納入時に初期操作指導を実施する。

初期操作指導にかかる人員の派遣期間は、表 3-18 に示すとおり計画する。 

表 3-18：初期操作指導の派遣計画 

単位 数量（月）
人 0.50

（出典：調査団作成）

日本人技術者
初期操作指導技術者

 

 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

(1) ソフトコンポーネントの目標 
本ソフトコンポーネントでは、整備機材、特に①コンバインハーベスター、②種子選別機、③圃

場面積測定機、④歩行型田植え機の運営維持管理に必要な知識、経験が整理され、技術が修得され

ることを目標と定める。また、上位目標は、コンバインハーベスター、種子選別機、圃場面積測定

機、歩行型田植え機を用いた持続可能な種子生産体制が整理され、関係者に共有されることとする。 

従って、本ソフトコンポーネントの対象機材はコンバインハーベスター、種子選別機、ドローン

を用いた圃場面積測定、歩行型田植え機とするが、歩行型田植え機は KIS 限りとする。これらの機

材の維持管理を実施する責任者を対象者としてソフトコンポーネントの投入を実施する。 
 

(2) ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

1) 概要 

ソフトコンポーネントの実際の活動においては、実施機関からそれぞれソフトコンポーネント

の参加者を選定する。実施期間は 2.5 ヵ月間とする。成果および指標については、表 3-19 の内容

とする。 
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表 3-19：成果と指標 
成　果 活　動 指　標

成果１：機材の利
用が可能となる。

機材①コンバインハーベスター
①-1　種子生産の概論および種子生産における注意点の理解
①-2　コンバインハーベスター内部および脚部清掃の実習
①-3　コンバインハーベスターによる収穫作業の実習
機材②種子選別機
②-1　種子品質の概論と種子選別における注意点の理解
②-2　種子品質管理と保管方法の理解（低温貯蔵庫の使用含む）
②-3　種子選別作業の実習
機材③圃場面積測定器
③-1　空撮と面積測定の方法の理解
③-2　空撮の実習
③-3　オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習
③-4　面積データ整備の実習
③-5　種子生産と気象（気象観測装置の使用含む）の学習
機材④田植え機
④-1　メカニズムと従来の人力田植えとの違いの理解
④-2　田植え機用の育苗の実習
④-3　田植え機利用を前提とした代掻きの実施
④-4　田植え機を用いた移植作業の実証試験

種子生産および種子選別の目的に沿って適切に利用で
きるようになる。
①コンバインハーベスター：異品種混入を防ぎながら収
穫作業できる。
②種子選別機：適切な歩留まりを維持しつつ室内検査
を合格できるよう種子をクリーニングする。
③圃場面積測定機：CS農家圃場の面積と位置の情
報収集を行い整備する。
④田植え機：KISの圃場特性に沿った田植え機利用の
課題を把握する。

成果２：機材のメン
テナンスと修理に対応
可能となる。

機材①コンバインハーベスター
①-1　日常的なメンテナンスの実習
①-2　各種修理対策の実習
機材②種子選別機
②-1　日常的なメンテナンスの実習
②-2　各種修理対策の実習
機材③圃場面積測定器
③-1　ドローン利用におけるトラブルシューティング
機材④田植え機
④-1　日常的なメンテナンスの実習
④-2　各種修理対策の実習

1. 機材を持続的に利用できるよう、日常的なメンテナン
スが実施できるようになる。
2. 必要なパーツの入手方法について理解する。
3. 機材の故障に対して、地元のメカニックが対処できるも
のか、ディストリビューター等の対応が必要かを判断できる
ようになる。

成果３：機材の運
営維持管理技術が
向上する。

機材①コンバインハーベスター
①-1　運営維持管理計画の作成
機材②種子選別機
②-1　運営維持管理計画の作成
機材④田植え機
④-1　運営維持管理計画の作成

運営・維持管理計画を作成し、とくに収支計画に沿って
経済的且つ持続的に機材を利用できるようになる。

成果４：機材の運
営維持管理モニタリン
グ能力が向上する。

機材①コンバインハーベスター
①-1　運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
機材②種子選別機
②-1　運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
機材④田植え機
④-1　運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施

1. 運営維持管理点検表が作成される。
2. 運営維持管理データの記録が開始され、モニタリング
が開始される。
3. 収支計画に基づいたスペアパーツ数量が、点検表とモ
ニタリングによって適切にストックされる。

（出典：調査団作成）  
 

本邦コンサルタントは１名とするが、扱う機材が多いことから、現地傭人 2 名を加えた 3 名体制

で実施する。現地傭人 2 名のうち、ジュニアクラスの現地傭人は圃場面積測定機の指導を中心に、

本邦コンサルタントの歩行型田植え機指導の補佐を、ミドルクラスの現地傭人はコンバインハー

ベスターの指導を中心に、本邦コンサルタントの種子選別機指導の補佐を行う計画とする。ソフ

トコンポーネント参加者は各実施機関から現場監督 1 名、オペレーター1～2 名、メインテナンス担

当 1～2 名、アグロノミスト 1～2 名とする。 

表 3-20 にソフトコンポーネントの活動を示す。ソフトコンポーネントは、機材引き渡しの時期

に合わせて実施する。前半はテキストを活用した学習を中心とし、後半は実習を中心とするが、機

材の引き渡し時期と実習圃場での栽培状況に合わせて柔軟に対応する。実習は、各機材の設置場所

において実施するのではなく、GIDA（WIS、BIS）、ICOUR（TIS）およびそれぞれ周辺の PPRSD

（本部、ホー、タマレ、ボルガタンガ）から対象者を KIS に集めて行う方針とし、機材のディスト
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リビューターの支援を得ながら実施する。KIS の CS 栽培は 3～8 月および 10～1 月の 2 シーズンと

の情報を得ており、前半のシーズン（メジャーシーズン）8 月頃に収穫作業を重ねることができれ

ば、後半のシーズン（マイナーシーズン）には実施機関が独自に利用できるようになると期待され

る。実習には、収穫時期に左右されるコンバインハーベスターの活動を含むが、通常の天候であれ

ば、ソフトコンポーネントを予定する 7 月～9 月は収穫時期に当たる。 

具体的な活動は、①機械の基本的な操作、②個々の機械における種子生産の目的に沿った機能の

理解、③日々のメインテナンスおよび修理、④収支計画とモニタリング等の知識の習得とする。 

実習にあたっては、実習を実施する圃場や収穫物、展示のための投入財、展示圃場管理等が必要

となるが、これらはガーナ政府が負担することとする。 

なお、コロナウイルス対策および世界情勢の変化に伴いガーナ国の財政が逼迫していることから、

ソフトコンポーネントを予定された期間、規模で実施するために、ソフトコンポーネントの参加者

の日当、宿泊費、旅費については、日本側負担として計上する。 
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表 3-20：ソフトコンポーネントの活動内容 
項目 内容

日本側の必要な技術と
業種

①コンバインハーベスター：機械収穫に係る研修業務の経験者または参加者（現地傭人）
②種子選別機：種子選別に係る研修業務の経験者または参加者
③圃場面積測定機：ドローン空撮による圃場面積計測経験者（現地傭人）
④田植え機：田植え機の利用経験者

相手国側の技術水準

①農機の基礎知識を有している者
②室内検査の内容を理解できる者
③GISの基礎的な知識を有する者
④田植え機運用の技術的な課題が理解できる者

対象者

各実施機関の現場監督、オペレーター、メインテナンス担当、アグロノミスト各１～２名（アグロノミストは
③に対応）
①GIDA（KIS、WIS、BIS）、ICOUR（TIS）
②GIDA（KIS、WISのみ）、ICOUR（TIS）、PPRSD（Tamale、Bolgatangaのみ）、SARI
③GIDA（KIS、WIS、BIS）、ICOUR（TIS）、PPRSD（本部、Ho、Tamale、Bolgatanga）
④GIDA（KISのみ）

実施方法 現地OJT（事前に現地傭人にはTOT）

活動①
コンバインハーベスター

・ソフトコンポーネント計画書作成および圃場確認（事前作業）
・種子生産の概論および種子生産における注意点の理解
・内部および脚部清掃の実習
・収穫作業の実習
・日常的なメンテナンスの実習
・各種修理対策の実習
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施

活動②
種子選別機

・ソフトコンポーネント計画書作成および原料確認（事前作業）
・種子品質の概論と種子選別における注意点の理解
・種子品質管理と保管方法の理解（低温貯蔵庫の使用方法を含む）
・種子選別作業の実習
・日常的なメンテナンスの実習
・各種修理対策の実習
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施

活動③
圃場面積測定機

・ソフトコンポーネント計画書作成および圃場確認（事前作業）
・空撮と面積測定の方法の理解
・空撮の実習
・オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習
・面積データ整備の実習
・ドローン利用におけるトラブルシューティング
・種子生産と気象（気象観測装置の使用含む）
・アンケート（理解度試験）の実施

活動④
田植え機

・ソフトコンポーネント計画書作成および圃場等の確認（事前作業）
・メカニズムと従来の人力田植えとの違いの理解
・田植え機用の育苗の実習
・田植え機利用を前提とした代掻きの実施
・田植え機を用いた移植作業の実証試験
・日常的なメンテナンスの実習
・各種修理対策の実習
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施

（出典：調査団作成）  
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2) 具体的な活動内容 

投入計画は、事業完了直後から事業効果を発揮させるため、事業実施中に各種フォーマット等の

準備、事業完了後に OJT での技術移転・モニタリング指導を実施する（表 3-20 参照）。 
 

(3) ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施工程を表 3-21 に示す。①コンバインハーベスター、②種子選別機、

③圃場面積測定機、④歩行型田植え機それぞれで分けて実施する。前半はテキストの作成とそのテ

キストを活用した学習、後半は KIS での実習を中心とし、機材の引き渡し状況及び実習圃場の栽培

状況に合わせて柔軟に対応する。 
この実施工程において、最もスケジュールが固定されるのは歩行型田植え機の活動における育苗

であり、これは後半の実習に合わせて予め進めておく。日本メーカーの推奨育苗期間は 35 日程度と

され、今回はこの日数を標準として計画した。 
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表 3-21：ソフトコンポーネント実施工程 

  
（出典：調査団作成） 
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(4) ソフトコンポーネントの成果品 
ソフトコンポーネントの成果品は以下のとおりである（表 3-22）。 

なお、技術指導および本ソフトコンポーネント用のマニュアル作成には既存のマニュアル等を参

考にする。そのため、著作権には十分に注意する。 

表 3-22：ソフトコンポーネント成果品（案） 

成果品名 提出先 備考
ソフトコンポーネント完了報告書 英語版 JICAおよび実施機関ら
ソフトコンポーネント完了報告書 日本語版 JICA
活動の実施状況が確認できる資料（現地の写真等を含む） JICA
実施機関職員へのアンケート結果 JICA
種子生産に係るコンバインハーベスター利用マニュアル（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意
種子選別機利用マニュアル（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意
ドローンを利用した面積測定および情報整備マニュアル（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意
KISにおける田植え機導入試験報告（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意

（出典：調査団作成）  
 

3-2-4-9 実施工程 
本事業における実施工程は、表 3-23 に示すとおりである 

表 3-23：事業実施工程表 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
（現地調査）

（仕様レビュー等）

（入札図書作成）

（入札図書承認）

（入札・契約） 計4.5ヶ月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

（製作図作成） 計15.5ヶ月

（機器製作）

（輸送）

（据付、調整・試運転）

（初期操作指導）

（検収・引渡し）
：国内作業 ：現地作業 （出典：調査団作成）

実
施
設
計

機
材
調
達
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3-3 相手国側分担事業の概要 

先方負担事項の実施時期及び所要期間は、表 3-24 に示すとおり想定する。これら負担事項は、

MoFA が主体となり実施することを想定する。免税措置等においては MoF の支援が必要となる。 

表 3-24：先方負担事項の概要 

実施時期* 所要期間
調達機材にかかる付帯工事

機材の輸送・通関等
●通関業務 適宜（B/L発行後）

●免税措置（関税、付加価値税等） 適宜（B/L発行後） 30日程度
●機材輸入許可の取得 適宜（B/L発行後） 30日程度

銀行取極めと支払授権書の発行
●銀行取極め（B/A）の締結 E/N、G/A締結後1か月以内 2日程度
●支払授権書（A/P）の発行 契約書締結後1カ月以内 2日程度
●上記銀行手続きにかかる諸費用負担 適宜 －

出入国・滞在に必要な許認可・手続き及び経費負担 適宜 －
本業務実施に必要な許認可・手続き 適宜 －
無償資金協力の範囲に含まれない関連業務にかかる
費用負担
調達機材の検収立会い 機材検収時 8日程度

（出典：調査団作成）

10日程度

適宜 －

負担事項

●調達機材（コンバインハーベスター、歩行型田植え機）に
かかる保管スペースの確保
・屋根付スペースの確保
・メンテナンススペースの確保
・交換部品と工具の保管場所の確保
●調達機材（種子選別機、低温貯蔵庫）にかかる据付ス
ペースの確保
・機材の荷積み・荷下ろしが可能なこと
・三相電源の確保
・ドア、窓の十分な耐力の確保

入札図書作成準備前 30日程度

30日程度入札図書作成準備前

 

 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

本事業による農業機械導入の主な目的は農業機械を用いて利益を上げることではなく、機械化に

よって種子生産者の労働生産性を向上させ、良質な種子の生産に貢献することである。導入された

機械は灌漑地区（GIDA 及び ICOUR）、種子検査実施機関（PPRSD）及び種子管理機関（SARI）で

管理され、種子の効率的かつ適切な生産と収穫及び収穫後処理に活用される。前述のとおり、GIDA、

ICOUR、PPRSD 及び SARI はいずれも現時点で種子生産あるいは種子検査を担っており、種子に関

する基本的な知識を有するとともに、性能や処理能力は不十分ながら旧式の種子選別機、種子保管

倉庫、検査器具等、それぞれの業務に必要な施設・機材があり、日常的な維持管理を行っている。

対象 4 灌漑地区の GIDA（ICOUR）事務所の近隣または組織内には、機材の維持管理を担うことが

できる民間業者または職員が存在しており、人材には事欠かない。すでに各組織では、活用できる

外部組織の助力も得ながら、調達機材に関してそれぞれ、機材責任者 1 名、運営・維持管理の現場

監督者 1～3 名、機械操作時の担当者であるオペレーター2～4 名、メインテナンスを担当する機械
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技師であるメカニック 2 名が推薦されている。本事業の調達機材は維持管理のための高度な専門知

識が必要なものはなく、運営管理に問題はない。 
一方、コメ農家が本プロジェクトの最終受益者であり、収益や稼働率の高さを優先した結果、異

品種混入のリスクを高めることは種子の品質を低下させるため望ましくない。種子が具備すべき品

質を確保するため、一般米や異品種との混種リスクを低減させ均質性を確保し、高い発芽率を確保

する健全な種子の生産管理が必要である。 

従って、GIDA、ICOUR、PPRSD 及び SARI に対し、機材の保守点検だけではなく、種子の品質

確保の観点から適切な運転操作や維持管理方法を指導し、持続的・効果的に機材を運用していくこ

とが求められる。 

本項では、維持管理に注意が必要な①コンバインハーベスター、②種子選別機を中心に運営維持

管理を整理する。各実施機関によるこれら機材の日常的な運営・維持管理は、表 3-25 のとおりで

ある。 

表 3-25：GIDA、PPRSD による調達機材の維持管理 

GIDA
KIS

GIDA
WIS

GIDA
BIS

ICOUR
TIS※1

PPRSD
ボルガタンガ

PPRSD
タマレ SARI

1名 3名 1名 1名 1名 1名 1名
供与予定の有無 〇 〇 〇 〇 ー ー ー
現場監督 2名 1名 1名 1名 ー ー ー
オペレーター 2名 4名 2名 3名 ー ー ー
メカニック 2名 4名 2名 2名 ー ー ー
供与予定の有無 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇
現場監督 2名 1名 ー 1名 1名 1名 1名
オペレーター 2名 4名 ー 2名 3名 2名 2名
メカニック 2名 4名 ー 2名 2名 2名 2名

※1：ICOUR-TISは、灌漑地区内の種子組合に維持管理を委託して管理する予定。 （出典：調査団作成）
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3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

(1) 日本側負担経費 
本事業の概算事業費は調達業者契約認証認証完了後に公開される。そのため、本報告書（先行公

開版）では非公表とする。 
 

(2) ガーナ側負担経費 
本事業の概略事業費のうち、先方実施機関である MoFA の負担経費は、表 3-26に示すとおり見

積もられる。 

表 3-26：ガーナ側負担経費 

米ドル（US$） 円貨（百万円）
MoF A/P発給 3,880.91 0.4

三相電源の確保 68,405.34 7.9
倉庫の修繕（ドア、窓など） 21,916.28 2.5

94,202.53 10.9
（出典：調査団作成）

先方負担経費：10.9 百万円

合計

金額負担事項負担機関

MoFA
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なお、三相電源の確保として、電源を必要とする機材を設置する全ての既存建屋（倉庫、ワーク

ショップなど）への三相 4 線電線の引き込み架空線、配電盤、積算電力計、配線工事などの更新費

用を計上した。 

また、倉庫の修繕費として、現地調査でセキュリティが確保できないと判断した機材設置または

機材格納場所のドア、窓などの修繕費用を計上した。 
 

(3) 積算条件 

1) 積算時点 
本計画の現地調査は、2022 年 3 月 6 日に終了した。したがって、積算時点は 2022 年 3 月とする。 

2) 為替交換レート 
為替交換レートは、以下のとおりである。 

◆ USD 対日本円交換レート：1 USD＝115.54 円 

◆ GHs 対日本円交換レート：1GHs＝18.841 円 

3) 調達期間 
調達期間は、「3-2-4-9 実施工程」に示したとおりである。 

4) その他 
積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえた。 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

3-5-2-1 運営・維持管理費の諸元 
本事業の調達機材は、GIDA、ICOUR、PPRSD 及び SARI に配置される。機材の運営・維持管理

においては、灌漑地区内の農業機械組合の人材など外部人材も活用しながら実施する。稼働時には

オペレーター及びメカニックの労賃が発生する。種子選別機と低温貯蔵庫の稼働では、種子の運搬

などを請け負う作業員が必要となる。 

技術的課題が発生した際は、KIS は GIDA メカニックが初期対応し、他の 3 灌漑地区は GIDA が

民間のメカニックあるいは、状況に応じ現地販売店に対応を依頼する。機械の運転に必要な燃料費

は、機械ごとの運転状況に応じて発生する。また、スペアパーツも必要である。 
政府機関が所有し管理するものの、その機材を用いた収穫作業、精選作業のサービスを種子生産

農家へ有料で提供し、その対価を得て維持管理費用へあてがうことを基本方針とする。 

長期予測においては、燃料費の高騰などが予想されることから、インフレ率を考慮する。ただし、

インフレは燃料費だけでなく全体の価格に反映されるものとする。予測では、国際通貨基金（IMF）

予測のインフレ率を使用するが、2028 年以降についてはまだ予測値が出ていないため、便宜上、2027

年の値を使用する（表 3-27）。 
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表 3-27：インフレ率 IMF 予測値 

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

インフレ率 13% 9.1% 6.9% 6% 6%

注：平均消費者物価（年間変化率）
（出典：IMF（https://www.imf.org/en/Countries/GHA　2022年5月アクセス）  

 

3-5-2-2 運営・維持管理費 

(1) コンバインハーベスター 
整備するコンバインハーベスターは GIDA 灌漑地区事務所が所有し管理し、その機材を用いた賃

耕サービスを種子生産農家へ提供し、その対価を得て維持管理費用として賄うことを基本方針とす

る。 

収穫時期に合わせ、オペレーターが賃耕する。賃耕では、オペレーターが 2 名体制で実施し、オ

ペレーター経費のほか、燃料費及び機械倉庫から圃場までの運搬費ならびに維持管理のためのメカ

ニックの労賃が必要となる。コンバインハーベスターを倉庫から圃場まで輸送する手段も必要だが、

コンバインハーベスターと併せて運搬用トラックを整備するため、これを活用する。運搬費には、

燃料費とドライバーの代金が含まれる。また、消耗品として、ブレード、ゴムベルト及びゴム履帯

がある。これらは 1 年に 1 度の交換でよい。さらに、エンジンオイルについては、1 シーズン（半

年）に 1 度の交換が望ましい。 
 これらの経費は、コンバインハーベスターの賃耕で賄うことになるが、賃耕料の支払いは賃耕面

積に規定されることから、対象となる面積が重要な要素である。収支予測は、表 3-28 に示すとお

り試算される。 

表 3-28：コンバインハーベスターの運営・維持管理費（基準年） 

燃料費※2 オペレーター※3 メカニック※4 輸送費※5 スペア等※6

(2台･年)
60 63,000 18,900 7,500 1,500 5,000 50,190 -20,090
70 73,500 22,050 8,750 1,750 5,833 50,190 -15,073
80 84,000 25,200 10,000 2,000 6,667 50,190 -10,057
90 94,500 28,350 11,250 2,250 7,500 50,190 -5,040
100 105,000 31,500 12,500 2,500 8,333 50,190 -23
110 115,500 34,650 13,750 2,750 9,167 50,190 4,993
120 126,000 37,800 15,000 3,000 10,000 50,190 10,010
130 136,500 40,950 16,250 3,250 10,833 50,190 15,027
140 147,000 44,100 17,500 3,500 11,667 50,190 20,043
150 157,500 47,250 18,750 3,750 12,500 50,190 25,060
160 168,000 50,400 20,000 4,000 13,333 50,190 30,077

（出典：調査団作成）

耕作面積
（ha）

賃耕収入※1

（GHs）

維持管理費（GHs）
損益（GHs）

※1　賃耕収入：現地調査での聞き取り（2022年3月）で1,050GHs/ha（KIS）。
※2　燃料費：現地調査時データは7GHs/Lであった。また、燃費は45L/haとの回答であったことから、1ha当たり315GHs
必要として計算。
※3　オペレーター：現地調査聞き取りにより、ha当たり2名で125GHs/ha（KIS）。
※4　メカニック：ICOUR-TISの料金設定調査より25GHs/haと算出。
※5　輸送費：現地調査では片道200Ghsとの回答。コンバインハーベスター整備では、運搬用トラックも合わせて整備する
ことから、各組織への調査票回答である1回（往復）250GHsとし、コンバインハーベスターの稼働日数から計算。
※6　スペア等：スペアパーツとエンジンオイル交換の経費。現在使用中のコンバインハーベスターの情報より設定（現地調査
聞き取り）。
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また、今後 20 年間の長期の損益を予測した（表 3-29）。前項で示したとおり、長期予測におい

てはインフレーション率を考慮した。各年のインフレ率は、2027 年までは IMF の推計値を用い、

2028 年以降は 2027 年の推計値が継続するとして試算した。 

表 3-29：コンバインハーベスターの運営・維持管理費（長期予測） 

燃料単価*2

(ha当たり）

オペレーター
単価*3

(ha当たり）

メカニック
単価*4

(ha当たり）

輸送費
単価*5

(ha当たり）

スペア等
*6

(2台･年)
100ha 101ha

2022 ー 1,050 7.0 125 25 250 50,190 -23 478
2023 13% 1,187 7.9 141 28 283 56,715 -26 541
2024 9.1% 1,294 8.6 154 31 308 61,876 -29 590
2025 6.9% 1,384 9.2 165 33 329 66,145 -31 630
2026 6% 1,467 9.8 175 35 349 70,114 -33 668
2027 6% 1,555 10.4 185 37 370 74,321 -35 708
2028 6% 1,648 11.0 196 39 392 78,780 -37 751
2029 6% 1,747 11.6 208 42 416 83,507 -39 796
2030 6% 1,852 12.3 220 44 441 88,517 -41 844
2031 6% 1,963 13.1 234 47 467 93,828 -44 894
2032 6% 2,081 13.9 248 50 495 99,458 -46 948
2033 6% 2,206 14.7 263 53 525 105,425 -49 1,005
2034 6% 2,338 15.6 278 56 557 111,751 -52 1,065
2035 6% 2,478 16.5 295 59 590 118,456 -55 1,129
2036 6% 2,627 17.5 313 63 625 125,563 -58 1,197
2037 6% 2,784 18.6 331 66 663 133,097 -62 1,268
2038 6% 2,952 19.7 351 70 703 141,083 -66 1,345
2039 6% 3,129 20.9 372 74 745 149,548 -70 1,425
2040 6% 3,316 22.1 395 79 790 158,521 -74 1,511
2041 6% 3,515 23.4 418 84 837 168,032 -78 1,601
2042 6% 3,726 24.8 444 89 887 178,114 -83 1,698
2043 6% 3,950 26.3 470 94 940 188,801 -88 1,799

（出典：調査団作成）

※1　賃耕サービス単価：現地調査での聞き取り（2022年3月）で1,050GHs/ha（KIS）。
※2　燃料単価：現地調査時データは7GHs/Lであった。また、燃費は45L/haとの回答であったことから、1ha当たり315GHs必要として計算。
※3　オペレーター単価：現地調査聞き取りにより、ha当たり2名で125GHs/ha（KIS）。
※4　メカニック単価：ICOUR-TISの料金設定調査より25GHs/haと算出。
※5　輸送費単価：現地調査では片道200GHsとの回答。コンバインハーベスター整備では、運搬用トラックも合わせて整備することから、各組
織への調査票回答である1回（往復）250GHsとし、コンバインハーベスターの稼働日数から計算。
※6　スペア等：スペアパーツとエンジンオイル交換の経費。現在使用中のコンバインハーベスターの情報より設定（現地調査聞き取り）。

インフレ率
(IMF推計値)

賃耕サービス
単価*1

(GHs）

維持管理費単価（GHs） 損益（GHs）

 
上記の収支予測から、100ha が損益分岐の基準となる。2 台のコンバインハーベスターの能力は

合計 3ha/日と試算しており、年間 101ha（1 作期 50.5ha）は、刈り取り日数 17 日間程度となる。収

穫作業の日数として問題はない。 

本事業では、3 年後となる 2027 年に種子生産地域が現在の 2 倍となる予測を立てているが、整備

対象となる灌漑地区の中には、コメ種子だけで 101ha の収穫面積を確保することが困難な地域があ

る。例えば、WIS では 3 年後に 76ha、BIS では 28ha の予測となる。BIS の場合は、現在は BS と FS

の生産に特化しており、今後、新たに CS 生産を 20ha～25ha 行うとの希望を持っているが、それで

も収支バランスをとるには大幅に不足する。こうした状況から、一般の稲作農家を対象として賃耕

を行うことが必要となる。 

なお、賃耕の利益は作業面積によって決まるため、圃場面積測定機材による面積測定とデータ整

備は、各組織の運営・維持管理に貢献する。 
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最も黒字化に遠い BIS でも、水田面積が 230ha11ある一方、現在は個人所有のコンバインハーベ

スターが 2 台稼働しているのみであるため、コンバインハーベスターへのニーズは非常に高く、黒

字化は十分に可能である。さらに、KIS 含めすべての対象地区でコンバインハーベスターは不足し

ており、BIS 同様、一般の稲作圃場をサービス対象とすれば黒字化が見込まれる。 

一般稲作農家を顧客とする場合、考慮すべきは異品種の交じりである。このリスクの低減に重要

なのは、種子圃場を優先して賃耕すること、異品種の交じりのリスクを下げる操作とメインテナン

スを行うことである。種子に一般の籾が混じることが避けられれば、その逆は構わない。ソフトコ

ンポーネントでも機械内部の清掃やメインテナンス法などを技術指導するため、一般稲作農家への

賃耕サービスの提供は現実的である。ただし、コンバインハーベスターは、収穫のため乾田でのみ

使用する。各灌漑地区はメジャーシーズンとマイナーシーズンの 2 作期があり、各作期の収穫はシ

ーズン最後の 2 ヵ月のみである。コンバインハーベスターの能力は 3ha/日、最大稼働期間は年間 4

ヵ月であることから、年間の作業面積は 240ha で頭打ちとなる（3ha/日×20 日×4 ヵ月）（表 3-30 参

照）。 

表 3-30：各灌漑地区の収支予測（基準年及び 3 年後） 

基準値 3年後
(2027年) 基準値 3年後

(2027年) 基準値 3年後
(2027年) 基準値 3年後

(2027年)
稲種子栽培面積
（年間合計） 58ha 117ha 38ha 77ha 50ha 101ha 12ha 24ha
収支予想①（GHs）：
稲種子のみ -21,093 11,851 -31,129 -17,863 -25,111 -35 -43,173 -53,521

稲作栽培面積（年間）
　　うち賃耕が想定される
　　　　一般稲作面積※1 ー 63ha ー 103ha ー 79ha ー 156ha

想定される作業対象面積 58ha 180 38ha 180 50ha 180 12ha 180
3年後の全体予想（GHs）：
稲種子・食用稲の合計※2 -21,093 59,394 -31,129 59,394 -25,111 59,394 -43,173 59,394

（出典：調査団作成）

※1　各灌漑地区ともコンバインハーベスターの台数は大幅に不足しており、食用米を栽培する一般の稲作農家のコンバインハーベスターへのニーズは高い。その
ため、最大値に近い面積を対象として作業することになると予想できるが、適期収穫のため、1作期の収穫期間を最長期間の2ヵ月間ではなく、1.5ヵ月間と想
定し、180haまで賃耕を請け負うと想定した。
※2　導入当初はコメ種子専用とし、メインテナンス技術の定着を待って食用稲の刈取りを行うと想定し、基準値では一般稲作面積をゼロとした。

KIS WIS TIS BIS

4,000 1,760 3,980 460

 

(2) 種子選別機 
コンバインハーベスターと同じく、政府機関が所有し管理するものの、その機材を用いた精選作

業の賃耕サービスを種子生産農家へ提供し、その対価を得て維持管理費用へあてがうことを基本方

針とする。 

種子選別機は GIDA（KIS、TIS、WIS）、PPRSD（タマレ、ボルガタンガ事務所）、SARI の倉庫

内に設置するが、周辺種子生産農家への選別サービスを有料で提供する形とする。現時点では、各

機関が農家（あるいは種子生産者組合）から種子を買い取り選別することは想定していない。 

また種子農家は収穫後、天日乾燥にて種子水分量を 13％以下に落とした後、農家自らが選別機設

置倉庫へ持ち込み選別サービスを受ける形である。そのため各機関による種子の集荷、乾燥及び配

送業務は行われないが、各灌漑地区では、農家に、本事業で整備する種子運搬用トラックを有料で

貸し出す。唯一異なるのが SARI である。SARI は国の研究機関で BS の生産も行っているが、施設

内に適切な水田がないため、BS に加え FS についても BIS の種子農家へ委託し、その後 BS 及び FS
                                                        
11メジャーシーズンとマイナーシーズンの 2 作期栽培しているため、年間の栽培面積はこの 2 倍となる。 
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を買い取っている。なお、PPRSD 及び SARI には種子運搬用トラックの整備は予定していない。 

種子選別機は、既述のとおり、風選と篩選別（スクリーン）の機能が一体となったシンプルなタ

イプ（0.5t/時）を各機関 2 台設置する（SARI は 1 台）。選別機 2 台に対し、オペレーター2 名、メ

カニック 1 名、選別機前後の種子袋の運搬、計量、袋詰めのため作業員 2 名を配置する。すでに実

施機関では、候補者人選まで行なわれている（表 3-31 参照）。 

表 3-31：各選別機設置サイトにおける運転時の人員配置（2 台設置した場合） 

人員 人数 主な業務
　監督 1名 機械の運転・管理。作業全体の監督。
　オペレーター 2名* 稼働時の運転操作、運転記録作成。

　メカニック 1名 稼働前後の保守点検（グリス補充、ボルト締の確認等）。稼働時は機械の状態
をモニターしつつ、異常があれば直ちに適切な処置を行う。

　作業員 2名* 種子袋を持ち込み開封、ホッパーへの投入、選別種子の袋詰め運搬を行う。
*SARIについては1名。 （出典：調査団作成）  
 

定期的な交換を要するスペアパーツとして、V ベルト、投入口のローラー、スクリーンの目詰ま

りを防ぐナイロンブラシを想定する。通常交換頻度は 2～3 年に 1 度であるが、ここでは 2 年更新で

試算した。 

種子選別機の維持管理費の諸元となるものは、各機関が有料の選別サービスを行う上で徴収する

選別料（Cleaning Charge）である。選別料の設定においては、現地調査時に先方機関と協議した結

果、提案がなされた 0.1GHs/kg（100GHs/t）で設定した。この単価は現地調査時点の考えである。今

後、物価上昇を考慮した場合の単価の推移の推定を表 3-32 に示した。 

表 3-32：物価上昇を考慮した選別サービス料単価の推移（推定） 

2022 基準値 100
2023 13% 113
2024 9.1% 123
2025 6.9% 132
2026 6% 140
2027 6% 148
2028 6% 157
2029 6% 166
2030 6% 176
2031 6% 187
2032 6% 198
2033 6% 210
2034 6% 223
2035 6% 236
2036 6% 250
2037 6% 265
2038 6% 281
2039 6% 298
2040 6% 316
2041 6% 335
2042 6% 355
2042 6% 376

インフレ率
(IMF推計値)

選別サービス料
単価 (GHs/Mt）

  

注） 平均消費者物価（年間変化率）物価上昇率は 2027 年までは IMF 予測値を使用した。 
（出典：IMF（https://www.imf.org/en/Countries/GHA 2022 年 5 月アクセス） 
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この選別料収入は処理する種子量の多寡により変動する。種子選別はメジャーシーズンとマイナ

ーシーズンの 2 作期のコメ種子を対象とする。通常、収穫後 2 週間の間に農家は天日乾燥し、その

後、選別開始となる。農家は、収穫後、次作の準備、播種、田植えで繁忙である。農家の中には収

穫後暫く自宅倉庫に保管し、種子販売直前（4 月～5 月）に改めて選別するケースもあるため、コン

スタントに種子選別が行われると想定する。 

KIS での聞き取りでは、10 月に収穫され、11 月から 4 月までメジャーシーズンが、4 月からはマ

イナーシーズンの選別作業が行われる。それが 10 月まで続くと、ほぼ 12 ヵ月が種子の選別期間に

なると見なされる。各灌漑地区において、現時点の種子生産面積は限定的だが、NRDS-2 の推進と

ともに今後拡大することを見込む。 

これら収入及び稼働経費は選別機が処理する種子量に規定されることから、対象となる種子量が

重要な要素である。下記に収支予測を示した（表 3-33 参照）。 

表 3-33：種子選別機の運営・維持管理費（2 台）（基準年） 

電気料金
※3

オペレーター
※4

レーバー
※5

メカニック
※6

スペア等
※7

5         25         2,500 3.1 120 781 156 391 3,511 -2,459 
10        50         5,000 6.3 192 1,563 313 781 3,511 -1,359 
15        75         7,500 9.4 288 2,344 469 1,172 3,511 -283 
20        100       10,000 12.5 384 3,125 625 1,563 3,511 793
25        125       12,500 15.6 480 3,906 781 1,953 3,511 1,869
50        250       25,000 31.3 960 7,813 1,563 3,906 3,511 7,248

100      500       50,000 62.5 1,920 15,625 3,125 7,813 3,511 18,007
150      750       75,000 93.8 2,880 23,438 4,688 11,719 3,511 28,765
200      1,000    100,000 125.0 3,840 31,250 6,250 15,625 3,511 39,524
250      1,250    125,000 156.3 4,800 39,063 7,813 19,531 3,511 50,283
300      1,500    150,000 187.5 5,760 46,875 9,375 23,438 3,511 61,042
350      1,750    175,000 218.8 6,720 54,688 10,938 27,344 3,511 71,800
400      2,000    200,000 250.0 7,680 62,500 12,500 31,250 3,511 82,559
450      2,250    225,000 281.3 8,640 70,313 14,063 35,438 3,511 93,037
500      2,500    250,000 312.5 9,600 78,125 15,625 39,688 3,511 103,452

（出典：調査団作成）

※1  選別料収入：　現地調査時に現地関係者と確認した数値。選別サービス料は0.1 GHs/Kg（100 GHs/t）で設定。選別種子量から収入を計
算。
※2  稼働日数：2台の選別機を1日8時間稼働させた場合、全量選別に要する日数。
※3  電気料金：ガーナの事業用電気料単価（0.8 GHs/kWh）を使い、各種子量を２台の選別機で処理する際に消費する電力から電気料金を算出
した。
※4  オペレーター：現地調査時に得た単価（125 GHs/日）を使い、2名が稼働日数分働いた場合の経費。
※5  レーバー：ガーナの単純作業員の単価（25 GHs/日）を使い、2名が稼働日数分働いた場合の経費を算出。
※6  メカニック：現地調査時情報を参考に単価（125GHs/日）を算出。稼働日に1名が常駐する想定。
※7  スペア等：スクリーンタイプ種子選別機用スペアパーツ（Ｖベルト、ゴム製ローラー、ナイロンブラシ）。交換頻度は2年間。

損益
（GHs）

栽培面積
(ha)

選別種子
量

(Mt)

選別料収入
※1

(GHs)

稼働日数
※2(日)

維持管理費：2台（GHs）

 
種子選別機では基準年において、選別料単価を 100GHs/t とした場合、損益転換点は 75t～100t 間

である。栽培面積が 20ha、種子生産量で 100t であれば、基準年でも黒字が見込まれる。種子処理量

が増える程、黒字幅も増加していく。対象灌漑スキームのうち WIS が 19ha であり、損益分岐点と

なる。ただし種子面積は拡大し続けることもできない。各サイトに設置する選別機 2 台の処理量は

1 日最大 8t である。1 ヵ月 20 日間稼働として、コンスタントに周年選別すれば、その種子量は 1,920t

（8t/日×20 日×12 ヵ月）となる。1 サイトで種子生産面積が 400ha 弱の選別で選別量は頭打ちになる

（表 3-34）。 

また BIS は種子選別機を設置しないが、BIS にて作られた BS、FS 計 30t（基準年時点）は SARI
に運ばれ、そこでは本プロジェクトが整備する選別機 1 台が選別する。 
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PPRSD は幅広い地域の農家に対し選別サービスを現在も行っている。基準年においてタマレでは

現在でも 2,400t 程の種子が周辺で生産されており、旧型の種子選別機が利用されている。ボルガタ

ンガでは 480t の種子が周辺で生産されている。 
 

表 3-34：種子選別機の運営・維持管理費（1 台）（基準年） 

電気料金※3 オペレーター
※4 レーバー※5 メカニック※6 スペア等※7

5         25         2,500 6 120 781 156 781 1,755 -1,094 
10        50         5,000 13 192 1,563 313 1,563 1,755 -385 
15        75         7,500 19 288 2,344 469 2,344 1,755 300
20        100       10,000 25 384 3,125 625 3,125 1,755 986
25        125       12,500 31 480 3,906 781 3,906 1,755 1,671
50        250       25,000 63 960 7,813 1,563 7,813 1,755 5,097

100      500       50,000 125 1,920 15,625 3,125 15,625 1,755 11,950
150      750       75,000 188 2,880 23,438 4,688 23,438 1,755 18,802
200      1,000    100,000 250 3,840 31,250 6,250 31,250 1,755 25,655
250      1,250    125,000 313 4,800 39,063 7,813 39,063 1,755 32,507
300      1,500    150,000 375 5,760 46,875 9,375 46,875 1,755 39,360
350      1,750    175,000 438 6,720 54,688 10,938 54,688 1,755 46,212
400      2,000    200,000 500 7,680 62,500 12,500 62,500 1,755 53,065
450      2,250    225,000 563 8,640 70,313 14,063 70,875 1,755 59,355
500      2,500    250,000 625 9,600 78,125 15,625 79,375 1,755 65,520

（出典：調査団作成）

※1  選別料収入：　現地調査時に現地関係者と確認した数値。選別サービス料は0.1 GHs/Kg（100 GHs/t）で設定。選別種子量から収入を計
算。
※2  稼働日数：1台の選別機を1日8時間稼働させた場合、全量選別に要する日数。
※3  電気料金：ガーナの事業用電気料単価（0.8 GHs/kWh）を使い、各種子量を1台の選別機で処理する際に消費する電力から電気料金を算出
した。
※4  オペレーター：現地調査時に得た単価（125 GHs/日）を使い、1名が稼働日数分働いた場合の経費。
※5  レーバー：ガーナの単純作業員の単価（25 GHs/日）を使い、1名が稼働日数分働いた場合の経費を算出。
※6  メカニック：現地調査時情報を参考に単価（125GHs/日）を算出。稼働日に1名が常駐する想定。
※7  スペア等：スクリーンタイプ種子選別機用スペアパーツ（Ｖベルト、ゴム製ローラー、ナイロンブラシ）。交換頻度は2年間。

損益
（GHs）

栽培面積
(ha)

選別種子
量

(Mt)

選別料収入
※1

(GHs)

稼働日数
※2

(日)

維持管理費：１台（GHs）

 

 

SARI の場合、整備した 1 台で他スキームと同様の選別サービスを行う場合は栽培面積が 13ha 以
上、65t 以上の種子を処理することで黒字化ができる。現在年間 12ha 栽培しているので、若干の赤

字となるが、SARI は BIS のみならず、別の地区でも種子委託生産しており、その種子の選別にも

整備された選別機が使われる。 

実際には SARI とは契約栽培で SARI が収穫物をすべて買い取り、BS 及び FS の販売収入で選別

機の運転コストをカバーする。選別機コストを BS、FS の販売価格に転嫁できない場合、SARI 予算

から選別コストを捻出することで、維持管理が可能と考える。 
上記の収支予測から、基準年と 2027 年までの収支をインフレによる物価上昇率も加味して試算し

た。選別機を設置する 6 サイトいずれも予測では 3 年後には選別サービスの徴収料金で維持管理運

営ができるものと考えられた（表 3-35 参照）。 
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表 3-35：選別機設置サイトでの収支予測（基準年及び 3 年後） 

基準年 2027年 基準年 2027年 基準年 2027年 基準年 2027年 基準年 2027年 基準年 2027年
栽培面積(ha) 58 117 38 77 50 101

年間種子選別量
（Mt） 290    587       190    385       250    506       144    288     1,440     2,880       480       960       

収支予測
(GHs) 8,691 31,374   4,483 18,788   7,008 26,327   2,053 8,681   57,077   174,237   16,685   54,613   

（出典：調査団作成）

PPRSD*KIS WIS TIS SARI* PPRSD*

 
 

(3) 低温貯蔵庫 
種子低温貯蔵施設整備にて導入する低温貯蔵庫は、KIS、WIS、TIS 及び SARI の 4 サイト、いず

れも政府機関の既存倉庫内に設置する。またガーナでは時折停電が発生するので、その際に低温貯

蔵庫内温度が上昇し、種子にダメージが発生しないようバックアップ電源（発電機）も同時に設置

する。 
低温貯蔵庫の維持管理においては、冷蔵ユニットの電力消費、発電機の燃料代の支出が発生する。

また保管は基本的に徴収せず、政府予算にて賄う方針である。（表 3-36 参照） 

表 3-36：設置する低温貯蔵庫（冷蔵ユニット）及び発電機数量 

種子 冷却ユニット
（室内機） 室外機 定格消費

電力
定格
電流

入力
（kw） 発電機

① CS 5 坪用*4台 4台 9.76 32 12.2 37KVA用
② FS ５坪用*１台 1台 2.44 8 3.05 37KVA用

WIS ① CS 5 坪用*4台 4台 9.76 32 12.2 37KVA用
TIS ① CS 5 坪用*4台 4台 9.76 32 12.2 37KVA用

① FS 5 坪用*4台 4台 9.76 32 12.2
② BS ５坪用*１台 1台 2.44 8 3.05

（出典：調査団作成）

サイト名

KIS

SARI 50KVA用

 

 

低温貯蔵庫には床面積に比例する形で、冷蔵ユニットの負荷が一定で設定温度がカバーできるよ

うユニットのスペック及び個数が検討されている。温度設定は 15℃であるが、SARI の BS 用低温

貯蔵庫のみ 4℃の低温に設定する必要がある。温度設定を行った後は、庫内の温度変化が生じた際

に自動で冷蔵ユニットが稼働する仕組みで常時定格電力を消費するわけでない。 

年間消費電力の運転率を算出するにあたり、外部環境の設定、断熱効果、保管資材、開閉頻度等

複雑な要素が絡むため数値算出は困難であることから、業務用として本邦スーパーマーケット等に

設置される冷却ユニット運転率（60％～80%）を参考値とした。種子貯蔵の場合は、頻繁にドアの

開閉はないため低い運転率の 60％として算出した。ただし SARI については室温 4℃に設定してい

るため運転率は高くなると予想し、90％と推定した。 

冷却ユニットの年間維持費は、KIS で 51,467GHs、WIS で 41,207GHs、TIS で 41,207GHs、SARI

では 56,597 GHs である（表 3-37）。なお、KIS 及び WIS へは ECG が、TIS 及び SARI へは NEDCo

が電力を供給しているが、どちらも電力単価は 0.8GHs/kWh であり、これを用いて算出している。 
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表 3-37︓冷却ユニットの年間維持費（基準年） 

mm mm 床⾯積
(㎡)

冷却ユニット
定格消費電⼒

(kW)

冷却ユニット
個数

運転率
(%)

年間消費電⼒
(kWh)

冷却ユニット
年間電⼒消費量

(kWh)
8100 3000 24.3 2.45 2 60% 12,877        25,754          
6800 3000 20.4 2.45 2 60% 12,877        25,754          

② FS 5500 3000 16.5 2.44 1 60% 12,825        12,825          
8100 3000 24.3 2.45 2 60% 12,877        25,754          
6800 3000 20.4 2.45 2 60% 12,877        25,754          
3000 8100 24.3 2.45 2 60% 12,877        25,754          
3000 8100 24.3 2.45 2 60% 12,877        25,754          
4000 5000 20 2.45 2 60% 12,877        25,754          
4000 5000 20 2.45 2 60% 12,877        25,754          

② BS 3600 4300 15.48 2.44 1 90% 19,237        19,237          
（出典︓調査団作成）

SARI ① FS 56,597                  

TIS ① CS 41,207                  

WIS ① CS 41,207                  

冷蔵庫維持管理費⽤
（年間 GHs）

*0.8 GHs/kWh

KIS ① CS 51,467                  

電⼒消費

サイト名 種⼦

貯蔵庫サイズ 冷却ユニット

 
 

停電時のバックアップ電源装置（発電機）起動頻度を 1 週間に 3 時間程度と見込み、発電機の燃

費（メーカーカタログから平均的数値を採用）から年間に必要なディーゼル量、費用を算出した。 

KIS では 66,604GHs、WIS で 48,775GHs、TIS で 48,775GHs、SARI で 66,280GHs が、冷却ユニッ

トと停電時の発電機運転を含む年間の維持管理費用となる（表 3-38）。 

 

表 3-38︓発電機の年間維持費（ディーゼル代）（基準年） 

② FS 37KVA⽤ (1) 6.8 1081.2 7,568               

② BS
注︓ディーゼル代単価は、現地調査で情報収集した7 GHs/Lを使⽤ （出典︓調査団作成）

66,280               

7,568               48,775               

SARI ① FS 50KVA⽤ (1) 8.7 1383.3 9,683               

1081.2 7,568               48,775               

TIS ① CS 37KVA⽤ (1) 6.8 1081.2

1081.2 7,568               66,604               

WIS ① CS 37KVA⽤ (1) 6.8

KIS ① CS 37KVA⽤ (1) 6.8

年間維持管理費合計
(GHs)サイト名 種⼦ 発電機スペック

(数量）
燃費

(L/hr)

年間消費
ディーゼル量

（L)

年間発電機⽤
ディーゼル
(GHs)

 

 

冷却ユニットと発電機の基準年の維持管理費に物価上昇率（予測）を乗じて、今後の維持管理費

の推移を見たのが表 3-39 である。物価上昇により、低温貯蔵庫の維持管理費用が大きくなる。 
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表 3-39：インフレによる物価上昇率を加えた年間維持管理費の傾向 

KIS WIS TIS SARI
2022 基準値 66,604        48,775        48,775        66,280        
2023 13% 75,263        55,116        55,116        74,896        
2024 9.1% 82,111        60,131        60,131        81,712        
2025 6.9% 87,777        64,280        64,280        87,350        
2026 6% 93,044        68,137        68,137        92,591        
2027 6% 98,626        72,225        72,225        98,147        
2028 6% 104,544      76,559        76,559        104,035      
2029 6% 110,817      81,152        81,152        110,277      
2030 6% 117,466      86,022        86,022        116,894      
2031 6% 124,513      91,183        91,183        123,908      
2032 6% 131,984      96,654        96,654        131,342      
2033 6% 139,903      102,453      102,453      139,223      
2034 6% 148,298      108,600      108,600      147,576      
2035 6% 157,195      115,116      115,116      156,431      
2036 6% 166,627      122,023      122,023      165,817      
2037 6% 176,625      129,345      129,345      175,766      
2038 6% 187,222      137,105      137,105      186,311      
2039 6% 198,456      145,332      145,332      197,490      
2040 6% 210,363      154,052      154,052      209,340      
2041 6% 222,985      163,295      163,295      221,900      
2042 6% 236,364      173,092      173,092      235,214      
2042 6% 250,546      183,478      183,478      249,327      

インフレ率
(IMF推計値)

年間冷蔵庫維持管理費
冷蔵ユニット電力及び発電機ディーゼル費用 (GHs)

  
注） 平均消費者物価（年間変化率）物価上昇率は 2027 年までは IMF 予測値を使用した。 

出典）IMF（https://www.imf.org/en/Countries/GHA 2022 年 5 月アクセス） 
 

基本的には生産された種子は次作のために販売・使用されることを原則とするも、将来的に生産・

販売量の調整目的で、一部を低温貯蔵庫に保管することが想定される。さらに、ガーナでは不作や

災害等によって計画どおりに種子の供給ができない場合もある。とくに上流種子の備蓄は下流種子

の生産に与える影響が大きいため、必要性が高い。また、15℃以下であれば最長 2 年間は発芽を維

持できることから、ガーナ有数のイネ種子生産基地である対象灌漑地区において、CS についても備

蓄用種子（バッファーストック）として確保する意味は大きい。コンバインハーベスターや種子選

別機と違い、低温貯蔵庫はサービス料で維持管理費を捻出することは難しいが、種子の品質が劣化

しないよう一定量保管し、計画的かつ安定的供給を行うことは行政機関の責務ともいえる。そのた

め、コンバインハーベスターと種子選別機から得られる収入を低温貯蔵庫の維持管理費用に充てる

とともに（表 3-40）、不足する維持管理費を各機関の予算にて支出できるよう施策を検討する必要

がある。とくに、SARI については、種子生産を農家に委託しており、サービス料の収入はない。

上流種子の長期保存は SARI 本来業務の 1 つとなっていることから、必要な予算を確実に確保する

ことが必要である。 

表 3-40：コンバインハーベスターと種子選別機の予測収益（2027 年） 

項目 GIDA-KIS GIDA-WIS ICOUR-TIS
稲種子栽培面積（ha/年） 117ha 77ha 101ha
想定される選別種子量（t） 587t 385t 506t

想定されるコンバインハーベスター作業対象面積（ha/年） 180ha 180ha 180ha

コンバインハーベスター：3年後の収益（GHs） 59,394.37 59,394.37 59,394.37
種子選別機：3年後の収益（GHs） 31,374.00 18,788.00 26,327.00
収益合計（GHs） 90,768.37 78,182.37 85,721.37

（出典：調査団作成）  
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(4) 歩行型田植え機 
 歩行型田植え機は、KIS に 2 台整備され、KIS が運用・維持管理を行うが、種子農家に賃耕サー

ビスを提供し、その対価をもって維持管理費に充てることとする。賃耕においては、オペレーター

及びメカニック並びに歩行型田植え機の輸送経費が発生するが、賃耕サービスの料金と右経費の損

益分岐点は、14ha と 15ha の間である。年間 15ha の田植えサービスを行えば、経費を賄うことがで

きる（表 3-41）。 

 なお、斉一な生育のため、同一品種の場合、田植え期間が長期に亘ることは好ましくない。歩行

型 4 条植えの歩行型田植え機の作業能力は 0.11ha～0.12ha/台/時と想定され 12、1 日 7 時間の作業で

0.8ha/台程度の田植えが可能である。15ha の田植え作業に要する日数は 10 日間程度であり、問題は

ない。  

表 3-41：歩行型田植え機の運用・維持管理経費（長期予測） 

燃料単価*2

(ha当たり）

オペレーター
単価*3

(ha当たり）

メカニック
単価*4

(ha当たり）

輸送費
単価*5

(1往復当たり）

スペア等*6

(2台･年)
14ha 15ha

2022 ー 1,050 36.75 237.50 25.00 250.00 6,279.55 -144 294
2023 13% 1,187 41.53 268.38 28.25 282.50 7,095.89 -163 332
2024 9.1% 1,294 45.31 292.80 30.82 308.21 7,741.62 -178 363
2025 6.9% 1,384 48.43 313.00 32.95 329.47 8,275.79 -190 388
2026 6% 1,467 51.34 331.78 34.92 349.24 8,772.34 -201 411
2027 6% 1,555 54.42 351.69 37.02 370.20 9,298.68 -213 436
2028 6% 1,648 57.68 372.79 39.24 392.41 9,856.60 -226 462
2029 6% 1,747 61.15 395.16 41.60 415.95 10,447.99 -240 489
2030 6% 1,852 64.81 418.86 44.09 440.91 11,074.87 -254 519
2031 6% 1,963 68.70 444.00 46.74 467.36 11,739.37 -269 550
2032 6% 2,081 72.82 470.64 49.54 495.41 12,443.73 -285 583
2033 6% 2,206 77.19 498.87 52.51 525.13 13,190.35 -303 618
2034 6% 2,338 81.83 528.81 55.66 556.64 13,981.77 -321 655
2035 6% 2,478 86.74 560.54 59.00 590.04 14,820.68 -340 694
2036 6% 2,627 91.94 594.17 62.54 625.44 15,709.92 -360 736
2037 6% 2,784 97.46 629.82 66.30 662.97 16,652.51 -382 780
2038 6% 2,952 103.30 667.61 70.27 702.74 17,651.66 -405 827
2039 6% 3,129 109.50 707.66 74.49 744.91 18,710.76 -429 877
2040 6% 3,316 116.07 750.12 78.96 789.60 19,833.41 -455 929
2041 6% 3,515 123.04 795.13 83.70 836.98 21,023.42 -482 985
2042 6% 3,726 130.42 842.84 88.72 887.20 22,284.82 -511 1,044
2043 6% 3,950 138.24 893.41 94.04 940.43 23,621.91 -542 1,107

（調査団作成）

*1 賃耕サービス単価：コンバインの賃耕料を採用。現地調査での聞き取り（2022年3月）で1050GHs/ha（KIS）。
*2 燃料単価：現地調査時データ7GHs/Lを採用。燃費消費量は、4条歩行型田植え機のバングラデシュでの試験結果より、5.25L/haとした 。
*3 オペレーター単価：1日の作業量から、コンバインの値の1.9倍とした（コンバインは1.5ha/日の作業量。田植え機は0.11-0.12ha/時。炎天下
の作業で1日7時間作業するとして、0.8ha/日、コンバインの約53%の作業能力。）
*4 メカニック単価及び輸送費単価：コンバインの値を採用。運送経費は1日当たりの最大作業量を0.8haとして、田植え機の稼働日数から計算。
*5 スペア等：本体価格を基に算出、交換を3年頻度とした。

インフレ率
(IMF推計値)

賃耕サービス
単価*1

(GHs）

維持管理費単価（GHs） 損益（GHs）

                                                        
12 「Techno-economic performance of 4-row self-propelled mechanical rice transplanter at farmers field in Bangladesh」
https://www.banglajol.info/index.php/PA/article/view/30834（2022 年 7 月アクセス） 



 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 プロジェクトの評価 



準備調査報告書 
第 4 章 プロジェクトの評価   

4-1 

第4章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

本事業の円滑な実施に際し、ガーナ側が対応すべき前提条件を、表 4-1のとおり整理した。これ

ら前提条件は、ガーナ側によって適切なタイミングで確実に実施されることが重要である。 

表 4-1：事業実施のための前提条件 
実施時期

調達機材にかかる付帯工事
●調達機材（コンバインハーベスター、歩行型田植え機）にかかる保管
スペースの確保 入札図書作成準備前

●調達機材（種子選別機、低温貯蔵庫）にかかる据付スペースの確保 入札図書作成準備前
機材の輸送・通関等

●通関業務 適宜（B/L発行後）
●免税措置（関税、付加価値税等） 適宜（B/L発行後）
●機材輸入許可の取得 適宜（B/L発行後）

銀行取極めと支払授権書の発行
●銀行取極め（B/A）の締結 E/N、G/A締結後1か月以内
●支払授権書（A/P）の発行 契約書締結後1カ月以内
●上記銀行手続きにかかる諸費用負担 適宜

出入国・滞在に必要な許認可・手続き及び経費負担 適宜
本業務実施に必要な許認可・手続き 適宜
無償資金協力の範囲に含まれない関連業務にかかる費用負担 適宜
調達機材の検収立会い 機材検収時

（出典：調査団作成）

負担事項

  
 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

(1) 持続的な機材の維持管理 
種子の生産拡大および品質の向上には、種子生産工程の機械化が重要であり、種子生産圃場を有

している灌漑地区および種子生産を監視している機関が機材を保有して、直接、間接的に種子生産

農家に関わることの意義は大きい。本事業で調達される機材を活用することで、種子生産面積、品

質・効率は格段に向上し、一般農家が認証種子を利用した稲作が増え国産米の増産に繋がる。その

ため、永続的に調達機材を活用できる状態を維持することが求められ、その実現には GIDA、PPRSD、

SARI による適切かつ持続的な機材の維持管理が必須である。 
 

(2) JICA技術協力との連携 
対象 4 灌漑地区のうち、KIS では種子生産者組合が結成されており、定例会の開催や会費徴収な

ど、活動が活発に行われているが、その他の灌漑地区では、組織化はこれから行うとしている生産

者が多く、定例会、規約の公文化、会費徴収など、組織としての活動は低調である。 

このため、種子生産の各種工程について、種子農家間で協働して作業を行うなどの活動はほとん

ど実施されておらず、情報交換も一部の農家間にとどまっている。調達機材の適切な運営維持管理

には利用者の積極的な参加が不可欠であり、種子生産者組合の組織化に向けた取り組みを実施する

ことが重要である。 
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4-3 外部条件 

本事業実施のための外部条件は、以下のとおりである。 

◆ ガーナの政策、コメの需要に変更がない 

◆ 対象地域の治安が悪化しない 

◆ 対象地域において大規模な自然災害が発生しない 
 

4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

無償資金協力による本事業の実施は、以下の観点から妥当と判断される。 

▶ ガーナ政府は、食料安全保障・貿易収支の観点から高品質な国産米の増産を優先課題として

おり、中期国家開発政策フレームワーク、国家農業投資計画などの上位の国家計画において

も、品質の改善、収量の向上が謳われている。さらに、この目的のために高品質の種子の供

給能力を強化する必要があるとしており、本事業の実施はこの主旨に合致する。 

▶ また、NRDS-2 で種子供給システムの改善のためには灌漑施設や市場整備などとともに、種

子貯蔵施設、種子生産施設などのハードの整備の必要性が謳われている。本事業の実施は種

子生産性の向上と検査体制の強化による種子供給システムの改善に寄与する。 

▶ 令和元年に策定された我が国のガーナに対する国別開発協力方針では、小規模農民の生産

性・収益性の向上や普及体制の強化のために、我が国が知見を有する稲作に重点をおいた支

援することが謳われており、本事業の方向性と合致する。 

▶ 対象となる灌漑地区では主として CS が生産されているが、収穫用機材、収穫後処理機材が

存在していないため、種子生産の多くの工程を手作業で行っているか、それらの機材が存在

しても古く、一般農家との共用である。このため、夾雑物や低品質な種子の混入が見られる。

また、貯蔵状況もそのほとんどが高温多湿の倉庫内に保管されており、発芽率の低下が実際

に生じていると考えられる。本事業の実施により、種子生産で労力を必要とする作業が機械

化されるため、種子の品質向上と生産量拡大と低品質な種子の除去・適切な貯蔵等が可能と

なり、品質の向上に大きく寄与する。 

▶ IA である GIDA、PPRSD、SARI は種子生産を意欲的に捉えており、各々の役割から種子の

生産拡大、品質の向上に取り組んでいる。これらのことから、調達機材の持続的な維持管理

が期待できる。 

▶ また、本事業で調達される機材はすべて公益性の高い施設で使用されるため、無償資金協力

の枠組みに合致する。 
 

4-4-2 有効性 

(1) 定量的効果 
稲種子用に収穫用及び収穫後処理用の機材が導入されることで、作業効率が向上し、対象地区で

目指されている稲種子生産の拡大が促進されるとともに、これまで不適切であった品質管理が改善

される。本事業で期待される効果発現の度合を確認すべく、定量的効果指標を表 4-2 のように設定
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する。なお、ここでいう稲種子とは、BS、FS 及び CS を指す。 

表 4-2：定量的効果指標 

指標名 基準値
（2021年実績値）

目標値（2027年）
【事業完成3年後】

対象 4 灌漑地区で生産される検査（※）を合格した稲種子生産量
（トン/年） 790 1,440

整備したコンバインハーベスターの作業面積（ha/年） － 320
整備した対象4灌漑地区の稲種子選別機の処理量（t/年） － 1,600
種子選別作業の作業効率（kg/時間）
（現地の慣行種子精選の値を基準値とする） 200 1,000

（出典：調査団作成）

※「A Guide for Certified Rice Seed Production under Irrigation」による検査基準（発芽率80％、異種混入率0.3％）に
拠る。

 

各指標は以下のとおり設定した。 
 

1) 基準値 
現地調査及び実施機関担当者からの聞き取りから、対象 4 灌漑地区の稲種子生産面積を整理した。

また、現地調査及び NRDS-2 での想定から単収を 5t/ha とし、基準年の稲種子生産量を算出した（表 

4-3）。 

表 4-3：対象灌漑地区の稲種子生産面積（2021 年） 
（単位：ha）

4 地区合計 KIS WIS TIS BIS
栽培面積 158        58       38       50       12       
生産量 790        290      190      250      60       

（出典：調査団作成）  
① 検査に合格した稲種子生産量 
各灌漑地区から 5 人の稲種子生産農家を抽出し、検査の合格率について聞き取りを行ったところ、

表 4-4 のとおりであった。このことから、基準年の合格率を 100％とし、生産された稲種子の全量

が検査を合格したとした。 

表 4-4：各灌漑地区のラボ検査合格率 

（単位：％）
4 地区平均 KIS WIS TIS BIS

圃場検査合格率 95 80 100 100 100
ラボ検査合格率 100 100 100 100 100

（出典：調査団作成）  

 

② 整備したコンバインハーベスターの作業面積及び整備した稲種子選別機の処理量 
 本事業で、種子用にコンバインハーベスターと種子選別機を整備する。そのため、基準値は該当

なしとした。 

なお、これまでは、コンバインハーベスターは一般の稲作用のものを使用しており、種子優先で

はなかった。また、種子選別は旧式の選別機か人力での選別に頼り、種子用として十分な選別が行
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われていなかった。 

 

③ 種子選別作業の作業効率 
種子選別作業として現在、現地で一般的に行われているのは唐箕による風選である。人力による

選別は、選別基準も曖昧であり、唐箕の数を増やせば時間当たりの効率は上がるが、ここでは、唐

箕 2 台による風選とした。選別基準については、そもそも唐箕では充実度を揃える選別は難しいた

め、ここでは問わないこととし、現地調査で得た唐箕 2 台分の作業効率として、200kg/時間とした。 

 

2) 目標値 
 現状では、コンバインハーベスターの台数が不足していることから適期収穫ができない。また、

種子選別の効率が低いため、選別できる量に限りがあることから、生産の拡大が頭打ちである。本

事業によって、コンバインハーベスターと種子選別機を整備することで、これらの限界値が上がり、

生産拡大が促進されると期待できる。 

 目標値の設定では、NRDS-2 における 2030 年までの拡大計画を基準としつつ、機材を整備するこ

とによる効果の増大とその持続を考慮した。また、現時点で NRDS-2 の想定する 15％増大は無理が

あり、3 年程度遅れが生じると想定したうえで、基準値と同じく、単収を 5t/ha として種子生産量を

算出した（表 3-2 参照）。即ち、年間の種子栽培面積は、2021 年時点の実績 158ha（4 地区合計）

から、2022 年から 2024 年は年率 10%、2025 年から 2027 年は年率 15%増加して 2027 年には 320ha

となり、種子生産量はこれに伴って、2021 年の 790t/年から、2027 年には 1,600t/年に増加すること

を目標とした。 
 

① 検査に合格した稲種子生産量 
 検査に合格した稲種子量については、選別機を導入することによって、人力では実施できなかっ

た充実度による選別が可能となり、歩留まりは確実に下がる。そのため、合格率は 90%に下がると

予測し、種子生産量約 1,600t に対して、合格種子 1,440t とした。 
 

② 整備したコンバインハーベスターの作業面積及び整備した稲種子選別機の処理量 
 種子栽培面積のすべては、整備する種子用コンバインハーベスターによって収穫作業が行われる

とし、4 地区合計で 320ha を目標値とする。 
同じく、種子選別機についても、種子全量を選別するものとして、4 地区合計 1,600t を目標値と

して設定した。 
  

③ 種子選別作業の作業効率 
作業効率については、種子選別機の能力を目標値とした。 

3) 効果の発現度合の確認 
① 検査に合格した稲種子生産量 

検査に合格した種子量は、検査を担当する PPRSD の検査記録と種子選別機の選別記録で確認す

ることを想定する。 
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② 整備したコンバインハーベスターの作業面積 
コンバインハーベスターの作業面積は、作業記録で確認する。コンバインハーベスターと種子選

別機は、稲種子農家に対して賃耕サービスを提供し、サービス料を徴収することになっている。こ

れには、サービスを提供した圃場面積の記録が必須である。現在も、各灌漑地区ではコンバインハ

ーベスターの賃耕サービスが一般的に行われており、作業記録が完備されている。農家との交渉に

はなくてはならない記録であり、閲覧は可能である。 

また、別途ドローンの整備が予定されており、稲種子栽培面積を測定することになっている。種

子用のコンバインハーベスターであり、種子専用あるいは優先で収穫することから、栽培面積が作

業面積であるといえる。作業記録に加え、ドローンでの測定結果が補完材料となる。 
 

③ 整備した稲種子選別機の処理量 
種子選別機の処理量は、コンバインハーベスターと同様に、作業記録で確認する。種子選別機も、

選別サービスを稲種子農家に提供し、サービス料を徴収する。選別にかけた種子量及び選別され残

った種子量の測定が必須である。ソフトコンポーネントでも作業記録とモニタリングについて指導

を行うが、農家との交渉材料として必要なものであることから、記録の閲覧は可能である。 
 

④ 種子選別作業の作業効率 
 整備した選別機の作業記録をもって評価する。 

 

(2) 定性的効果 
ガーナでは圃場検査に加えて収穫後にも種子検査を受けるが、上述のとおり種子検査合格率は極

めて高い。現地調査時に種子検査そのものは基準に沿って行われていることが確認されたが、その

効率化が課題となり、本件でも発芽試験機などの機材整備を行う。 
しかし農家からは種子検査に合格した認証種子を使っているのに低品質であるという話が聞か

れた。その原因には、①収穫後に行われる種子検査から実際に種子を使用するまで 3 ヵ月～5 ヵ月

のタイムラグがある。その間の種子の貯蔵に問題があり、発芽率などが低下すること。②種子検査

のサンプルと種子全体のロットの均質性の問題に起因する。 

②については、途上国では、収穫作業、収穫後処理が手作業で行われることで、ロット全体を見

たときに精選レベルが一定でなく、袋毎の品質にばらつきが発生しがちである。種子検査では最大

30t のロットから 700g 程度のサンプルを代表として抽出する。少量の種子サンプルがロットを正確

に代表することが難しくなる。その結果種子検査に合格しても、農家が使用する際に低質の種子に

遭遇することが発生する。今回、コンバインハーベスター及び種子選別機を導入することでロット

内のばらつきも低減すると考える。さらに全ての種子を保管しないものの、低温貯蔵庫を入れるこ

とで、①の種子検査後の品質の劣化も一定量防ぐことが可能となる。 

しかしロット全体を調査して種子検査することは労力的に不可能といえるため、実際に種子を使

用する農家の評価を聞くことで、一連の機材の効果を類推することが可能と考える。 

なお定性調査の方法としては、同じ農家で同じ視点からの印象を聞き取ることが大切である。そ

のため評価実施の時点（2027 年）で、3 年前と比べて、現在の種子の品質はどうか、という聞き方

で比較することが最も適切と考える。 
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本事業の実施によって期待される定性的効果は、以下のとおりである。 

◆ 一般農家が使用する際の初期生育の旺盛さ 
コンバインハーベスターによる損傷種子の低減、種子選別機による被害粒の除去・充実種子の選

別、低温貯蔵庫が適切に使われた結果、農家が播種したのちに、発芽率がよく、発芽の揃いがよく、

初期生育が旺盛となり、認証種子利用農家の満足度が高くなることが期待される。 

 情報入手手段：農家インタビュー 

 

◆ 認証種子における異品種混入程度の低さ 
種子専用コンバインハーベスターの導入、種子選別機により異なるサイズ、形態形質を持つ種子

が除去されることで異株（異種）の混入率低減が期待される。 

 情報入手手段：農家インタビュー 
 

◆ 種子の均質性（充実種子の揃い）の向上 

一般に種子の評価に繋がる重要形質として、見た目の均質性がある（Physical Purity）。本件で

調達する種子選別機を使用する際に、品種に適合したスクリーンサイズを適切に選択していれば、

品種本来の形質を備えた充実した種子が選別され、粒揃いも良くなる。 
情報入手手段：農家インタビュー 

 
◆ 収穫適期に収穫できないリスクの低減 

これまで一般米農家との間で競合状態にあったコンバインハーベスターであるが、種子専用のコ

ンバインハーベスターを調達することで収穫適期にコンバインハーベスターを利用可能となる。 

情報入手手段：農家インタビュー、GIDA のコンバインハーベスター運用記録 
 

◆ 収穫時に異品種が混入するリスクの低減 

これまでコンバインハーベスターは一般農家と共用し、連続的に収穫が行われるため、一般農家

が作る品種との混入リスクが高かったが、種子専用コンバインハーベスターを利用することにより

リスクの低減が期待される。そのリスク低減のためには GIDA が適切にコンバインハーベスターを

運用すること、すなわちソフトコンポーネントで指導する運用方法、手順が正しく行われているこ

とが前提となる。 

情報入手手段：GIDA の運用記録 
 

以上より、本事業実施の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断する。 
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⻄野 俊⼀郎 公益社団法⼈国際農林業協働協会  
業務グループ 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2. 調査⾏程 



第⼀次現地調査 

 
  

業務主任者/
稲種⼦⽣産計画

副業務主任者/機材整備計画/
維持管理計画

調達計画/
積算

国際航業（株）
中島⼤助

（公社）国債農林業協働協会
⻄野俊⼀郎

国際航業（株）
荒⽊美和⼦

1⽉22⽇ ⼟ ー
1⽉23⽇ ⽇ ー
1⽉24⽇ ⽉ ー
1⽉25⽇ ⽕ ー
1⽉26⽇ ⽔ ー
1⽉27⽇ ⽊ ー
1⽉28⽇ ⾦ ー
1⽉29⽇ ⼟ ー
1⽉30⽇ ⽇ ー
1⽉31⽇ ⽉ ー
2⽉1⽇ ⽕ ー
2⽉2⽇ ⽔ ー
2⽉3⽇ ⽊ ー
2⽉4⽇ ⾦ ー
2⽉5⽇ ⼟ ー
2⽉6⽇ ⽇ ー
2⽉7⽇ ⽉ ー BIS協議/情報収集/現場踏査 移動（タマレ→トノ）TIS協議/現場踏査 BIS協議/情報収集/現場踏査
2⽉8⽇ ⽕ 移動（⽇本→ドバイ） AESD(タマレ)/SARI協議/現場踏査 PPRSD(ボルガタンガ)/SARI協議/現場踏査 AESD(タマレ)/SARI協議/現場踏査
2⽉9⽇ ⽔ 移動（→アクラ）
2⽉10⽇ ⽊ KIS協議/現場踏査 PPRSD（本部）/GIDA情報収集 KIS協議/現場踏査 調達事情調査
2⽉11⽇ ⾦ 調達事情調査
2⽉12⽇ ⼟ WIS協議/現場踏査 資料整理 WIS協議/現場踏査 資料整理
2⽉13⽇ ⽇
2⽉14⽇ ⽉ 調達事情調査
2⽉15⽇ ⽕ 調達事情調査
2⽉16⽇ ⽔ 機械整備調査 調達事情調査
2⽉17⽇ ⽊ 機械整備調査 調達事情調査
2⽉18⽇ ⾦ 機械整備調査/JICA報告 調達事情調査
2⽉19⽇ ⼟ 移動（アクラ→）
2⽉20⽇ ⽇ 移動（ドバイ→⽇本）
2⽉21⽇ ⽉ ー
2⽉22⽇ ⽕ ー GIDA情報収集 機械整備調査 調達事情調査
2⽉23⽇ ⽔ ー ECG情報収集/MTTD協議 PPRSD(ホー)協議/現場踏査 調達事情調査
2⽉24⽇ ⽊ ー GIDA情報収集 機械整備調査 調達事情調査
2⽉25⽇ ⾦ ー GIDA情報収集 機械整備調査 調達事情調査
2⽉26⽇ ⼟ ー
2⽉27⽇ ⽇ ー
2⽉28⽇ ⽉ ー 調達事情調査
3⽉1⽇ ⽕ ー GIDA情報収集/テクニカルノート署名 機械整備調査 調達事情調査
3⽉2⽇ ⽔ ー GIDA情報収集/JICA報告 機械整備調査/JICA報告 調達事情調査/JICA報告
3⽉3⽇ ⽊ ー
3⽉4⽇ ⾦ ー
3⽉5⽇ ⼟ ー
3⽉6⽇ ⽇ ー

※GIDA︓ガーナ灌漑開発公社、PPRSD︓植物保護・規制サービス局、NSTL︓国家種⼦検査施設、SARI︓サバンナ農業研究所、KIS︓ポン灌漑地区、WIS︓ウェタ灌漑地区、
BIS︓ボンタンガ灌漑地区、TIS︓トノ灌漑地区、DCS︓作物サービス局、AESD︓農業機械局、MoF︓財務省、GCAP︓ガーナ商業的農業プロジェクト、ECG︓ガーナ電⼒公社、
MTTD︓ガーナ警察交通管理局

MoF免税協議/現地再委託調査モニタリング

GIDA/PPRSD（本部）情報収集

移動（アクラ→タマレ）/BIS協議/現場踏査
PPRSD（タマレ）/SARI/AESD（タマレ）協議

移動（タマレ→アクラ）/JICA報告

団内協議/現地再委託調査準備

移動（アクラ→ドバイ）
移動（乗り継ぎ）
移動（→⽇本）

団内協議
資料整理

団内協議/⼤使館報告
ミニッツ協議

団内協議

団内協議
資料整理

ミニッツ協議/GCAP情報収集

WIS協議/現場踏査
WIS情報収集

資料整理
移動（アクラ→タマレ）

PPRSD(タマレ)/移動（タマレ→アクラ）

調査団員
⽒名 官団員

コンサルタント団員

移動（⽇本→ドバイ）
移動（→アクラ）

GIDA情報収集/JICA協議
DCS情報収集

PPRSD（本部）/NSTL情報収集
AESD情報収集

地⽅調査準備/収集資料整理
団内協議
資料整理

KIS協議/現場踏査
KIS情報収集

AESD情報収集/JICA協議



第⼆次現地調査 
 

 

業務主任者/
稲種⼦⽣産計画

副業務主任者/機材整備計画/
維持管理計画

国際航業（株）
中島⼤助

（公社）国債農林業協働協会
⻄野俊⼀郎

6⽉12⽇ ⽇ 移動（⽇本→ドバイ）
6⽉13⽇ ⽉ 移動（→アクラ）/JICA協議
6⽉14⽇ ⽕
6⽉15⽇ ⽔
6⽉16⽇ ⽊
6⽉17⽇ ⾦ JICA報告/GIDA署名/GRIP協議/移動（アクラ→）

6⽉18⽇ ⼟ 移動（→ドバイ、乗り換え）
6⽉19⽇ ⽇ 移動（→⽇本）

※GRIP︓ガーナ稲作⽣産性向上プロジェクト

ミニッツ協議/GRIP情報収集/団内協議
MoF免税協議/⼤使館報告/団内協議

ミニッツ協議/団内協議

移動（アクラ→）
移動（アジスアベバ→⽇本）

JICA報告/GIDA協議/GRIP協議

調査団員
⽒名 官団員

コンサルタント団員

移動（⽇本→アジスアベバ）
移動（→アクラ）/JICA協議



 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3. 関係者（⾯会者）リスト 



（１）Ghana Irrigation Development Authority （ガーナ灌漑開発公社） 

Chief Executive     Mr. Willson K. Darkwah 
Director         Mr. Benedictus Agbeko 
Principal Agronomist    Ms. Juliet Adjei Kyere 
Chief Manager     Ing. Richard Oppong-Boateng 
 

（２）Kpong Irrigation Scheme Office（ポン灌漑地区事務所） 

Volta Regional Manager, Scheme Manager    Ing. Joseph Narty 
Maintenance Manager    Ing, Tony K. Seddoh 
Field Operation Manager    Mr. Kodjotse Moses 
 

（３）Weta Irrigation Scheme Office（ウェタ灌漑施地区事務所） 
 
Scheme Manager       Mr. Mamudzro Bernard 
Assistant Scheme Manager   Mr. Samuel Ofori Kuny 
Scheme Staff           Mr. Famous Ahordosu 
Secretary Machinery Association   Mr. Stanley A.E. Ghamh  
 

（４）Bontanga Irrigation Scheme Office（ボンタンガ灌漑地区事務所） 

Scheme Manager       Mr. Stephen Adegle   
Agronomist            Mr. Ibraham Rabiu M. 
Account Officer                Mr. Seth Ofosuheme 
 

（５）Tono Irrigation Scheme Office（トノ灌漑地区事務所） 

Managing Director, ICOUR   Mr. Benedict Bonaventure Aligebam, 
 

（６）Savanna Agricultural Research Institute 
（環境科学技術⾰新省サバンナ農業研究所） 

Senior Research Scientist / Entomologist  Dr. Francis Kusi 
Research Scientist       Dr. Samuel Oppong Abebrese 
 

（７）Plant Protection and Regulatory Services Directorate 
    （⾷糧農業省植物保護・規制サービス局本部） 

Ag. Director       Mr. Eric Bentsil Quaye 
Ag. Head of Ghana Seed Inspection Division  Mr. Kwasi Wih 
Agricultural Officer (Seed Analyst)  Mr. Adi Okutu 
 

（８）Plant Protection and Regulatory Services Directorate Tamale  
     （⾷糧農業省植物保護・規制サービス局タマレ事務所） 

Director        Mr. Christopher Y. Akai 
Regional Assistant Officer                       Mr. Michael Afranie 



（９）Plant Protection and Regulatory Services Directorate Bolgatanga Office
（⾷糧農業省植物保護・規制サービス局ボルガタンガ事務所） 

Director  Mr. Atombil Simon 
SEED Coordinator Ms. Adek Azantilow  

（１０）Plant Protection and Regulatory Services Directorate Ho Office
（⾷糧農業省植物保護・規制サービス局ホー事務所） 

Seed Officer Mr. Eyram Gerald 

（１１）Directorate of Crop Services （⾷糧農業省農作物サービス局）

Deputy Director and Head of Seed Unit  Dr. Solomon Gyan Ansah 
Rice Desk Officer    Mr. Al-hassan Imoro 
Seed Unit Desk       Mr. Roland Addo 

（１２）Agric Engineering Services Directorate（⾷糧農業省農業機械サービス局本部）

Director Mr. A. K. B Deyang 
Dupty Director       Mr. Patrick. Aboagye 
Snior Agric Eng.    Ms. Catherine Amegatcher 

（１３）Agric Engineering Services Directorate Regional Office (Tamale)
（⾷糧農業省農業機械サービス局タマレ事務所） 

Director       Ms. Hawa Musah 
Regional Officer                Mr. Akai Y. Christopher 
Women in Agric Development Northern Region     Ms. Salatu Abubakar 
Regional Agriculture Engineer Northern Region Mr. Rahmat Musah 
Mechanic Mr. Sult Issah 
Operator  Mr. Joh Aniyalia 
Regional Monitoring and Evaluation Officer       Mr. Alhassan Abdul Fatawu 

（１４）Electricity Company of Ghana Limited Nsawam Office

Operations 

（ガーナ電力公社ヌサワン事務所） 

Mr. Zakari Shaibu  

（１５）The Motor Transport and Traffic Directorate（ガーナ警察交通管理局）

Commanding Officer  Mr. Martin Ayiih 
Superintendent in charge of operations Mr. Richard Nyarko 



（１６）Ministry of Finance（財務省） 

Chief Economic Officer    Mr. Louis Kwame Amo 
 

（１７）Ghana Commercial Agriculture Project (GCAP) 

Project Coordinator    Mr. Osei Owusu-Agyeman 
 

（１８）在ガーナ⽇本国⼤使館 

一等書記官     勝村 晶央 
開発協力班 経済協力調整員   今岡 哲哉 
 

（１９）JICA ガーナ事務所 

所長      荒木 康允 
次長      小澤 真紀（前任） 
次長      樅田 泰明 
事務所員     松崎 俊治 
企画調査員（農業・農村開発）  渡辺 裕史（前任） 
企画調査員（農業・農村開発）  勝又 俊宜 
Program Officer     Ms. Addo Maame D.A.A 
 

（２０）ガーナ稲作⽣産性向上プロジェクト (GRIP) 

総括／稲作技術    大泉 暢章 
農業普及     奈良部 辰雄 
水利組合支援  t   星 了介 
コメセクターおよび稲作政策   渡辺 裕史 
業務調整     鈴木 隆裕 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4. 討議議事録（M/D） 
討議議事録（2022 年 5 ⽉ 6 ⽇付） 
テクニカルノート（2022 年 3 ⽉ 1 ⽇付） 
討議議事録（2022 年 7 ⽉ 13 ⽇付） 
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資料 5. ソフトコンポーネント計画書 
 



 
 

ガーナ共和国 
食糧農業省（MoFA） 
 
 

ガーナ国 

稲種子生産向上計画準備調査 

 

ソフトコンポーネント計画書 

 

 

令和 4年 8月 

（2022年） 

 

 

 

国際航業株式会社 

公益社団法人国際農林業協働協会 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

ガーナ国「稲種子生産向上計画」は、4 灌漑地区（KIS、WIS、BIS、TIS）において、稲種

子の量的・質的向上に必要な機材の整備を通して、第二次国家稲作振興戦略（NRDS-2）に

沿った稲認証種子の生産量増大と品質向上を図るものである。協力対象事業は、主として収

穫後処理に必要な機材の整備と設置である。 

なお、事業対象の灌漑地区は上記 4 地区であるが、灌漑地区内での種子生産に関わり、か

つ機材整備対象となる実施機関は複数存在する。①各灌漑地区内の灌漑開発計画の策定、灌

漑農業のための水資源の開発、土地利用計画の実行等を実施している GIDA、②TIS におい

て同様の機能を持つ ICOUR、③ガーナ国内の植物保護と規制に係るサービス全般を提供し、

種子の検査と認証を行う GSID を抱える PPRSD、④CSIR の研究機関のひとつであり研究開

発の中で上流種子である BS と FS を生産する SARI である。 

 
(1) 稲種子生産の課題 
 種子の品質は、異品種混入率、発芽率、均質性（品種本来の形質をもつ種子の揃い）で判

断される。 

 対象地区の稲種子生産において、聞き取りによれば単収は 4-5 トン/ha 程度で比較的高い

収量といえる。しかし人力依存のため収穫適期に収穫ができず、脱粒によるロスの発生も課

題となっている。近年はコンバインハーベスターが導入され、収穫作業効率は改善傾向にあ

る。他方、コンバインハーベスターの数が不足し、一台でコメ用と種子用の圃場を連続して

収穫するため、コンバインハーベスター内に残った他品種と混入が増え、種子の品質低下を

招いている。 

現地関係者・農家からは、種子の品質について他品種・夾雑物の混入、低い発芽率等の課

題が指摘されている。特に夾雑物は精選作業によって除去することは可能であるが、人力で

の作業効率は低いため選別機を導入することが最も効率的かつ効果的である。選別機では

夾雑物除去だけでなく、比重あるいは粒厚によって充実した種子の選別が可能となる。 

発芽率は不適切な収穫・乾燥に加えて、貯蔵によっても大きく低下する。 

 本事業を通じた機材導入により、稲種子の生産性向上と同時に、混入物や低品質な種子の

除去・適切な貯蔵等が可能となり、品質の向上も期待されている。 

 
(2) ソフトコンポーネントの必要性 
各組織はこれまで、旧型の種子選別機、倉庫、検査機器などを扱ってきた。また、地区内

の農業機械化組合と連携しており、農業機械の基本的な知見を有している。 

一方、下記の課題を確認した。 

① 老朽化した機材が放置されており、機械の維持管理に関する知識には不足がある。 

② 機材メンテナンスは地域のメカニックによって行われているが、スペアパーツや工具
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類は不足しており、いわば我流でその場にある工具で修理・メンテナンスを行うこと

から、機材の寿命を縮めている。 

③ CS における異品種混入や非均質性の報告があり、種子品質を確保するための機械の

取り扱いは適切といえない。 

④ 圃場面積を含む環境の把握がなされておらず、稲種子増殖のための作付計画や異品種

混入率の低減に重要な種子圃場審査計画が適切でない。 

本ソフトコンポーネントは、上記課題に対応し、調達機材の適切な運営・維持管理技術の

定着・促進のための技術移転を行うことにより、各実施機関が調達機材を有効活用するため

の円滑な立ち上げを目的として実施される。今回整備する機材のうち、異品種混入を避ける

ため、コンバインハーベスターと種子選別機の取り扱いには注意が必要である。また、田植

え機及びドローンは実施機関にとって新しい機材であり、良品質種子の生産に活用するた

めの使用方法の指導が必要である。このため、コンバインハーベスター、種子選別機、ドロ

ーン、田植え機に関して、ソフトコンポーネントを計画する。 

ソフトコンポーネントに関し、各組織への整備機材と維持管理担当者を表 1 のとおり整

理する（表 1）。 

表１ 各実施機関への整備機材と維持管理体制 

 
※1︓ICOUR-TIS は灌漑地区内の農業機械化組合及び民間から人材提供を受ける予定。 

 

2. ソフトコンポーネントの目標 

本ソフトコンポーネントでの目標は、整備機材、特に①コンバインハーベスター、②種子

選別機、③圃場面積測定機、④田植え機の運営維持管理に必要な知識、経験が整理され、技

術が修得されることである。 

成果は次のとおりとする。 

GIDA
KIS

GIDA
WIS

GIDA
BIS

ICOUR
TIS※1

PPRSD
ボルガタンガ

PPRSD
タマレ

PPRSD
ホー SARI

1名 3名 1名 1名 1名 1名 1名 2名
供与予定の有無 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー
現場監督 2名 1名 1名 1名 ー ー ー ー
機械操作 2名 4名 2名 3名 ー ー ー ー
メンテナンス 2名 4名 2名 2名 ー ー ー ー
供与予定の有無 〇 〇 ー 〇 〇 〇 ー 〇
現場監督 2名 1名 ー 1名 1名 1名 ー 1名
機械操作 2名 4名 ー 2名 3名 2名 ー 2名
メンテナンス 2名 4名 ー 2名 2名 2名 ー 2名
供与予定の有無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アグロノミスト 1名 1名 1名 1名 1名 1名 1名 1名
供与予定の有無 〇 ー ー ー ー ー ー ー
現場監督 1名 ー ー ー ー ー ー ー
機械操作 2名 ー ー ー ー ー ー ー
メンテナンス 2名 ー ー ー ー ー ー ー

田
植
え
機

面
積

測
定機

機材責任者
コ
ン
バ
イ
ン

ハ
ー
ベ
ス

タ
ー

種
子
選
別
機
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3. ソフトコンポーネントの成果及び達成度の確認方法 

本ソフトコンポーネントの成果及びその確認方法を表 2 に示す。 

表２ 成果と確認方法 

  

成　果 指　標 成果の確認方法

成果１︓機材の利用が可
能となる。

種子生産および種子選別の目的に沿って適切に利用できるようになる。
①コンバインハーベスター︓異品種混入を防ぎながら収穫作業できる。
②種子選別機︓適切な歩留まりを維持しつつ室内検査を合格できるよう
種子をクリーニングする。
③圃場面積測定機︓CS農家圃場の面積と位置の情報収集を行い整備
する。
④田植え機︓KISの圃場特性に沿った田植え機利用の課題を把握する。

理解度試験とアン
ケートの実施

成果２︓機材のメンテナン
スと修理に対応可能となる。

①機材を持続的に利用できるよう、日常的なメンテナンスが実施できるように
なる。
②必要なパーツの入手方法について理解する。
③機材の故障に対して、地元のメカニックが対処できるものか、ディストリ
ビューター等の対応が必要かを判断できるようになる。

理解度試験とアン
ケートの実施

成果３︓機材の運営維持
管理技術が向上する。

運営・維持管理計画を作成し、とくに収支計画に沿って経済的且つ持続的
に機材を利用できるようになる。

理解度試験とアン
ケートの実施

成果４︓機材の運営維持
管理モニタリング能力が向上
する。

①運営維持管理点検表が作成される。
②運営維持管理データの記録が開始され、モニタリングが開始される。
③収支計画に基づいたスペアパーツ数量が、点検表とモニタリングによって適切にス
トックされる。

アンケートの実施
点検表の有無

成果１：機材の利用が可能となる。 
種子生産及び種子選別の目的に沿って適切に利用できるようになる。 
① コンバインハーベスター：異品種混入を防ぎながら収穫作業ができる。 
② 種子選別機：適切な歩留まりを維持しつつ室内検査を合格できるよう種子をク

リーニングする。 
③ 圃場面積測定機：CS 農家圃場の面積と位置の情報収集を行い整備する。 
④ 田植え機：KIS の圃場特性に沿った田植え機利用の課題を把握する。 

成果２：機材のメンテナンスと修理に対応可能となる。 
機材を持続的に利用できるよう、日常的なメンテナンスが実施できるようになると

ともに、必要なパーツの入手方法について理解する。また、機材の故障に対して、

地元のメカニックが対処できるものか、ディストリビューター等の対応が必要かを

判断できるようになる。 

成果３：機材の運営維持管理技術が向上する。 
運営・維持管理計画を作成し、とくに収支計画に沿って経済的且つ持続的に機材を

利用できるようになる。 

成果４：機材の運営維持管理モニタリング能力が向上する。 
運営維持管理点検表が作成され、運営維持管理データの記録とモニタリングが開始

される。また、収支計画に基づいたスペアパーツ数量が、点検表とモニタリングに

よって適切にストックされるようになる。 
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 機材が多く、機材ごとに技術移転が必要であることから、表 3 に各成果に対応する活動を

整理する。 

表 3 成果と活動及び指標 

 
 

4. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

(1) 基本方針 
本ソフトコンポーネントの対象は、①コンバインハーベスター、②種子選別機、③ドロー

ンを用いた圃場面積測定、④田植え機とするが、田植え機は KIS 限りとする。これらの機材

の維持管理を実施する責任者及び担当者を対象者として、ソフトコンポーネンを実施する。 

 
 

成　果 活　動 指　標
成果１︓機材の利
用が可能となる。

機材①コンバインハーベスター
①-1　種子生産の概論および種子生産における注意点の理解
①-2　コンバインハーベスター内部および脚部清掃の実習
①-3　コンバインハーベスターによる収穫作業の実習
機材②種子選別機
②-1　種子品質の概論と種子選別における注意点の理解
②-2　種子品質管理と保管方法の理解（低温貯蔵庫の使用含む）
②-3　種子選別作業の実習
機材③圃場面積測定器
③-1　空撮と面積測定の方法の理解
③-2　空撮の実習
③-3　オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習
③-4　面積データ整備の実習
③-5　種子生産と気象（気象観測装置の使用含む）の学習
機材④田植え機
④-1　メカニズムと従来の人力田植えとの違いの理解
④-2　田植え機用の育苗の実習
④-3　田植え機利用を前提とした代掻きの実施
④-4　田植え機を用いた移植作業の実証試験

種子生産および種子選別の目的に沿って適切に利用で
きるようになる。
①コンバインハーベスター︓異品種混入を防ぎながら収
穫作業できる。
②種子選別機︓適切な歩留まりを維持しつつ室内検
査を合格できるよう種子をクリーニングする。
③圃場面積測定機︓CS農家圃場の面積と位置の情
報収集を行い整備する。
④田植え機︓KISの圃場特性に沿った田植え機利用の
課題を把握する。

成果２︓機材のメン
テナンスと修理に対応
可能となる。

機材①コンバインハーベスター
①-1　日常的なメンテナンスの実習
①-2　各種修理対策の実習
機材②種子選別機
②-1　日常的なメンテナンスの実習
②-2　各種修理対策の実習
機材③圃場面積測定器
③-1　ドローン利用におけるトラブルシューティング
機材④田植え機
④-1　日常的なメンテナンスの実習
④-2　各種修理対策の実習

1. 機材を持続的に利用できるよう、日常的なメンテナン
スが実施できるようになる。
2. 必要なパーツの入手方法について理解する。
3. 機材の故障に対して、地元のメカニックが対処できる
ものか、ディストリビューター等の対応が必要かを判断でき
るようになる。

成果３︓機材の運
営維持管理技術が
向上する。

機材①コンバインハーベスター
①-1　運営維持管理計画の作成
機材②種子選別機
②-1　運営維持管理計画の作成
機材④田植え機
④-1　運営維持管理計画の作成

運営・維持管理計画を作成し、とくに収支計画に沿って
経済的且つ持続的に機材を利用できるようになる。

成果４︓機材の運
営維持管理モニタリン
グ能力が向上する。

機材①コンバインハーベスター
①-1　運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
機材②種子選別機
②-1　運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
機材④田植え機
④-1　運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施

1. 運営維持管理点検表が作成される。
2. 運営維持管理データの記録が開始され、モニタリング
が開始される。
3. 収支計画に基づいたスペアパーツ数量が、点検表とモ
ニタリングによって適切にストックされる。
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(2) 概要 
ソフトコンポーネント参加者は各実施機関から現場監督 1 名、オペレーター1～2 名、メ

ンテナンス担当 1～2 名、アグロノミスト 1～2 名とする。 

ソフトコンポーネントの活動は、機材引き渡しの時期に合わせて 2024 年 7 月～9 月を目

途に実施する。前半はテキストを活用した学習を中心とし、後半は実習を中心とするが、機

材の引き渡し時期と実習圃場での栽培状況に合わせて柔軟に対応する。実習は、各機材の設

置場所において実施するのではなく、GIDA（WIS、BIS）、ICOUR（TIS）及びそれぞれ周辺

の PPRSD（本部、ホー、タマレ、ボルガタンガ）から対象者を KIS に集めて行う方針とし、

機材のディストリビューターの支援を得ながら実施する。KIS の CS 栽培は３～８月及び 10

～１月の２シーズンとの情報を得ており、前半のシーズン（メジャーシーズン）８月頃に収

穫作業を重ねることができれば、後半のシーズン（マイナーシーズン）には実施機関が独自

に利用できるようになると期待される。実習には、収穫時期に左右されるコンバインハーベ

スターの活動を含むが、通常の天候であれば、ソフトコンポーネントを予定する 7 月～9 月

は収穫時期に当たる。 

なお、具体的な活動としては、(i)機械の基本的な操作、(ii)個々の機械における種子生産の

目的に沿った機能の理解、(iii)日々のメンテナンス及び修理、(iv)収支計画とモニタリング等

の知識の習得とする。 

 
(3) 活動内容 
投入計画は、事業完了直後から事業効果を発揮させるため、事業実施中に各種フォーマッ

ト等の準備、事業完了後に OJT での技術移転・モニタリング指導を実施する（表 4）。 
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表 4 ソフトコンポーネントの活動内容 

 

 

 

項目 内容

日本側の必要な技術と
業種

①コンバインハーベスター︓機械収穫に係る研修業務の経験者または参加者（現地傭人）
②種子選別機︓種子選別に係る研修業務の経験者または参加者
③圃場面積測定機︓ドローン空撮による圃場面積計測経験者（現地傭人）
④田植え機︓田植え機の利用経験者

相手国側の技術水準

①農機の基礎知識を有している者
②室内検査の内容を理解できる者
③GISの基礎的な知識を有する者
④田植え機運用の技術的な課題が理解できる者

対象者

各実施機関から現場監督、オペレーター、メンテナンス担当、アグロノミスト各１～２名（アグロノミストは③に対応）
①GIDA（KIS、WIS、BIS）、ICOUR（TIS）
②GIDA（KIS、WISのみ）、ICOUR（TIS）、PPRSD（Tamale、Bolgatangaのみ）、SARI
③GIDA（KIS、WIS、BIS）、ICOUR（TIS）、PPRSD（本部、Ho、Tamale、Bolgatanga）
④GIDA（KISのみ）

実施方法 現地OJT（事前に現地傭人にはTOT）

活動①
コンバインハーベスター

・ソフトコンポーネント計画書作成および圃場確認（事前作業）
・種子生産の概論および種子生産における注意点の理解
・内部および脚部清掃の実習
・収穫作業の実習
・日常的なメンテナンスの実習
・各種修理対策の実習
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施

活動②
種子選別機

・ソフトコンポーネント計画書作成および原料確認（事前作業）
・種子品質の概論と種子選別における注意点の理解
・種子品質管理と保管方法の理解（低温貯蔵庫の使用方法を含む）
・種子選別作業の実習
・日常的なメンテナンスの実習
・各種修理対策の実習
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施

活動③
圃場面積測定機

・ソフトコンポーネント計画書作成および圃場確認（事前作業）
・空撮と面積測定の方法の理解
・空撮の実習
・オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習
・面積データ整備の実習
・ドローン利用におけるトラブルシューティング
・種子生産と気象（気象観測装置の使用含む）
・アンケート（理解度試験）の実施

活動④
田植え機

・ソフトコンポーネント計画書作成および圃場等の確認（事前作業）
・メカニズムと従来の人力田植えとの違いの理解
・田植え機用の育苗の実習
・田植え機利用を前提とした代掻きの実施
・田植え機を用いた移植作業の実証試験
・日常的なメンテナンスの実習
・各種修理対策の実習
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施
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5. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントの対象とする機械はコンバインハーベスター、種子選別機、圃場

面積測定機（ドローン空撮とオルソ画像作成）、田植え機と多岐にわたる。本邦コンサルタ

ントは上記の技術を有する者１名とし、限られた時間の中で効果的にソフトコンポーネン

トを実施する必要があるため、現地傭人を２名参加させる。 

 

6. ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施工程を表 5 に示す。①コンバインハーベスター、②種子選別

機、③圃場面積測定機、④田植え機それぞれで分けて実施する。前半はテキストの作成とそ

のテキストを活用した学習、後半は KIS での実習を中心とし、機材の引き渡し状況及び実

習圃場の栽培状況に合わせて柔軟に対応する。 

実習は、ソフトコンポーネント参加者を複数のバッチに分け、学習効率と深度を確保する。
また、ソフトコンポーネント参加者の参加しやすさを考慮し、同時並行的に各種の実習を行
うこととする。そのため、複数の指導者が必要となる。指導内容のうち種子選別機と田植え
機は本邦コンサルタントが中心に指導し、コンバインハーベスターおよび圃場面積測定機
については、本邦コンサルタントが現地傭人に指導したうえで、現地コンサルタントがソフ
トコンポーネント参加者に実習を指導する。現地傭人は２名体制で、現地傭人１は圃場面積
測定機の指導を中心に、本邦コンサルタントの田植え機指導の補佐を、現地傭人２はコンバ
インハーベスターの指導を中心に、本邦コンサルタントの種子選別機指導の補佐を行うこ
ととする。現地コンサルタントは、実習の準備を兼ねて、かつ、実習でのフィードバックを
得て、マニュアルの作成にも関与する。 
なお、この実施工程において、最もスケジュールが固定されるのは田植え機の活動におけ

る育苗であり、これは後半の実習に合わせて予め進めておく。日本メーカーの推奨育苗期間

は 35 日程度とされ、今回はそれを参考とした。 
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表 5 ソフトコンポーネント実施工程 
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の
作

成

・運
営

維
持

管
理

点
検

票
の

作
成

とモ
ニ

タリ
ン

グ
の

実
施

・ア
ン

ケ
ー

ト（
理

解
度

試
験

）
の

実
施

1
2

3
①

コン
バ

イン
ハ

ー
ベ

ス
ター

報
告

書
作

成
お

よ
び

マ
ニ

ュア
ル

改
訂

②
種

子
選

別
機

③
圃

場
面

積
測

定
機

④
田

植
え

機
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後半に予定する技術移転の研修では、対象となる実施機関から表 6 のとおり研修参加者

を集め、座学と実習を組み合わせた研修を行う。 

表 6 研修参加者 

 

注︓太枠で囲んだところは、複数の研修に参加する者 

 

研修は KIS で行うため、KIS 以外からの参加者はその間、KIS 周辺で宿泊し、連日研修を

受けることになる。このため、研修参加者が研修に参加しやすいよう、できるだけ短期間で、

かつ、複数回の出張を伴わない研修日程を組む。また、受講人数が多いことから、実習を効

率的かつ効果的に行うため、グループに分けて実施する。コンバインハーベスターと種子選

別機の実習は、同じ者が受講する場合があるため（KIS、WIS 及び TIS）、セットで行うこと

とし、3 グループに分ける。圃場面積測定機については、4 グループに分ける。なお、田植

え機については、対象は KIS のみで、かつ KIS での実習となるためグループ分けは行わず、

育苗状況と他の実習状況に合わせて、適当な時期に実施する。 

運営維持管理計画の作成、点検表の作成とモニタリングについては、研修中に総論を学び、

機械操作 メンテナンス 機械操作 メンテナンス 機械操作 メンテナンス
現場監督 1人 〇 〇 〇 〇 〇 〇
機械操作 2人 〇 〇 〇
メンテナンス 2人 〇 〇 〇
アグロノミスト 2人 〇
現場監督 1人 〇 〇 〇 〇
機械操作 2人 〇 〇
メンテナンス 2人 〇 〇
アグロノミスト 2人 〇
現場監督 1人 〇 〇
機械操作 2人 〇
メンテナンス 2人 〇
アグロノミスト 2人 〇
現場監督 1人 〇 〇 〇 〇
機械操作 2人 〇 〇
メンテナンス 2人 〇 〇
アグロノミスト 2人 〇
現場監督 1人 〇 〇
機械操作 2人 〇
メンテナンス 2人 〇
アグロノミスト 2人 〇
現場監督 1人 〇 〇
機械操作 2人 〇
メンテナンス 2人 〇
アグロノミスト 2人 〇

PPRSD
ホー アグロノミスト 2人 〇

現場監督 1人 〇 〇
機械操作 2人 〇
メンテナンス 2人 〇
アグロノミスト 2人 〇

田植え機

GIDA
KIS

GIDA
WIS

GIDA
BIS

ICOUR
TIS

コンバインハーベスター

SARI

PPRSD
タマレ

PPRSD
ボルガタンガ

圃場面積
測定機参加者 人数 種子選別機
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計画の基礎的な部分を作成した後、研修終了後にメールベースでの指導を継続して行う。 

ソフトコンポーネントの前半は種子生産・収穫後の流れを学ぶ期間とするが、作成するテ

キストによる自習を基本として、可能な限りメールや web 会議ツールを活用して学習を支

援することを想定する。そのため、研修の始まりで理解度テストを行うこととし、前半の自

習を緊張感のあるものとする。また、研修の終わりには成果の確認のためのテストとアンケ

ートを実施する。 

グループ分けが複雑であることから、表 7 に研修の工程を示す。 

表 7 研修工程 

 
注︓太枠で囲んだところは研修グループを示す。 

 

全工程を 2.5 か月（75 日）、実働日数を 53 日とする。実習、運営維持管理計画の作成及び

運営維持管理点検表の作成とモニタリングについては、前述のとおり、研修グループごとに

進行する。表 8 に活動ごとの詳細を示す。また、表 9 に、本邦コンサルタントと現地傭人 2

名の業務内容を整理した。ただし、研修生の状況や反応、圃場の状況に応じて、より学びが

深まるよう、KIS での研修は臨機応変に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

①コンバインハーベスター
・内部および脚部清掃の実習 6 6
・収穫作業の実習 6 6
・日常的なメンテナンスの実習 6 6
・各種修理対策の実習 6 6
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施
②種子選別機
・ソフトコンポーネント計画書作成＆機械確認
・座学によるメカニズムと種子選別における注意点の理解
・種子選別作業の実習＆歩留りおよび品質の確認 6 3 9
・日常的なメンテナンスの実習 6 3 9
・各種修理対策の実習 6 3 9
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施
③圃場面積測定機
・空撮の実習1 4 4 4 4
・オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習 4 4 4 4
・面積データ整備の実習 4 4 4 4
・理解度テストの実施
④田植え機
・田植え機を用いた移植作業の実証試験 3 3
・日常的なメンテナンスの実習 3 3
・各種修理対策の実習 3 3
・運営維持管理計画の作成
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施
・アンケート（理解度試験）の実施
報告書作成およびマニュアル改訂

31 2
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表 8 活動ごとの詳細日程案 

 
注︓G①、G②などはグループ 1、グループ 2 などを表す 

活動①　コンバインハーベスター 活動②　種子選別機 活動③　圃場面積測定機
１日目 計画協議 計画協議 計画協議
２日目 計画とりまとめ 計画とりまとめ 計画とりまとめ
３日目 必要資料収集 必要資料収集 必要資料収集
４日目 テキスト作成 テキスト作成 テキスト作成
５日目 テキスト作成 テキスト作成 テキスト作成
６日目 テキスト作成 テキスト作成 テキスト作成
７日目 テキスト作成 テキスト作成 テキスト作成
８日目 テキスト作成 テキスト作成 テキスト作成
９日目 テスト作成 テスト作成 テスト作成
10日目 テスト作成 テスト作成 テスト作成
11日目 遠隔指導 遠隔指導 遠隔指導
12日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
13日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
14日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
15日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
16日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
17日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
18日目 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成 遠隔指導・マニュアル作成
19日目 機材受取確認・研修準備 機材受取確認・研修準備 機材受取確認・研修準備
20日目 機材動作確認・研修準備 機材動作確認・研修準備 機材動作確認・研修準備

21日目
[G①機械操作]
テスト、講義
内部および脚部清掃の実習

研修準備

22日目
[G①機械操作]
収穫作業の実習
運営維持管理の概要

研修準備

23日目 G①フォローアップ
G②研修準備

[G①機械操作]
種子選別作業＆歩留り品質確認実習
テスト、運営維持管理の概要

24日目 G①フォローアップ
G②研修準備

[G①メンテナンス]
テスト、講義
日常的なメンテナンスの実習

25日目 G①フォローアップ
G②研修準備

[G①メンテナンス]
各種修理対策の実習
テスト、運営維持管理の概要

26日目

[G②メンテナンス]
テスト、講義
日常的なメンテナンスの実習
[G①] 運営維持管理計画作成（遠隔）

[G①] 運営維持管理計画作成（遠隔）

27日目

[G②メンテナンス]
各種修理対策の実習
テスト、運営維持管理の概要
[G①]運営維持管理点検表作成（遠隔）

[G①] 運営維持管理点検表作成（遠隔）

28日目 [G①] モニタリング実施（遠隔）

[G②機械操作]
種子選別作業＆歩留り品質確認実習
テスト、運営維持管理の概要
[G①] モニタリング実施（遠隔）

29日目

[G②機械操作]
テスト、講義
内部および脚部清掃の実習
[G①] モニタリング実施（遠隔）

[G①] モニタリング実施（遠隔）

30日目
[G②機械操作]
収穫作業の実習
座学︓運営維持管理の概要

G②フォローアップ
G③研修準備

31日目
[G②メンテナンス]
テスト、講義
日常的なメンテナンスの実習

G②フォローアップ
G③研修準備

32日目
[G②メンテナンス]
各種修理対策の実習
テスト、運営維持管理の概要

G②フォローアップ
G③研修準備

33日目 G②フォローアップ
G③研修準備

[G②メンテナンス]
テスト、講義
日常的なメンテナンスの実習

34日目 G②フォローアップ
G③研修準備

[G②メンテナンス]
各種修理対策の実習
テスト、運営維持管理の概要

35日目 [G②] 運営維持管理計画作成（遠隔）

[G③機械操作]
種子選別作業＆歩留り品質確認実習
テスト、運営維持管理の概要
[G②] 運営維持管理計画作成（遠隔）

36日目 [G②] 運営維持管理点検表作成（遠隔）

[G③メンテナンス]
テスト、講義
日常的なメンテナンスの実習
[G②] 運営維持管理点検表作成・モニタリング実施（遠
隔）

研修準備

37日目 [G②] モニタリング実施（遠隔）
[G③メンテナンス]
各種修理対策の実習
テスト、運営維持管理の概要

研修準備

38日目 G②
モニタリング実施（遠隔） [G③] 運営維持管理計画作成（遠隔）

[G①]
テスト、講義
空撮実習

39日目 G②フォローアップ
G③研修準備 [G③] 運営維持管理点検表作成（遠隔） [G①]

オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習

40日目 G②フォローアップ
G③研修準備 [G③] モニタリング実施（遠隔）

[G①]
面積データ整備
テスト

41日目 G②フォローアップ
G③研修準備 [G③] モニタリング実施（遠隔）

[G②]
テスト、講義
空撮実習

42日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 [G②]
オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習

43日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
[G②]
面積データ整備
テスト

44日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
[G③]
テスト、講義
空撮実習

45日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 G③
オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習

46日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
[G③]
面積データ整備
テスト

47日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
[G④]
テスト、講義
空撮実習

48日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 [G④]
オルソ画像作成および圃場ポリゴン作成の実習

49日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
[G④]
面積データ整備
テスト

50日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
51日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
52日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
53日目 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂 報告書作成・マニュアル改訂
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表 9 ソフトコンポーネント所要日数

 

注︓便宜上、各活動の所要日数を算出しているが、表 4 で示したとおり、各活動は並行して進行する。 

 

 

 

 

日本人専門家 現地雇人１ 現地雇人２

・ソフトコンポーネント計画書作成＆機械確認 1日 3日
・種子生産概論と種子生産における注意点の理解 1日 10日
・実習︓清掃と収穫／日常メンテナンスと修理対策 1日 5日
・運営維持管理計画の作成 1日 5日
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施 1日 5日
・理解度テストの実施 1日 5日

・ソフトコンポーネント計画書作成＆機械確認 1日 1日
・種子品質と種子選別における注意点の理解 3日 4日
・種子品質管理と保管方法の理解（低温貯蔵庫の使用方法含む） 3日 3日
・実習︓種子選別作業と品質確認／日常メンテナンスと修理対策 3日 3日
・運営維持管理計画の作成 3日 3日
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施 3日 1日
・理解度テストの実施 3日 1日

・ソフトコンポーネント計画書作成＆機械確認 1日 3日
・空撮と面積測定の方法の理解 2日 10日
・実習︓空撮／オルソ画像作成等／画像データ整備 1日 7日
・ドローン利用におけるトラブルシューティング 1日 3日
・種子生産と気象の理解（気象観測装置の使用含む） 2日 7日
・理解度テストの実施 1日 7日

・ソフトコンポーネント計画書作成＆機械確認 1日 1日
・座学︓従来の人力田植えとの違いの理解 2日 2日
・田植え機用の育苗の実習（35日想定） 1日 2日
・代掻きの実施 1日 2日
・移植作業の実証 1日 1日
・実習︓日常メンテナンスと修理対策 2日 2日
・運営維持管理計画の作成 2日 2日
・運営維持管理点検票の作成とモニタリングの実施 2日
・アンケート（理解度試験）の実施 2日

6日 4日 4日
53日 53日 53日
4日
18日
75日 53日 53日

渡航
書類整理

小計

合計

所要日数

①コンバインハーベスター

②種子選別機

報告書作成およびマニュアル改訂

③圃場面積測定機

④田植え機
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7. ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は以下のとおりである（表 10）。 

なお、技術指導及びマニュアル作成には既存のマニュアル等を参考にする。そのため、著

作権には十分に注意する。 

表 10 ソフトコンポーネント成果品（案） 

 

8. ソフトコンポーネントの概略事業費 

ソフトコンポーネントの概算事業費は、本邦コンサルト、現地傭人の直接人件費、直接経
費、間接費に加え、本来は先方政府負担分として整理されるソフトコンポーネント参加者の
日当、宿泊費、旅費についても本事業費として計上する方針とする。これは、先方政府の支
出の 3 割削減、海外出張の自粛、その他政府職員の支出を厳しく制限する状況となってい
るためである。1 2 3 
 
1）概算費用の算出方針 

以下の方針で算出する。 

1．直接人件費 

本邦コンサルタント１名、現地傭人 2 名（シニアクラス 1 名、ジュニアクラス 1 名）を全

期間（53 日間）傭上する。 

 

2．直接経費 

（1）本邦コンサルタント・現地傭人 

 日当、宿泊費、旅費、車輌傭上費、新型コロナウィルス防疫対策費を計上する。 

                                                      
1承認済予算に対し財務省が 20%を上限とする予算削減を決定したことを報じる新聞記事（2022年 1月 20
日）（https://mynewsghana.net/government-suspends-20-of-expenditure-in-approved-2022-budget/） 
2 更に 10％の予算削減（合計 30％）を決定したことを報じる新聞記事（2022年 3月 21日）
（https://www.modernghana.com/news/1146519/cabinet-retreat-govt-to-cut-expenditure-of-
mdas.html） 
3 公務員の給与を含む政府支出の 3割削減、海外出張の制限などを説明する財務大臣の説明スピーチ
（2022年 3月 24日）（https://www.graphic.com.gh/news/politics/seven-revenue-measures-gov-t-is-
pushing-after-expenditure-cuts.html） 

成果品名 提出先 備考
ソフトコンポーネント完了報告書 英語版 JICAおよび実施機関ら
ソフトコンポーネント完了報告書 日本語版 JICA
活動の実施状況が確認できる資料（現地の写真等を含む） JICA
実施機関職員へのアンケート結果 JICA
種子生産に係るコンバインハーベスター利用マニュアル（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意
種子選別機利用マニュアル（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意
ドローンを利用した面積測定および情報整備マニュアル（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意
KISにおける田植え機導入試験報告（英語） JICAおよび実施機関ら 著作権に留意

https://mynewsghana.net/government-suspends-20-of-expenditure-in-approved-2022-budget/
https://www.modernghana.com/news/1146519/cabinet-retreat-govt-to-cut-expenditure-of-mdas.html
https://www.modernghana.com/news/1146519/cabinet-retreat-govt-to-cut-expenditure-of-mdas.html
https://www.graphic.com.gh/news/politics/seven-revenue-measures-gov-t-is-pushing-after-expenditure-cuts.html
https://www.graphic.com.gh/news/politics/seven-revenue-measures-gov-t-is-pushing-after-expenditure-cuts.html
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（2）ソフトコンポーネント参加者 

 日当、宿泊費、旅費について計上する。旅費（レンタカー、航空費）については、表 11

の通りの経路を往復分計上する。 

表 11 参加者の移動経路 

 

宿泊は研修を効率的に進めるため、KISを除く参加者全員を前泊させ、終了時はTIS、BIS、

PPRSD ボルガタンガ事務所、PPRSD タマレ事務所、SARI の参加者は後泊、その他の機関

の参加者は当日帰任させる。 

日程については、参加者が一部重なる①コンバインハーベスター、②種子選別機のソフト

コンポーネントは連続して実施する。③圃場面積測定地図作成機材、④田植え機のソフトコ

ンポーネントについては、対象者が異なるため、別日程とする。 

 

日当、宿泊費、旅費（レンタカー、飛行機）について、表 12 に①コンバインハーベスタ

ー、②種子選別機の、表 13 に③圃場面積測定機の、表 14 に④田植え機の数量を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施機関 移動経路 移動手段
トノまたはボルガタンガ～タマレ レンタカー

タマレ～アクラ 飛行機
アクラ～KIS レンタカー
タマレ～アクラ 飛行機
アクラ～KIS レンタカー

WIS、PPRSD本部、PPRSDホー事務所 各々の所在地～KIS レンタカー
KIS 計上しない －

TIS、PPRSDボルガタンガ事務所

BIS、PPRSDタマレ事務所、SARI
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表 12 コンバインハーベスター、種子選別機のソフトコンポーネント直接費数量 

 
 

 

 

 

 

サイト 項目 日当
（日数）

宿泊
（日数）

車輛
（台数）

フライト
（片回数）

現場監督 10 9
オペレーター 8 7
メカニック 12 11
車輛（KIS-WIS間） 4
計 30 27 4 0
現場監督 11 10
オペレーター 10 9
メカニック 12 11
フライト（タマレ-アクラ間） 10
車輛（KIS-アクラ間） 4
計 33 30 4 10
現場監督 8 7
オペレーター 8 7
メカニック 8 7
車輛（TIS-タマレ間） 4
フライト（タマレ-アクラ間） 10
車輛（KIS-アクラ間） 4
計 24 21 8 10
現場監督 7 6
オペレーター 6 5
メカニック 8 7
フライト（タマレ-アクラ間） 10
車輛（KIS-アクラ間） 4
計 21 18 4 10
現場監督 7 6
オペレーター 6 5
メカニック 8 7
車輛（Pボ-タマレ間） 4
フライト（タマレ-アクラ間） 10
車輛（KIS-アクラ間） 4
計 21 18 8 10
現場監督 7 6
オペレーター 6 5
メカニック 8 7
フライト（タマレ-アクラ間） 10
車輛（KIS-アクラ間） 4
計 21 18 4 10
現場監督 7 - - -
オペレーター 6 - - -
メカニック 8 - - -
計 21 0 0 0

171 132 32 50

SARI

WIS

BIS

TIS

PPRS
Dタマ

レ

PPRS
Dホー

KIS

小計
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表 13 圃場面積測定機のソフトコンポーネント直接費数量 

 
 

表 14 田植え機のソフトコンポーネント直接費数量 

 
 

ソフトコンポーネント計画における実施機関の日当、宿泊費、旅費の合計は表 15 の通り

である。 

 

 

 

サイト 項目 日当
（日数）

宿泊
（日数）

車輛
（台数）

フライト
（片回数）

アグロノミスト 8 7
車輛（KIS-WIS間） 2
計 8 7 2 0
アグロノミスト 10 9
フライト（タマレ-アクラ間） 4
車輛（KIS-アクラ間） 2
計 10 9 2 4
アグロノミスト 10 9
車輛（TIS-タマレ間） 2
フライト（タマレ-アクラ間） 4
車輛（KIS-アクラ間） 2
計 10 9 4 4
アグロノミスト 12 11
車輛（KIS-P本間） 2
計 12 11 2 0
アグロノミスト 14 13
フライト（タマレ-アクラ間） 4
車輛（KIS-アクラ間） 2
計 14 13 2 4
アグロノミスト 10 9
車輛（Pボ-タマレ間） 2
フライト（タマレ-アクラ間） 4
車輛（KIS-アクラ間） 2
計 10 9 4 4
アグロノミスト 8 7
車輛（KIS-P Ho間） 2
計 8 7 2 0
アグロノミスト 6 - - -
計 6 0 0 0

78 65 18 16

WIS

BIS

TIS

PPRS
Dホー

PPRS
Dホー

PPRS
D本
部

PPRS
Dタマ

レ

KIS

小計

サイト 項目 日当
（日数）

宿泊
（日数）

車輛
（台数）

フライト
（片回数）

現場監督 12 - - -
オペレーター 24 - - -
計 36 0 0 0

36 0 0 0
285 197 50 66合計

小計

KIS



17 
 

表 15 実施機関の日当、宿泊費、旅費の合計 

 
 

日当については参加者全員に支給する方針であるが、実施機関の規定によると、ジュニ

ア・クラス、シニア・クラスで単価が異なる。ただ、現状で参加者のクラスの内訳は不明で

あるが、GIDA の職務別職員数は幹部・管理職 23 名、主査・主任 66 名、非管理職 30 名（合

計 119 名）とであることが分かっている。このため、非管理職をジュニア職員（25％）、残

りはシニア職員（75％）として、この比率を PPRSD、SARI からの参加者にも適用するもの

とする。 

 

以上を踏まえた本ソフトコンポーネントの概算費用を表 16 に示す。 

表 16 概算費用 
項目 概算費（千円） 

1. 直接人件費 2,560 
2. 直接経費 10,967 
3. 間接費 5,324 

合計 18,851 
 

9. 相手国側の責務 

本ソフトコンポーネントの実施に当たり、ガーナ国側で必要な実施項目は以下のとおり

である。 

 
(1) ソフトコンポーネント実施への協力 
 本ソフトコンポーネントの実施に関する責任者の選任及び受講者の選定と実習への

派遣。 

 本ソフトコンポーネントに必要な人員、研修施設・圃場及び資材の確保（座学用会

場、座学用プロジェクター及びスクリーン等の研修器具、実習圃場、種子選別実習

のための収穫物、田植え機利用の展示に必要な種子及び肥料等の投入財、田植え展

示圃場の継続的な管理を含む）。 

 

(2) 管理体制の確立及び関係者意識の向上 
 本ソフトコンポーネントで研修を受講した人員を実施期間内で継続的に業務に従事
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させ、周囲への技術共有を図る。 
 本ソフトコンポーネントで得られた成果及び事業成果について、灌漑地区内の種子

農家及び一般稲作農家に対して周知を継続する。 
 
(3) 定期点検等の実施 
 本ソフトコンポーネントで作成された運営維持管理点検表、成果品となるマニュア

ル等を活用し、日常点検、定期点検及び不具合への対応を実施、記録し、モニタリ

ングを継続する。それら作業の実施を通じ、運営・維持管理技術の向上を図る。マ

ニュアル等は適時見直しを行い、必要に応じ改訂版を作成・使用する。 

 

(4) 予算の確保 
 上記活動に関する予算を確保する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 6. その他の資料・情報 
免税情報シート 
収集資料リスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

免税情報シート 

 



 

ガーナ国免税情報シート 

(1) 企業の所得に課される税⾦ (法⼈税など) 

名称 Corporate Tax (法⼈税) 

課税対象 ①本邦企業に対する法⼈税（商業、⼯業、サービス業にかかる収⼊税） 
②第三国企業（サブコン）に対する法⼈税 

税率・計算⽅法 利益に対して 8~35％（業種によって税率は異なる） 

根拠法 Income Tax Act, 2015（Act 896） 

⼿順・申請先・ 
所要期間 

【免税可能︓事前免除⽅式】 
実施機関はガーナ歳⼊庁（Ghana Revenue Authority︓GRA）であり、特に必要
な⼿続きはないとしている。 

過去の実績・ 
問題の有無 

野⼝記念医学研究所改修・拡充計画にて GRA が課税対象と通告した経緯があり、⼤
使館・JICA より申し⼊れ、実施中およびパイプライン案件（第⼆次国道⼋号線改修計
画、第⼆次テマ交差点改良計画、ノーザン州医療体制改善計画）については、課税対
象外と整理され、G/A 署名時に個別に⽂書で確認を取っている。その後の形成中案件に
ついても課税対象外となる旨、財務省からの⼝頭説明を受けている。免税にあたっては、
特に必要な⼿続きは無く、今後、免税⼝上書等で確認・整理される予定である。 

 

(2) 個⼈所得税等 

名称 Personal Income Tax (個⼈所得税) 

課税対象 ①労働許可証／在留許可証 
②邦⼈に対する個⼈所得税 
③第三国⼈に対する個⼈所得税 
④現地請負者に対する個⼈所得税 

税率・計算⽅法 【課税対象】 
①約 1200$/⼈・年 
②不明 
③不明 
④所得に対して 0〜30% 

根拠法 ①不明 
②〜④Income Tax Act, 2015（Act 896） 

⼿順・申請先・ 
所要期間 

【課税対象】 
①実施機関︓ガーナ移⺠局（Ghana Immigration Service︓GIS） 
  ⼿続・申請先︓指定病院で健康診断を受診、診断結果と申請書類を GIS に提出 
  所要期間︓1-2 か⽉程度 
④実施機関︓ガーナ歳⼊庁（GRA） 



【免税可能︓事前免除⽅式】 
②、③実施機関はガーナ歳⼊庁（GRA）であり、特に必要な⼿続きはないとしている。 

過去の実績・ 
問題の有無 

野⼝記念医学研究所改修・拡充計画にて GRA が課税対象と通告した経緯があり、⼤
使館・JICA より申し⼊れ、実施中およびパイプライン案件（第⼆次国道⼋号線改修計
画、第⼆次テマ交差点改良計画、ノーザン州医療体制改善計画）については、課税対
象外と整理され、G/A 署名時に個別に⽂書で確認を取っている。その後の形成中案件に
ついても課税対象外となる旨、財務省からの⼝頭説明を受けている。免税にあたっては、
特に必要な⼿続きは無く、今後、免税⼝上書等で確認・整理される予定である。 
＊(1)の過去の実績・問題の有無に同じ 

 

(3) 間接税等 

名称 間接税（付加価値税（Value Added Tax :VAT）、商業税等) 

課税対象 ①施主とコントラクター（コンサルタント）との契約に係る VAT（健康保険徴収⾦︓
National Health Insurance Levy（NHIL））含む 
②VAT（国内調達分） 
③燃料税（国内調達分） 

税率・計算⽅法 ①17.5% (VAT︓12.5%、NHIL︓2.5%、教育信託基⾦徴収⾦（Get Fund）︓
2.5%) 

②17.5% (VAT︓12.5%、NHI︓2.5%、教育信託基⾦徴収⾦（Get Fund）︓
2.5%、計算⽅法は価格に対しての割合としている 

③⼀定額及び価格に対しての割合との混成であるが、レートは不明である 

根拠法 ①②VAT Act, 2013（Act 870） 
③不明 

⼿順・申請先・ 
所要期間 

【免税可能︓事前免除⽅式】 
①不明 
【免税可能︓還付⽅式】 
②申請先︓財務省税務局（Tax Policy Unit） 

⼿順・申請先︓ 
1.責任省庁が、財務省税務局に対して以下書類を提出する。 
2.財務省から歳⼊庁（GRA）へ回付され、免税対象税⽬・⾦額を確認、財務省に

確認結果が戻される。 
3.財務省が内部⼿続き完了後、財務⼤⾂が内閣（Cabinet）宛てに免税要請レタ
ーを提出する。 

4.内閣（Cabinet）で承認完了後、内閣（Cabinet）から財務⼤⾂宛の承認レタ
ーが発出される。 

5.財務⼤⾂が国会（Parliament）宛てに免税要請レターを提出する。 
6.国会（Parliament）にて免税が正式に承認する。 



 

7.国会承認取得後、国会決議を添付の上、GRA に還付申請を⾏う。 
所要期間︓数か⽉〜数年 

【課税対象】 
③不明 

過去の実績・ 
問題の有無 

①現時点では特に課税対象とはされておらず、特別な⼿続きは不要としている。 
②免税国会承認プロセスは相当の時間を要する。コントラクターは契約締結後、実施機

関に必要書類（Master List 含む）を速やかに提出し、実施機関→責任機関→財
務省→歳⼊庁→財務省→閣議→国会と必要書類が提出されるよう継続的なフォロー
が必要である。 
また、国会承認に時間を要す（数か⽉〜数年）ことから税の⽴替期間が⻑くなり、企
業に不利益を与える可能性がある。（還付⼿続き開始には国会承認が必要） 
VAT 還付に関してはこれまでの還付事例では GRA 査定により申請額満額の還付が
⾏われていないことから、内訳の開⽰を求めるなど、詳細確認を⾏っていることろである。 
VAT と共に徴収される NHIL、Get Fund は免税対象外との議論もあり、国会承認
取得時には NHIL、Get Fund も免税対象となるよう免税内容を事前に確認する必
要がある。（実施中案件での還付事例では還付対象）また、最近導⼊された
COVID-19 健康復興税（COVID Levy）の扱いについても確認が必要であるもの
の、第⼆次テマ交差点改良計画では免税対象費⽬として明記されている他、最近の
還付事例では還付対象となっている。 

③不明 

 

(4) 関税等 

名称 Duties（関税） 

課税対象 ①輸⼊関税（Import Duties） 
②輸⼊付加価値税（Import VAT） 
③輸⼊健康保徴収⾦（Import NHIL） 
④教育信託基⾦徴収⾦（Get Fund Levy） 
⑤⾃由貿易共同体税（ECOWAS Levy） 
⑥アフリカ連合課徴⾦（AU Levy） 
⑦輸出⼊税（EXIM Levy） 
⑧特別輸⼊税（Special Import Levy︓SIL) 
⑨検査⼿数料（Inspection Fee） 
⑩ COVID-19 健康復興税（Covid-19 Health Recovery Levy） 
⑪⼿続き⼿数料（Processing Fee） 
⑫通信税（Network Charge） 
⑬関税等（国会承認前）※対象税⽬詳細は上記税⽬参照 

税率・計算⽅法 ①CIF の 0〜35% 



②CIF の 12.5%、（輸⼊関税（Import Duty）、健康保険徴収⾦（NHIL）、教
育信託基⾦（GETFL）含む） 

③④ CIF の 2.5% 
⑤ CIF の 0.5%  
⑥ CIF の 0.2%  
⑦ CIF の 0.75% 
⑧ CIF の 2% 
⑨~⑪ CIF の 1.0% 
⑫ FOB の 0.4% 
⑬ 不明 

根拠法 ①Customs Act, 2013 (Act 891) 
②VAT Act, 2013（Act 870） 
③NATIONAL HEALTH INSURANCE ACT, 2012（ACT 852） 
④GHANA EDUCATION TRUST FUND ACT, 2000（ACT 581） 
⑥AFRICAN UNION IMPORT LEVY ACT, 2017（ACT 952） 
⑧Special Import Levy Act, 2013（Act 861）  
⑤⑦⑨〜⑬不明 

⼿順・申請先・ 
所要期間 

【免税可能︓事前免除⽅式】 
①〜⑩ 
申請先︓財務省税務局（Tax Policy Unit） 
⼿順︓ 

1.責任省庁が、財務省税務局に対して以下書類を提出する。 
2.財務省から歳⼊庁（GRA）へ回付され、免税対象税⽬・⾦額を確認、財務省に

確認結果が戻される。 
3.財務省が内部⼿続き完了後、財務⼤⾂が内閣（Cabinet）宛てに免税要請レタ

ーを提出する。 
4.内閣（Cabinet）で承認完了後、内閣（Cabinet）から財務⼤⾂宛の承認レタ

ーが発出される。 
5.財務⼤⾂が国会（Parliament）宛てに免税要請レターを提出する。 
6.国会（Parliament）にて免税が正式に承認される。 
7.国会承認取得後、輸⼊品引き取りの際は、国会決議を添付の上、GRA に免税申

請（事前免税）を⾏う。 
所要期間︓数か⽉〜数年 
【課税対象】 
⑪⑫不明 
【免税可能︓還付⽅式】 
⑬免税を得るための国会承認プロセスは上記①~⑩に同様である。⼀旦関税を⽀払って



 

荷物を引き取り、国会承認後、同国会承認のレターを添付して GRA に還付請求を⾏
う。免税（還付）対象税⽬も上記①~⑩に準ずる。 

過去の実績・ 
問題の有無 

①〜⑨免税国会承認プロセスは相当の時間を要する。コントラクターは契約締結後、実
施機関に必要書類（Master List 含む）を速やかに提出し、実施機関→責任
機関→財務省と必要書類が提出されるよう継続的なフォローが必要。また、必要
書類の提出後も財務省への免税措置進捗状況の逐次確認が必要になる。 

⑩財務省からの免税対象費⽬レターでの記載はないものの、これまでの免税事例では同
Levy も免税扱いとなっている。 

⑪過去の事例、国会承認税⽬を確認しても免税対象とはなっていない。 
⑫過去の事例、国会承認税⽬を確認しても免税対象とはなっていない。 

Network Charge に付随して発⽣する。 Network VAT / NHIL / Get Fund / 
COVID-19 も免税対象外である。 Network NHIL（Network Charge の
2.5％）、Network Get Fund （同 2.5％）、Network COVID19（同
1.0％）、Network VAT（Network Charge+NHIL+Get Fund の 12.5％） 

⑬以前は国会承認前に財務省から暫定免税レターが発出され事前免税とすることができ
たが、現在同レターの発出はされておらず、国会承認前は関税を⽀払いのちに還付請
求を⾏う形となった。これまでの還付事例では GRA 査定により申請額満額の還付が⾏
われていないことから、内訳の開⽰を求めるなど、詳細確認を⾏っている段階である。 

備考 免税に際しては対象品⽬の国会承認が必要である。また、国会承認の前後で⼿続きが
異なるため注意が必要である。国会承認前に輸⼊を⾏う場合は、関税等を⼀旦⽀払った
うえで（国会承認取得後に）還付請求⼿続きを⾏う。国会承認後に輸⼊を⾏う場合
は、国会承認のレターを添付の上、事前免税での輸⼊品引き取り⼿続きを⾏う。 

 

(5) その他、優先的に免税を確保すべき税⽬ 

ガーナ国において、本税⽬に関しては確認されていない。 
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図書・ビデオ・写真等 オリジナル/コピー 発⾏機関 発⾏年

1 National Seed Policy（国家種⼦法） 図書 電⼦データ Republic of Ghana 2013

2 National Seed Plan（国家種⼦計画） 図書 電⼦データ Republic of Ghana 2015

3 Food and Agriculture Sector Development Policy (FASDEP II) 図書 電⼦データ MoFA 2007

4 Medium term Agriculture Sector Investment Plan (METASIP: 2011 - 2015) 図書 電⼦データ MoFA 2010

5 Agricultural Sector Progress Report 2016 図書 電⼦データ MoFA 2016

6 Planting for Food and Jobs, Strategic Plan for Implementation (2017 -
2020) 図書 電⼦データ MoFA 2017

7 Investing for Food and Jobs (IFJ): An Agenda for Transforming Ghana's
Agriculture (2018 - 2021) 図書 電⼦データ MoFA 2018

8 National Rice Development Strategy July, 2018, draft 図書 電⼦データ MoFA 2018

9 National Rice Development Strategy (NRDS II: 2019-2030, draft) 図書 電⼦データ MoFA 2021

10 Corporate Plan 2022-2024 図書 電⼦データ MoFA 2021

11 Investment Guide for the Agriculture Sector in Ghana 図書 電⼦データ MoFA 2021

12 Overview of Rice Industry in Ghana プレゼンテーション資料 電⼦データ MoFA 2021

13 Review of the National Irrigation Policy Strategies and Regulatory Measures
for the Irrigation Sub-sector of Ghana (draft report) 図書 電⼦データ MoFA, USAID 2017

14 Ghana Seed Inspection Division (GSID) Annual Report 2021 図書 電⼦データ GSID 2021

15 CSIR-SARI Strategic Plan 2021-2025 (final draft) 図書 電⼦データ CSIR 2021

16 Ghana: Agriculture Sector Policy Note 図書 電⼦データ World Bank 2017

17 Development of National Agricultural Engineering Policy and Strategy 図書 電⼦データ FAO 2020

18 Internatinal Rules for Seed Testing 2021, Introduction to the ISTA Rules
Chapters 1-19 図書 電⼦データ ISTA 2021

19 A Guide for Certified Seed Production under irrigation 図書 電⼦データ MASAPS-KIS, JICA 2020

20 A Guide for Optimum Rice Cultivation under irrigation 図書 電⼦データ MASAPS-KIS, JICA 2020
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